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『メート ｊｌｪ 法に依る貸用安債 ｊｉｾ 住宅設計園案懸賞募集

最近改正接令きれ fこる。市街地建築物法施行令及同施行規則は杢べて『メートJ レ』

訟に依るべきこと を指示す、我闘1l 宅設計に於て『メートル』法に依れるもの〉

甚? ご砂き現状は同法の主意、よりしても緊念事な，りとす、本舎は蕊に見る j珂あり

て今回下記規蒋に依りて『メートル法に依る宮川安慣小住宅設計闘案』を募集す

この企闘に因って日本住宅設計に『メートル』訟泊用の一新提車Ibの現る〉を麹望

し叉この方面に一つの基準となりてこれが普及促進に成効するを符ば幸ひなり

fM建築費は武千五百四限度なるが設計間集は引代に長も辿1態し仁る官用と安債

とそ衆ね 7こる案なることを特に強調附記す

『メート) I ，. . J 法 z 依) 1 ，. . 費用安置小住宅設計圏実懸賞募集規程

]  ，肱募設計要件

]  1. 1. 償 大 限 ノ 近 郊

2 敷 地 三百平方メ { ト) ¥. 内外( ー商

或ハ二尚道路エ沿フ)

3 建:t-"'f及所要ノ室 ｾｱ［ー百平方メ ｻ トＩ｜Ｎ以

内。虫散、安ノ大サ等任意

4 構浩、緑: 式木造二階控、様式ハ任意

Ｕ 建築資威千 ｬｩ Ｎ 百 ｬ 負 ｼ 以内Ｈｾ ー 卒方メ

{ ト ) ¥. 約成J合五同| 内外 ノ見' M・

門堺& 庭闘費テ除ク) 建築費

ノ著シク組過スルト認メラ A

、モノハ探 JIJ セ ズ

2，際 i券 闘 商

]  :if  i百 聞 ( 配置闘テ室長ネタル ) I UO分 パ

2 立 蘭 闘 ( 二 陶 . 以 上 ) 1  ()(I分ノ 1

3 透 視 闘 ( 外 部 )

4 設備ニツキテ特ユ考慮シタル肱ハ協i示ス

， 

〆": ン

Ｕ 設 ｾｉ 蹴要ハ簡明ニ ｉｾｉ 間ノ除白へ記入スベ

ユノ

ｾ，記入寸法ハ総ベテ「メートル」法ニ依リ且ツ

. f. ! !寸法Jt 他毛亦従うIE ノ大サ: =. fr'J 記スルヲ要

セズ

4，1; ，品11自j ハ「ケント」学校叉ハ之ニ相常スル原! 昂l

紙 へ盤仕.1- . トシ、陰影着色等任意 トス

{.Hip:両|訪1，、着色ス ペ カラズ

行，各国両ニハ暗銑テ附シ別エ日昔披並 :.itPli 氏

名ヲ詑シタ) ¥. 何 J; ・ヲ生. j f; 1j・ニ 入 レ添; 付ス ベシ

G， 'l"l 令

j 等 ] 名 刀 : 拾 刷

2 等 2 名 演t 姶 凶 宛

3 等 3 名 折?? 凶 宛

ｦｾ 作若干名 五 凶 宛

7，締切期日 昭利 Ｑ 七 ｾｉＧ 百 ｊｦ 十日

g， O/I'i1f.J. え首j i K殻表

I 容夜ノ車ii 浪ハ雑誌「建築と枇合J :. 稜

表ス

2 審夜員ノ氏名ハ次ノ虫f I シ 〈五十普順〉

日本位築臨曾高l冷 長 工 祭 て 十 で 池 閲 覧 氏

三 越住宅部ｉ￟築技自 ｉｾ T . 修 士 岡 町 孝 男 氏

口本企E業 協 曾 住 宅 委 員 長 工 準 士 高 野 ) 仕一郎 氏

11ft 合?を曾 創 建 築 技 師 工 修 士 高 橋 祭 治 氏

刺l戸高等工業製佼罰昨日耐早 k 工事七 古 塚 j [ 治氏

京 都 帝 大 政 授 工 事 博 士 藤 井 j享二氏

口本長ｬＡｾ院合住定委員工祭士 ｲｦｪ 信 氏

9. 格子f ノキ，'1* ニ針シテハ説明テ ーAミメ叉ハ異議

ヲ申J i : ツルコ トヲ千尋ズ

]  0， ｦＡｦｊＮ ｾ 必同楽 ］閥 スルー 切ノ槽手 ｵ ハ本協合 ニ

向島ス ) 1 モノトス

]] ，応募制策ハ一切之ヲ泣附セズ

]  2，肥募! 制策費送先

火阪市西区土佐捌 it r J 一丁目 大 同 ピ バ 内

日 本 建 築 協 曾 宛
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日米特許一二個・費用新案登録四六個併用

久 野 武 防 火 捲Jよゐ. p

〔特許大野式シヤヴター〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ ヴ タ ー

大 野 式 ル ー プ ル シ ャ ッ タ ー

大 野 式 工 場 周 軸 承
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大 野 式 暢 子 入 戸 車

大 野 式 廻 樽 軸 抵 抗 測 定 機

各 種 防 火 扉

日英米偏特許三一個・賞用新薬五 九個併用

特 許 木 こ サ ッ シ

受 托 営 業

22 大 野 製 作 所

東京市芝医三田四国町二番地・電話三回( 必〉国三主慧

耳Ift l l ! . 民館E町・大阪市此花嵐上刷局中二・. . : 古面目島( 4 o ) 五 I¥. 八
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アップ・タワシ ( 第二十三街 よ り第五十九街〉

タ Ｎ ウシ・ｾウシ

紐育の二大商業建物地域
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シ カ ゴ 中 央 商 業 地 域 (ミ y ガ ン 湖 t より市を 望 む 、 オ ー ク 街 よ り 第 十 二街 〉

フ4 ラデW7 1 ヤ中央商業飽域
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ロ サ シ ゼ ロ ス 中 央 商 業 地 場

サン・フラシシスコ中央商業機敏

〈ゴールデ ン ・ゲー トの方 を望 む〉
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中 央 ; 最 高 建 物
中 央 資 場 よ り第五一大 日鳴 を

持B d- ー街 L りと弟六大l絡の附 よ り 術 五 大 i俗 4 り中央部 主

ラ ヂ オ ・ シ チ ー の 計 . .  
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視

を

決

定

す

る

も

の

は

窓

で

る

る

。

建

築

の

新

ら

し

い

様

式

が

生

れ

た

の

は

疑

も

友

く

と

れ

が

矯

め

で

あ

る

。

事

務

所

の

窓

を

外

か

ら

見

る

と

良

晴

で

あ

る

、

だ

か

ら

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

の

フ

ア

サ

l

ド

は

黒

附
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を

数

百

並

べ

た

椋

な

も

の

だ

。

と

れ

が

解

く

べ

き

外

制

の

問

題

で

あ

り

、

又

五

口

k

が

最

初

に

プ

ツ

っ

か

る

問

題

で

も

あ

る
。

濁

り

て

解

け

る

問

題

-汁

.
商

K

於

け

る

窓

の

配

列

は

内

部

計

撃

に

よ

っ

て

決

め

ら

れ

る

、

だ

か

ら

窓

は

玉

同

島

の

望

み

通

り

二

つ

宛

.

三

つ

宛

と

自

由

民

集

め

る

事

は

出

来

友

い

。

最

も

遁

官

民

分

割

し

得

る

配

列

法

を

考

へ

ね

ば

友

ら

ぬ

。

装

飾

問

題

は

窓

め

問

題

さ

へ

解

決

す

れ

信

国

然

だ

叫パ

附

C

問

題

で

あ

る

・

ア

メ

リ

カ

ン

・

ラ

デ

エ

1

タ

l

・

ピ

ル

な

は

伝

は

と

の

問

題

b

q

一
息

ひ

切

っ

て

附

置

し

て

窓

を

ス

ポ

ッ

ト

・

ラ

イ

ト

の

棋

に

は

せ

十

に

、

建

物

を

児

く

し

て

窓

を

全

部

隠

し

て

し

ま

っ

た

。

斯

る

披

ひ

万

の

一

理

山

は

窓

は

そ

れ

自
E

身

に

於

て

特

別

の

効

川

市

を

件

じ

な

い

か

ら

で

あ

る

o

デ

ヱ

l

リ

l

・

ニ

ュ

ー

ス

・
ピ

ル

に

於

て

は

所

が

反

針

に

取

扱

つ

か

っ

た

の

で

あ

る

。

窓

は

自

然

に

幸

一
直

線

の

集

合

の

様

に

な

っ

た

。

此

の

線

が

陣

天

閣

の

役

六

特

徴

を

な

し

た

。

勿

論

高

さ

・な

る

も

の

は

康

夫

閣

で

は

質

k

h

素

晴

ら

し

い

も

の

で

あ

る

、

か

う

い

ふ

わ

げ

で

、

線

を

M

立

た

し

め

る

と

と

が

高

さ

の

効

民

を

柑

加

せ

し

め

る

の

は

明

断

で

あ

る

、

上

下

の

窓

聞

の

赤

煉

瓦

は

]

度

会

開

と

し

て

机

の

械

に

友

っ

て

、

合

理

的

友

鮎

川

ボ

に

た

っ

た

の

で

あ

る

。

と

の

建

物

の

外

槻

が

成

功

し

て

ゐ

る

と

の

外

許

を

後

程

聞

い

て

私

は

聴

い

て

ゐ

る

。

貨

は

私

の

矯

し

た

と

と

は

単

に

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

に

各

自

分

自

身

の

委

を

決

め

て

や

っ

た

だ

け

の

と

と

で

あ

る

。

美

の

本

質

は

有

用

で

あ

る

こ

と

で

あ

る

ホ

サ

1

ル

・

ア

パ

ー

ト

の

線

は

次

平

〈紙7守〉アメ リカ y ・テヂエ ーター・ピノレ

に

な

っ

て

ゐ

る

事

を

忽

起

す

る

。

各

部

出

が

外

慢

で

終

っ

て

ゐ

る

一

室

ア

パ

ー

ト

で

は

、

各

ア

パ

ー

ト

K

出

米

る

だ

け

多

〈

の

光

線

を

供

給

す

る

と

と

が

肝

要

で

あ

る

。

出

来

る

だ

け

窓

を

大

き

く

す

る

結

果

各

室

の

壁

は

殆

ど

窓

許

り

に

友

っ

て

ゐ

る

。

詑

物

が

比

較

的

に

低

く

て

巾

蹟

い

ポ

サ

1

ル

・

ア

パ

ー

ト

の

場

合

は

線

を

水

平

に

し

た

。

そ

の

矯

め

に

デ

ェ

l

リ

1

・

=

ュ

1

ス

・

ピ

ル

と

は

遣

っ

て

と

L

で

は

左

右

の

窓

聞

に

黒

い

煉

瓦

を

入

れ

て

.

と

の

水

平

の

感

を

高

調

し

た

と

と

は

頗

る

合

理

的

で

あ

る

。

と

の

と

と

は

恐

ら

く

イ

ー

ス

ト

・

リ
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パ

ー

の

総

べ

て

の

建

物

に

あ

て

桜

ま

る

様

に

聞

え

る

が

、

事

貨

は

必

十

し

も

そ

う

で

な

い

。

美

の

本

質

が

有

用

で

あ

る

と

と

が

段

々

と

皆

に

認

め

ら

る

L

K

至

っ

た

o

設

か

ピ

云

っ

た

様

に

ヱ

ム

バ

イ

ヤ

ー

-

ス

テ

ー

ト

・

ピ

ル

上

の

飛

行

船

繋

切

梢

は

も

し

も

と

れ

が

質

期

的

の

も

の

で

あ

る

な

ら

ば

非

常

に

面

白

い

遣

万

で

あ

る

。

が

も

し

飛

行

舶

が

少

し

も

繋

併

さ

れ

な

い

な

ら

ば

.

と

れ

は

間早

K

胤

俄

の

シ

ン

ボ

ル

に

過

ぎ

な

い

J

ヱ

ム

バ

イ

ヤ

ー
・

ス

テ

ー

ト

・

ヒ

ル

は

私

の

論

旨

の

ぷ

け

い

貰

例

で

あ

る

。

介

理

的

な

7.普

い

恰

好

の

塔

。

高

さ

千

一
一
百
円

尺

G

と

れ

を

装

飾

す

る

必

要

が

貨

際

あ

る

だ

ら

う

か

。

山

の

絶

頂

に

コ

l

=

ス

を

廻

は

す

祭

に

な

れ

ま

す

か

。

今

日

五

n

k

山

を

築

い

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

大

き

な

天

を

・

躍

す

る

山

頂

を

。

彼

等

は

彼

等

自

身

が

師

K

彼

等

の

装

飾

で

あ

る

。

五
n

k

は

そ

れ

が

別

に

試

が

引

け

て

ゐ

る

と

も

叉

目

的

に

添

ひ

粂

ね

て

ゐ

る

と

も

決

し

て

思

は

な

い

。

叉

と

れ

は

怒

に

費

用

の

問

題

で

は

な

い

。

来

し

必

要

と

あ

ら

ば

、

あ

の

一

高

四

千

択

も

あ

る

コ

ロ

ラ

ド

の

パ

イ

ク

ス

・

ピ

l

ク

の

頂

K

さ

へ

コ

l

ニ

ス

を

つ

け

る

と

と

は

同

来

る

。

.
K

口

々

が

鼻

先

を

天

に

白

け

て

ι

費

用

の

と

と

を

|

馬

鹿

ら

し

い

と

一
去

っ

て

も

、

と

れ

は

無

駄

友

事

で

あ

る

、

今

日

で

は

脊

昔

及

。

一

一

十

五

呪

や

五

十

択

の

間

口

の

家

を

悩

へ

る

の

で

は

な

い

。

一

ア

ロ

ッ

ク

隠

制

や

全

数

庖

制

に

建

築

す

る

の

で

あ

る

。

ロ

ッ

ク

フ

ェ

ラ

ー

が

-

一

ユ

l

ヨ

ー

ク

に

計

聾

せ

る

j

ト

ロ

ボ

リ

タ

ン

・

ス

ク

エ

ヤ

1

即

ち

ラ

ヂ

オ

・

シ

チ

ー

は

み

十

一

三

障

制

を

山

有

す

る

で

は

な

い

か

o

J

7

エ

l

リ

l

・

ニ

ュ

ー

ス

・

ピ

ル

は

現

在

の

摩

天

閣

で

は

除

り

大

い

右

で

は

な

い

が

そ

れ

で

も

一

千

高

弗

の

投

刑

を

要

し

た

ラ

ヂ

オ

・

シ

チ

l

は

一

一

位

五

千

高

山

叩
の

後

定

で

あ

る

。

今

日

の

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

支

配

人

は

省

際

事

業

家

な

る

事

を

要

す

る

。

所

有

と

管

理

は

鎖

道

の

所

有

や

管

理

の

如

く

略

一

貨

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

吾

々

の

進

歩

の

大

き

い

一

歩

と

ん

な

胤

に

此

の

二

十

五

年

聞

に

於

い

て

再

々

は

康

夫

閣

に

は

有

用

で

あ

る

と

と

と

寅

期

的

償

値

を

織

込

ま

・

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

と

を

悟

っ

た

。

と

れ

は

此

の

一

一

十

五

年

聞

に

得

た

一

大

進

歩

で

あ

る

J

と

れ

は

決

し

て

嬰

術

を

排

斥

し

た

と

は

信

じ

な

い

、

反

っ

て

華

術

の

新

ら

し

い

却

を

縁

遠

せ

し

め

た

背

中

を

意

味(恕l育〉デエ ーリー・ 二」 ース・ピル
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す

る

も

の

で

あ

る

ro

然

し

と

れ

は

所

前

『

新

事

術

」

と

て

立

方

程

や

三

角

形

や

直

フ

ヂ

オ

メ

ト

ロ

ポ

リ

タ

ン

・

ス

ク

ヱ

l

ア

即

ち

ラ

ヂ

オ

・
シ

チ

1

1

1

ジ

ョ

ン

・

ロ

ッ

グ

フ

ヱ

ラ

ー

が

-
一

ユ

l

ヨ

l

ク

市

に

建

設

せ

ん

と

す

る

犬

娯

祭

場

並

に

商

業

阪

の

計

叢

を

知

っ

た

な

ら

誰

し

も

共

の

計

霊

の

突

飛

な

の

に

鰐

か

ざ

る

を

得

な

い

，d

・
7

λ

7

1

4

1

ユ
ー

タ

u

ヴ

守

で

あ

ら

う

。

第

五

大

路

の

三

区

制

を

改

築

す

る

奈

あ

る

ヱ

ン

バ

イ

ヤ

・

ス

テ

ー

ト

・

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

よ

り

七

似

も

航

線

物

一
寸

が

混

臥

し

た

鐙

な

も

の

が

あ

る

が

あ

れ

を

指

す

の

で

は

な

い

。

五

口

が

長

新

ν  

チ

の

摩

天

閣

の

異

例

叫

特

質

を

直

説

記

，表

現

す

る

あ

の

新

様

式

ω

と

の

新

華

術

を

賞

計

董

f郁 κ

大2韓

友 1主主

る手せ

有tし

:23 め

』舌 た

の

で

あ

る

。

-・・圃.

ユ

l

ヨ

l

ク

市

に

計

量

さ

れ

た

る

大

娘

幾

渇

並

巳

畠

業

直

メ

ト

ロ

ポ

リ

タ

シ

・

ス

タ

Z

ヤ

!

い

面

積

を

持

っ

て

ゐ

る

u

資

本

も

叉

二

億

五

千

弗

の

巨

樹

に

の

ぼ

る

。

大

き

さ

の

み

が

研

究

す

べ

き

問

題

で

は

な

い

d

此

の

計

聾

が

建

築

意

匠

.

建

築

施

行

、

不

動

産

等

に

如

何

友

る

影

響

を

及

ぼ

す

か

よ

く

研

究

し

て

み

や

う

。

計

実

楽

と

そ

の

棋

型

が

最

近

稜

表

さ

れ

る

や

‘

多

く

の

意

見

、

批

評

.

議

論

が

市

脆

し

た

3

世

人

は

桟

担

や

或

は

新

聞

に

杭

せ

ら

れ

た

窮

民

を

み

て

、

各

建

物

に

は

接

飾

的

分

子

の

訣

如

し

て

ゐ

る

と

か

、

大

き

さ

が

柿

々

で

あ

る

と

か

・

形

が

雑

多

で

あ

る

と

か

等

に

注

目

し

た

u

無

論

因

制

捜

的

危

様

式

や

装

飾

K

執

ら

は

れ

た

概

念

の

人

人

か

ら

御

世

郎

的

批

評

の

あ

っ

た

の

は

発

れ

な

か

っ

た

。

今

度

一

不

さ

れ

た

ラ

ヂ

オ

・

シ

チ

ー

は

以

前

に

計

聾

さ

れ

た

も

の

よ

り

は

大

分

縫

は

っ

た

。

二

三

年

前

の

も

の

は

第

五

大

路

か

ら

第

六

大

路

に

百

一
り

、

第

四

十

八

街

か

ら

第

忌

十

一
一

向

ま

で

の

三

匝

制

凡

を

山

め

、

記

念

的

、

教

義

的

、

且

娯

柴

ピ

的

の

中

心

地

。
|

|

規

棋

は

も

っ

と

大

き

桃

山

い

が

、

恰

も

パ

リ

l

の

オ

ペ

ラ

街

や

プ

相

ラ

1

ス

・

グ

ア

ン

ド

l

ム

の

如

き

も

の

巾

を

建

設

し

様

と

す

る

計

葺

で

b

っ

た
。

今

度

の

ラ

ヂ

オ

・

シ

チ

ー

も

大

韓

一
フ

ヂ

オ

(

出

来

得

れ

ば

テ

レ

グ

イ

ジ

ョ

ン

も

)

劇

場

及

オ

ペ

ラ

等

の

教

育

且

娯

繁

繍

謹

の

巨

大

な

る

中

心

地

l

共

上

小

菅

庖

、

事

務

所

の

中

心

地

等

を

創

設

す

る

元

通

り

の

目

的

を

持

っ

て

ゐ

る

。

記

念

的

な

も

の

を

儲

へ

る

と

い

ふ

考

へ

は

経

調

的

理

由

の

た

め

大

分

蟹

更

さ

れ

た

が

.

し

か

し

全

然

放

楽

さ

れ

た

わ

け

で

は

な

い
。

メ

ト

ロ

ポ

リ

タ

ン

・

ス

ク

ヱ

l

ア

は

第

五

大

路

と

第

六

大

路

・

第

四

十

八

街

と

第

五

十

街

に

よ

り

直

切

ら

れ

て

ゐ

る

金

三

匿

剖

を

・質

際

に

包

含

し

て

ゐ

る

。

そ

し

て

そ

と

に

は

十

二

徐

の

建

物

が

建

設

さ

れ

る

事

に

な

っ

て

ゐ

る

3

共

の

中

の

三

つ

「

結

局

に

は

四

つ

に

な

る

)

は

三

四

十

階

で

b

り

、

一

つ

は

六

十

五

階

で

あ

り

・

山

同

数

多

の

と

れ

よ

り

も

低

い

建

築

物

が

あ

る

。

そ

し

て

各

建

物

は

一

群

と

し

て

纏

め

ら

れ

、

相

互

に

連

絡

さ

れ

て

ゐ

る

J

と

れ

佐

一寸

の

建

物

詩

が

そ

れ

自

身

で

、

ま

ぎ

れ

も

な

く

一

つ

の

町

で

あ
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っ

て

、

劇

場

、

ラ

ヂ

オ

ス

チ

ユ

ヂ

オ

、

所

助

幻

民

.

ト

ー

キ

ー

.

ス

チ

ユ

ヂ

オ

市

務

所

‘

応

制

、

銀

行

‘

向

動

車

山

等

を

保

有

し

て

ゐ

る

。

所

有

機

は

背

山

街

如

へ

川

(

宮

四

円

『
C

勺

o

，

-一門

山

口

m

A

E
『

ゅ

の

o
弓

o

z

z

o
コ

)

K

底

し

て

ゐ

る

ο

ア

l

サ

l

・

ウ

ッ

ド

氏

が

布

利

合

の

代

表

者

で

あ

る

。

一

一

政

設

計

の

ホ

備

に

参

加

し

た

の

は

、

ラ

イ

ン

ハ

ル

ト

、

ホ

l

フ

マ

イ

ス

タ

1

0

コ

l

ベ

ッ

ト

‘

ハ

リ

ソ

ン

、

マ

ッ

ク

・

マ

リ

1

0

レ

イ

モ

ン

ド

・

フ

ッ

ト

、

ゴ

ツ

ド

レ

1

.

フ

ウ

イ

ュ

l

の

三

建

築

事

務

川

で

あ

る

υ

管

問

北

に

技

術

を

山

下

る

の

は

ト

ッ

ド

、

ロ

パ

ー

ト

ソ

ン

o

ト

ツ

ド

、

エ

ン

ヂ

ニ

ア

リ

ン

グ

、

コ

ー

ポ

レ

l

シ

ヨ

ン

、

ア

ン

ド

、

ト

ツ

ド

、

ブ

ラ

ウ

ン

の

二

商

A

W

H

で

あ

る

。

前

者

は

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

の

グ

レ

l

パ

ー
・

ピ

も

と

ポ

ス

タ

ム

・

ピ

ル

の

管

理

人

で

あ

り

、

山

川

共

他

の

土

地

の

大

所

有

沢

と

し

て

土

地

管

理

非

で

は

有

名

な

前

合

で

あ

る

，

全

部

完

成

の

岐

に

は

管

理

者

た

る

は

勿

論

r

b

る

上

氏

、

共

の

経

掛

的

の

成

功

陀

闘

し

て

は

川

大

な

抗

仔

一

を

有

す

る

が

故

K

、

十

相

二

尚

命

川

は

と

の

計

撃

に

山

ん

か

り

1

純

桝

的

事

項

に

つ

い

て

非

常

に

省

興

し

た

。

有

名

な

瓦

ラ

ヂ

オ

和

合

が

と

の

計

設

の

一

大

部

局

た

る

ラ

ヂ

オ

・

セ

ン

タ

ー

の

建

設

の

た

め

に

聯

合

し

た

。

此

の

制

A

H

は

ア

メ

リ

カ

・

ラ

ヂ

オ

紺

合

。

ナ

シ

ョ

ナ

ル

・

ブ

ロ

ー

ド

・

キ

ヤ

ス

チ

ン

グ

合

枇

ラ

ヂ

オ

・

ケ

イ

ス

・

ォ

l

フ

ュ

l

ム

0

ア

ー

ル

・

シ

1

・

ェ

l

・

ピ

ク

タ

l

。

ア

ー

ル

・

シ

1

・

ェ

l

・

フ

ォ

ト

フ

オ

l

ン

で

あ

る

。先

づ

経

湾

問

題

か

ら

著

手

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

支

配

人

は

ス

ク

エ

ヤ

ー

や

公

園

路

や

共

外

種

k

の

、

徒

歩

者

の

交

通

の

流

れ

を

遮

断

す

る

も

の

が

、

小

菅

俄

飢

に

非

常

に

影

響

が

あ

る

と

と

シ

ヨ

l

q

ィ

，

p

l

を

認

め

て

ゐ

る

。

飾

窓

が

ズ

ツ

ト

縦

い

て

い

る

の

を

諮

る

も

の

|

|

銀

行

の

建

恥

物

の

械

な

抑

微

な

も

の

で

も

|

|

小

丘

二

前

官

伯

値

の

目

標

と

な

る

と

考

へ

で

も

ゅ

よ

い

、

通

行

人

の

群

の

大

部

分

を

他

民

間

反

ら

し

て

し

ま

う

鮎

川

市

に

な

る

も

の

で

而

あ

る

。

だ

か

ら

以

前

の

計

撃

の

様

な

詑

平

念

的

の

ス

ク

エ

ヤ

1

は

紐

育

で

は

全

く

置

く

場

所

が

な

い

王

は

直

ぐ

知

れ

る

。

支

配

人

も

す

ぐ

あ

の

計

聾

は

ひ

ど

く

通

行

陣

容

に

な

る

と

と

を

指

摘

し

た

。

事

賞

、

巴

里

の

プ

ア

ン

ド

l

ム

の

既

携

は

小

商

品

駒

山

街

と

し

て

世

界

で

著

名

な

リ

ュ

l

・

ド

・

ラ

・

ベ

ィ

に

丁

度

と

う

い

ふ

風

な

遮

断

物

と

な

っ

て

ゐ

る

。

と

の

メ

ト

ロ

ポ

リ

タ

ン

・

ス

ク

エ

ヤ

ー

が

そ

ん

友

不

都

合

な

府

場

左

模

倣

す

る

と

と

は

刷

閣

の

院

制

の

償

値

を

減

歩

る

と

と

に

た

り

、

引

い

て

は

自

分

の

土

地

の

債

値

を

も

下

げ

る

結

巣

に

な

る

J

今

の

敷

地

の

三

同

制

は

偶

然

に

も

全

部

コ

ロ

ン

ビ

ヤ

大

串

に

属

し

て

ゐ

る

。

メ

ト

ロ

ポ

リ

タ

ン

・

ス

ク

エ

ヤ

l

組

合

に

二

十

一

ヶ

年

の

年

限

で

賃

貸

さ

れ

、

期

限

後

は

叫

許

偵

の

上

機

観

す

る

と

と

に

友

っ

て

ゐ

る

。

ラ

ヂ

ォ

・

シ

チ

l

は

モ

ザ

l

M

テ

，

ポ

現

代

の

歩

調

K

A
円

は

し

て

作

ら

ね

ば

な

ら

ね

と

と

は

.

計

謀

者

は

始

め

か

ら

知

悉

し

て

ゐ

た

。

さ

て

と

と

に

ラ

ヂ

オ

・

シ

チ

l

の

最

も

特

徴

と

す

べ

き

と

と

ろ

は

世

則

的

で

且

つ

商

業

に

油

し

て

溌

逮

さ

せ

な

く

て

は

友

ら

ぬ

と

と

で

あ

る

。

此

の

種

の

計

書

に

投

資

を

な

す

際

は

牧

入

の

問

題

に

充

分

考

感

を

挑

は

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

は

政

て

脊

と

す

る

に

足

り

な

い

o

教

義

的

で

且

娯

楽

的

左

中

心

地

建

設

の

た

め

多

額

の

資

本

を

使

用

す

る

機

合

に

直

面

し

て

、

三

つ

の

建

築

事

務

所

を

句

合

せ

る

企

業

家

逮

が

最

初

に

彼

等

の

企

業

の

経

情

を

検

討

す

る

と

と

は

高

度

に

有

意

義

な

と

と

で

あ

る

口

聯

合

建

築

家

の



牧

支

引

A

円

は

ね

と

の

山

ぃ

品

々

た

る

甘

い

の

批

評

が

問

践

の

原

悶

と

な

っ

た

ら

し

い

。

設

計

者

は

位

袋

一美

ム

し

か

、

均

勢

と

か

、

或

は

恰

灯

と

か

い

ふ

鼎

を

ば

、

唯

山

単

純

に

淡

却

し

て

ゐ

る

の

で

は

な

い

と

梓

川

し

て

ゐ

る

。

彼

等

は

其

等

の

馴

に

充

皿 - 1 2

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...........c・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・E・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

人

で

あ

る

レ

イ

モ

ン

ド

・

フ

ツ

ド

氏

は

此

の

研

究

を

待

て

祁

誌

に

後

ぷ

し

た

と

と

が

あ

っ

た

(

出

E

E

E
阿

国

釦

ロ
己

国

三

E

一

3

m円

p
-
[

白
ロ

u

m
町

内

D

d

m

コ円一

印

一

一

戸

、

2
1

〉

コ

コ

芝

2

2

q

r

z

p
〉

℃

ユ
H

M

0

・

巴

∞

戸

)

ラ

ヂ

ォ

・

シ

則

子

l

の

枝

型

を

酌

見

て

最

初

に

感

引

十

る

と

と

は
、

斗

，

…
…

使

則

さ

れ

得

る

央

有

効

ス

ペ

ー

ス

』

h

ソ

“

初，
J

 

-
d

H

 

央

」

H

l
.

の

羽

叫

n
u

 

地焼
、

ノノチシ
オヂ-7

 

を

名

く

作

り

、

従

っ

て

牧

入

を

も

各

く

得

る

と

と

を

主

眼

と

し

て

計

書

さ

れ

た

事

で

あ

る

u

と

の

牧

入

増

加

の

考

瓜

は

.

以

前

の

校

型

が

食

表

さ

れ

た

と

き

に

分

考

厳

し

た

の

で

あ

る

U

美

と

利

用

と

は

相

反

す

る

も

の

に

あ

ら

歩

、し

て

.

却

っ

て

相

一

致

す

る

も

の

な

り

と

の

合

理

的

な

似

定

を

抱

い

て

ゐ

る

J

最

新

構

造

法

や

此

新

材

料

を

伴

っ

て

使

用

せ

十

代

切

め

て

そ

れ

遠

の

特

質

を

高

調

し

て

、

高

い

雌

天

闘

の

伶

概

を

鷲

怖

さ

す

様

な

様

式

を

考

へ

た

の

で

あ

る

。

線

型

の

外

見

が

よ

く

な

い

止

い

ふ

批

判

は

次

の

二

つ

の

点

要

駄

を

逸

し

て

ゐ

る

も

の

だ

。

そ

れ

は

ま

だ

他

物

の

装

飾

が

米

決

定

な

の

U

棋

山

一

は

米

数

飾

の

塊

に

過

ぎ

な

い

と

と

を

忠

却

l

て

居

る

の

ム

‘

d

人

仰

か

数

尺

の

模

型

で

は

到

底

か

k

る

大

建

築

物

の

瓜

般

あ

る

外

貌

を

表

は

す

と

と

が

不

可

能

で

あ

る

と

止

と

を

考

へ

な

い

仙

川市

在

あ

る
。

一

般

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

の

管

理

者

に

a
r

っ

て

、

メ

ト

ロ

ポ

リ

タ

ン

・

ス

ク

エ

ヤ

ー

の

如

さ

印

象

深

雪

計

聾

に

於

て

、

一位

利

主

義

な

る

も

の

が

斯

く

重

要

な

事

に

汚

へ

ら

れ

た

と

い

ふ

と

と

は

頗

る

満

足

な

と

と

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

計

害

者

に

と

っ

て

、

共

の

計

帯

電

が

大

き

い

が

放

に

、

叉

従

っ

て

家

人

の

興

味

が

佐

が

れ

て

ゐ

る

が

故

に

、

彼

等

の

肩

に

か

L

る

責

任

に

封

し

て

は

甚

だ

敏

感

で

②

る

。

彼

等

は

三

匝

剖

の

仕

事

で

都

市

計

蓑

に

4

r

充

分

の

経

験

を

得

る

で

②

ら

う

。

か

L

る

意

味

で

、

ラ

デ

オ

・

シ

チ

l

は

美

し

い

物

に

す

る

義

務

が

あ

る

が

そ

の

義

務

た

る

や

終

済

的

成

功

を

得

る

方

か

ら

考

へ

る

と

大

境

賞

現

閤

難

友

義

務

で

も

あ

る

。

叉

歩

道

友

人

で

一

杯

に

製

め

る

矯

め

K

常

に

沙

行

者

の

交

通

の

流

れ

を

導

く

べ

き

義

務

も

あ

る

。

又

一

万

街

路

の

交

通

の

と

と

も

あ

る

o

パ

ー

ク

し

て

ゐ

る

自

動

車

の

と

と

も

あ

る

。

ま

た

其

外

に

光

線

と

詩

集

a

f

e

の

問

題

も

あ

る

。

凡

て

一
ソ

ヂ

オ

・

シ

チ

l

の

計

叫

に

は

山

科

の

仕

事

が

あ

る

、

そ

し

て

而

も

そ

の

成

川

市

た

る

や

き

ん

な

見

解

か

ら

見

て

も

‘

勝

来

の

真

の

財

産

殻

逮

欣

況

に

大

影

響

が

あ

る

事

柄

ば

か

り

で

あ

る

o

-
フ

ヂ

オ
・

シ

チ

l

に

闘

し

て

此

の

考

へ

方

は

計

叢

者

に

諸

問

題

を

入

念

に

考

究

す

る

必

要

あ

る

と

と

を

教

へ

た

。

そ

の

問

題

の

中

一
一

三

の

大

略

を

次

に

述

べ

ゃ

う

。

主

要

問

題

件

批

沙

者

の

交

通

の

問

題

は

既

越

し

た

o

と

の

重

要

な

問

題

の

・質

現

に

は

卒

断

計

書

に

津

山

の

分

減

が

あ

る

。

第

一

に

‘

以

上

に

迷

ぺ

た

如

く

地

面

を

公

闘

の

如

く

打

ち

開

い

て

は

駄

目

で

あ

る

。

と

れ

は

即

ち

第

一

階

を

小

府

舗

に

し

た

り

、

小

店

舗

の

ア

ー

ケ

ー

ド

に

す

る

必

要

が

あ

る

と

い

ふ

と

と

に

な

る

。

又

通
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行

人

百

-

寸

と

し

た

一

任

意

で

鮮

を

な

す

建

物

を

.

々

見

分

け

得

ら

れ

る

必

要

が

あ

り

.

且

つ

大

い

開

場

の
、

高

い

建

物

の

聞

に

・

中

4

へ

の

ス

ペ

ー

ス

が

一一

円

で

わ

か

る

核

に

す

る

必

要

が

あ

る

η

横

型

民

一

不

さ

れ

て

ゐ

る

桁

凶

形

の

建

物

は

群

衆

を

中

心

の

庚

壌

に

導

く

た

め

の

も

の

M

U
当

l

η

ィ

，

p

l

で

あ

る

此

形

は

素

見

容

は

飾

窓

K

沿

っ

て

場

く

の

が

許

通

で

あ

る

と

い

ふ

…山中

町

民

法

い

て

ゐ

る

此

の

桁

闘

形

の

建

物

の

第

h

大

路

の

側

に

や

っ

て

い

米

た

人

々

は

附

場

に

通

づ

λ

飾

窓

の

栓

び

K

沿

っ

て

沙

い

て

行

く

で

あ

ら

う

。

同

じ

日

的

の

下

に

第

二

の

築

と

し

て

、

陥

凶

形

の

代

り

に

二

つ

の

六

階

建

の

建

物

を

建

て

る

笑

も

あ

る

J

と

の

二

つ

の

建

物

の

聞

に

六

十

吹

の

歩

道

を

置

く

・

そ

の

歩

道

は

直

ぐ

に

中

央

の

闘

相

場

に

通

じ

且

第

五

大

路

よ

り

腕

壌

が

全

部

見

え

.

尚

北

ハ

の

向

ふ

に

い

ハ

十

五

階

の

建

物

が

よ

く

見

え

る

様

に

な

っ

て

ゐ

る

つ

す

べ

て

の

考

案

は

群

氷

を

中

北

へ

の

・

川

場

に

導

く

べ

く

汁

帯

さ

れ

て

ゐ

る

。

又

そ

れ

κ
は

小

山
賀

川

同

航

を

増

す

以

外

に

も

理

内

が

あ

る

の

で

あ

る

。

『

u

ツ

ク

シ

1

』

と

い

ふ

名

で

有

名

な

ラ

ヂ

オ

通

の

口

1

サ

フ

ヱ

ル

氏

は

桜

本

的

友

感

念

を

教

っ

た

。

即

ち

と

の

企

業

の

州

集

部

の

方

の

一

犬

歌

劇

頭

取

で

あ

る

彼

は

次

の

如

く

談

っ

て

ゐ

る

。

「

数

年

間

の

経

験

に

よ

る

と

.

時

叶

裁

と

い

ふ

も

の

は

小

宵

尚

賓

と

同

様

、

見

世

物

商

討

に

も

又

必

要

欠

く

べ

か

ら

ざ

る

も

の

で

あ

る

。

出

技

を

」

写

楽

す

ろ

観

衆

の

方

に

も

、

演

技

を

や

る

演

技

者

の

方

に

も

.

雨

方

に

そ

の

必

裂

な

熱

怖

を

創

治

す

る

も

の

は

昨

旅

心

理

に

外

友

ら

友

い

』

。

此

の

理

内

か

ら

し

て

第

四

十

九

簡

と

竹

山

五

十

問

と

の

聞

に

は

橋

を

架

け

て

高

い

遊

歩

壌

を

作

る

と

と

に

友

っ

て

ゐ

る

。

そ

れ

は

全

劇

場

の

共

通

の

遊

歩

場

と

友

っ

て

ゐ

て

‘

又

ど

の

劇

場

へ

も

と

の

パ

ル

コ

A

t

-

-

レ

ベ

ル

が

這

入

れ

る

J

か

く

し

て

劇

場

の

開

演

を

待

つ

群

裁

は

一

ケ

所

に

全

部

集

め

ら

れ

る

わ

け

で

あ

る

。

d

人
ロ

ツ

ク

シ

|

氏

は

群

衆

心

理

の

観

念

に

つ

い

て

他

の

暗

示

を

も

示

し

た

。

即

ち

最

負

客

が

他

の

金

制

裁

を

見

得

る

棋

に

劇

場

の

問

聞

に

狭

い

バ

ル

コ

ニ

ー

を

つ

け

る

様

に

内

部

設

計

を

す

る

と

と

で

あ

る
、

し

か

し

と

の

設

計

は

ま

だ

完

成

し

て

ゐ

な

い

。
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と

の

般

地

内

に

は

山

い

他

物

や

悦

い

山

地

物

を

交

川

に

旅

へ

て

山地

て

乙

計

J

m

で

あ

る

。

即

ち

中

心

へ

に

は

一

係

市

い

い

ハ

十

五

附

の

い

下

務

所

ピ

ル

ヂ

イ

ン

グ

を

建

諒

す

る

二

そ

の

般

地

は

小

れ

へ

の

町

場

か

ら

第

六

大

路

広

加

川

十

九

向

と

第

五

十

何

と

の

間

入

J
-
m
b作

一
心

付

す

る

。

二

つ

の

同

+

・

階

の

建

物

は

町

拐

の

州

に

建

設

さ

れ

る

知
一

h

十

一

向

ム

・
第

六

十

人
、

断

と

の

向

に

之

と

時

ん

ど

川

じ

刊

さ

の

第

二

.

の

山

地

物

が

建

て

ら

れ

る

前

川

の

他

物

は

第

六

大

路

と

第

四

十

九

街

と

の

向

に

建

て

ら

れ

る

は

づ

だ

が

、

と

れ

は

ま

だ

附

定

し

な

い

。

と

の

川

つ

の

建

物

と

中

央

の

一

許

高

い

塔

と

が

大

償

問

隅

と

中

此

へ

と

に

陣

取

っ

て

位

つ

筈

に

な

っ

て

ゐ

る

。

計

4

A

肝却

の

は

か

く

の

如

く

建

物

を

配

世

せ

し

め

て

、

水

戸

釈

の

流

通

と

此

税

の

供

給

と

を

脳

中

に

矧

い

て

計

註

し

た

J

他

に

も

色

k

建

物

の

恰

灯

や

ら

.

町

駅

叶

UE
V

を

ぷ

み

た

が

光

線

の

光

に

於

て

何

れ

も

不

成

初

で

あ

っ

た

と

い

ふ
よ

I

C

ヘ
J

V

、》。

t

a

'

A

K

'

'

d

;
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建

物

の

設

計

山

地

物

の

ぷ

計

に

於

て

は

利

川

の

貼

を

考

へ

乙

と

と

が

最

も

章

一
裂

な

と

と

で

あ

る

。

建

物

の

両

さ

を

指

定

し

た

の

も

此

の

閉

山

に

恭

く

o

X

窓

の

配

列

や

.

杭

の

間

隔

ゃ

、

比
H

の

形

も

問

桜

花

指

山

ん

さ

れ

た

中

れ

へ

の

山

地

物

は

純

然

た

る

経

桝

的

の

理

山

で

六

十

五

階

と

な

っ

た

。

此

の

建

物

に

は

第

二

附

以

上

に

合

計

約

二

}

円

高

卒

方

吠

の

貸

聞

が

あ

る

。

グ

レ

l

パ

ー
・

ピ

ル

の

二

供

。

ク

ラ

イ

ス

ラ

1

・

ピ

ル

の

二

机

以

上

u

ヱ

ム

パ

イ

ヤ

・

ス

テ

ー

ト

・

ビ

ル

と

は

時

川

じ

の

耐

杭

と

な

る

。

向

塔

の

高

さ

は

経

柿

的

に

質

問

的

K

今

少

し

高

い

方

が

い

L

と

い

ふ

友

れ

ば

尚

一

向

く

も

山

米

た

も

の

で

あ

っ

た

。

山

地

物

は

現

花

の

以

態

で

は

.

収

入

の

胤

を

考

慮

さ

れ

て

い

凡

方

問

の

結

裂

を

表

は

し

て

ゐ

る

。

今

迄

の

と

と

ろ

な

は

外

貌

を

よ

く

す

る

舟

め

と

の

1

訟

慨

を

壁

服

し

た

り

叉

接

飾

し

た

り

す

る

と

と

は

友

さ

れ

な

か

っ

た

。

だ

か

ら

叫

作

の

松

型

を

見

て

.

人

々

が

元

的

分

子

の

険

加

に

気

の

つ

く

の

は

中

川

然

の

と

、

円

で

あ

る
。

地

下

第

一

附

は

品

、

大

な

る

ア

ー

ケ

ー

ド

に

な

っ

て

ゐ

る

。

此

の

ア

ー

ケ

ー

ド

は

第

五

大

路

か

ら

R

i

u

k
椅

問

形

の

連

物

汲

川

県

内

山

地

物

を

通

っ

て

初

六

大

路

へ

抜

け

て

ゐ

る

。

そ

し

て

此

7

1

ケ

l

ド

の

阿

側

に

は

小

守

山

が

列

ん

で

ゐ

る

η

民

拐

の

雨

側

の

地

ド

第

一

階

も

、

そ

れ

以

下

の

地

ド

附

も

同

じ

ゃ

う

に

各

六

百

六

十

ム

け

の

向

動

車

を

入

れ

作

る

向

勤

ぃ

阜

市

が

辿

ら

れ

る

。

そ

の

ド

は

各

政

物

℃

取

扱

ふ

削

口

川

や

仰

物

ω

一

一

父

岐

し

の

十

、

去

に

友

っ

て

ゐ

る

。

と

の

受

波

虫

か

ら

は

歩

行

者

や

向

動

車

の

流

れ

を

少

し

も

邪

魔

せ

歩

に

ラ

ヂ

オ

・

シ

チ

l

の

内

部

か

ら

制

々

と

ト

ラ

ッ

ク

で

運

送

出

米

る

桟

に

な

っ

て

ゐ

る

口

計

重

の

現

批

隙

刊

さ

れ

た

椛

型

は

大

胆間

決

定

的

の

も

の

で

は

あ

る

が

決

し

て

最

終

の

も

の

で

は

友

い

と

い

は

れ

て

ゐ

る

。

貨

が

務

町

や

ス

ヂ

ユ

ヂ

寸

と

し

て

利

川

さ

れ

る

べ

十

五

階

の

建

物

は

百

五

十

五

吠

比

五

百

三

十

点

吠

の

庫

川

さ

で

あ

っ

て

工

費

は

千

千
九

円

高

仰

な

あ

る

-
u

第

六

大

路

と

第

五

十

-

向

の

角

の

建

物

は

三

卜

階

で

劇

場

と

事

務

所

宏

、

民

さ

二

百

吠

に

三

百

五

十

七

択

、

工

貨

は

七

百

高

弗

℃

あ

る

。

二

日

貯

の

劇

場

と

心

ハ

附

の

建

物

に

な

る

符

の

他

の

二

つ

の

建

物

は

桁

闘

形

に

た

る

引

に

な

っ

た

。

同

つ

の

建

物

の

総

工

費

は

二

千

パ

百

高

め

で

、

全

地

域

の

建

物

の

練

工

費

は

一

億

め

に

達

す

る

と

五

は

れ

て

ゐ

る

o

そ

の

地

減

の

取

片

付

は

出

ぐ

に

始

ま

る

。

米

年

の

米

ま

で

に

は

此

初

の

住

物

全

部

設

計

さ

れ

る

笹

で

あ

る

。

ー

(

完

)

|
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慣

値

の

型

化

に

閣

す

る

デ

ー

タ

l

の

賓

際

的

臆

用

於

け

る

損

失

防

止

法

都

市

の

刷

費

化

並

じ

そ

れ

が

建

物

じ

及

ぼ

す

影

響

ノv

♂

ア

ィ

永

い

時

期

比

就

い

て
‘

あ

る

土

地

の

飲

態

を

些

細

に

研

究

す

る

友

ら

ば

‘

そ

の

質

際

の

償

格

は

週

期

的

に

質

化

す

る

の

を

認

め

る

で

あ

ら

う

。

即

ち

第

一

期

に

於

い

て

は

土

地

債

格

は

漸

次

に

増

加

し

.

第

二

期

に

は

暫

〈

停

止

し
、

第

三

期

に

は

終

に

低

落

す

る

。

以

上

の

事

は

す

べ

て

の

土

地

に

就

い

て

油

刑

さ

れ

得

る

理

論

で

は

た

い

が

.

大

抵

の

所

で

は

充

分

に

認

め

得

ら

れ

る

の

み

友

ら

や

と

の

過

程

は

時

代

の

費

化

と

共

に

、

す

べ

て

の

所

に

段

k

感

じ

ら

れ

て

く

る

事

は

間

違

の

友

い

事

目貨

で

あ

る

。

太

抵

の

都

市

に

於

い

て

五

十

年

乃

至

百

年

前

に

は

嘗

時

中

心

地

で

あ

っ

た

場

所

が

現

在

で

は

比

較

的

大

し

た

慣

値

の

な

い

土

地

と

な

っ

て

ゐ

る

。

以

前

に

は

犬

抵

船

積

場

‘

y '  

グ

Uζ  

は

街

の

主

要

部

分

で

あ

っ

た

が

‘

現

今

で

は

徐

り

憤

値

の

無

い

土

地

と

友

っ

て

他

の

土

地

に

金

〈

座

倒

さ

れ

て

ゐ

る

例

で

あ

る

。

嘗

て

悶

合

と

し

て

街

の

端

に

あ

っ

た

地

が

、

街

の

護

逮

と

共

に

之

れ

が

段

・々

と

殻

達

し

て

今

で

は

そ

の

都

市

の

最

繁

華

地

と

な

っ

た

所

さ

へ

あ

る

。

あ

る

地

方

は

叉

絶

頂

を

既

に

す

ぎ

て

淡

落

へ

の

過

程

を

た

ど

っ

て

ゐ

る

所

も

あ

る

。

土

地

の

慣

値

墾

化

に

よ

る

建

物

の

諸

相

土

地

の

慎

値

が

質

化

す

る

に

従

っ

て

其

牧

釜

償

値

に

も

影

響

を

来

す

事

は

明

か

で

あ

る

。

賞

際

そ

れ

位

一

寸

の

牧

益

の

生

、
や

る

原

の

貰

本

的

債

値

の

錨

変

化

す

る

と

と

は

即

ち

土

地

の

債

格

に

襲

化

を

及

ぼ

す

原

因

で

あ

る

。

事

・賃

上

の

'
例

と

し

て

此

め

牧

益

は

都

市

が

稜

展

す

る

一

段

階

の

住

居

地

と

し

て

或

る

時

期

相

肱

で

二工

ア

r ヘ ノレ

7 建 .

;築 工

デ 家 ム

ノレ ・ .  

製ドヴ君子

例 1 ::. 済!

究 l 暴挙 ス

きノレ懸命 ト

タ

フ

ル

コ二

ヒ。

あ

っ

て

も

.

や

が

て

は

ア

パ

ー

ト

や

庖

舗

や

そ

の

他

の

建

築

物

が

建

築

さ

れ

る

に

至

る

の

で

る

る

。

後

々

の

都

市

の

倣

態

の

鑓

化

は

そ

の

建

築

物

の

峨

壊

を

招

致

し

、

そ

れ

に

代

っ

て

大

を

い

ア

パ

ー

ト

と

山

舗

や

事

務

所

が

建

設

さ

れ

る

つ

都

市

の

護

展

三

共

と

需

姿

及

び

牧

盆

に

山

内

更

に

襲

化

が

起

る

。

そ

し

て

終

に

そ

の

衰

退

の

結

果

以

前

よ

り

も

憤

値

の

な

い

屋

棋

裏

街

と

な

っ

て

終

ふ

の

で

あ

る

以

上

の

理

由

か

ら

し

て

建

築

物

は

時

代

の

要

求

に

従

っ

て

色

々

と

費

化

す

る

も

の

で

あ

る

か

ら

、

と

れ

等

の

僚

件

に

趨

合

し

得

る

様

に

、

次

へ

次

へ

と

建

築

す

る

必

嬰

が

あ

る

。

そ

し

て

新

た

に

建

築

せ

ら

れ

た

る

建

築

は

前

の

も

の

と

杢

〈

臭

っ

た

経

済

的

生

命

宏

有

し

て

ゐ

る
。

そ

し

て

投

費

に

劃

す

る

利

釜

を

生

じ

友

い

撲

に

な

れ

ば

之

は

叉

破

濃

さ

れ

て

他

の

も

の

が

代

っ

て

建

築

さ

れ

る

C

.  

-

フ

ン

(

建

築

工

ス

ペ

ー

ス

の

消

費

即

ち

使

用

に

就

き

建

物

に

は

色

k

枯

類

が

あ

る

が

、

そ

η
A

.

、l

A

れ

は

皆

利

用

す

る

べ

き

部

屋

や

場

所

を

作

る

の

が

目

的

で

あ

る

。

事

務

所

川

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

に

於

い

て

は

此

の

部

患

に

閥

す

る

問

題

は

種

々

精

薪

に

考

究

さ

れ

そ

の

使

用

量

の

費

化

を

形

成

す

る

諸

原

因

が

研

究

さ

れ

て

ゐ

る

。

各

都

市

で

の

人

口

地

加

の

記

鍬

は

本

易

に

手

に

入

れ

ら

れ

る

、

と

れ

は

と

の

種

の

研

究

K

快

く

ぺ

か

ら

ざ

る

も

の

で

あ

る

。

人

口

増

加

と

、

使

用

す

る

ス

ペ

ー

ス

の

総

量

と

の

聞

に

は

何

等

か

の

闘

係

が

友

け

れ

ば

・

な

ら

ぬ

ι

結

り

使

川

さ

れ

る

ス

ペ

ー

ス

と

需

要

と

互

に

釣

合

ひ

卒

均

す

る

も

の

だ

u

さ

う

で

た

け

れ

ば

宰

室

が

津

山

出

来

る

だ

ら

う

し

従

っ

て

損

失

も

抱

く

わ

け

で

あ

る

。

人

口

増

加
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の

み

友

ら

歩

、

ま

た

そ

の

購

買

力

を

忘

考

慮

す

る

の

必

要

が

あ

る

。

も

し

人

々

が

使

つ

で

も

よ

い

金

を

津

山

持

っ

て

ゐ

る

な

ら

ば

、

よ

り

大

き

い

ス

ペ

ー

ス

を

品

質

し

即

ち

大

き

友

事

務

所

を

使

刑

す

る

し

、

又

よ

り

費

様

K

設

備

す

る

だ

ら

う

。

然

し

使

用

す

べ

き

A

I

K

制

限

が

あ

る

場

合

に

は

.

よ

り

小

さ

き

ス

ペ

ー

ス

で

我

悔

し

且

少

K

の

不

便

を

も

必

ぶ

ぐ

と

れ

が

使

川

さ

れ

る

ス

ペ

ー

ス

の

盆

を

決

だ

す

る

要

件

で

あ

る

。

多

く

の

都

市

の

事

務

所

ス

ペ

ー

ス

の

品
販

の

記

銑

が

取

ら

れ

て

る

る

。

此

の

研

10 

の

Z

o

-

J

J

-

2

z

-

ト

凶

凶

L

M

g

4

コ

σ

の

6

7

6

5

4

3

2

 

9  

究

は

建

物

所

有

者

及

び

支

配

人

協

合

(
Z

丘町

O

ロ

弘

〉

印

m

o

n

目
先
日

0

ロ

O

「

回

ロ

ロ

l

ea
ロ

M

H

O

-〈

R

a

s

a

-昌

自

白

m

o

a

)

に

よ

り

作

成

さ

れ

た

も

の

で

.

信

川

す

べ

き

も

の

で

あ

る

U

此

の

報

告

を

研

究

す

れ

ば

、

事

務

所

を

借

り

て

ゐ

る

人

が

一

ヶ

年

聞

に

使

刑

す

る

ス

ペ

ー

ス

の

拾

を

計

算

す

る

事

が

出

米

る

し

叉

純

米

の

趨

勢

を

も

察

す

る

事

が

山

川

米

る
“

空

い

て

ゐ

る

室

と

塞

い

て

ゐ

る

室

第

一

闘

は

或

る

都

市

で

益

法

刑

事

務

所

の
H

一息

を

表

は

し

た

典

型

的

の

カ

ー

ブ

で

あ

る

。

と

れ

は

年

別

に

利

川

さ

れ

得

る

事

務

所

ス

ペ

ー

ス

の

総

量

と

宜

際

使

刑

さ

れ

た

量

と

を

凶

示

し

た

も

の

で

あ

る

。

此

凶

表

は

相

川

品

大

串

己

友

金

都

市

の

い

山

ポ

務

所

ピ

ル

に

就

い

て

の

も

の

で

あ

る

。

。

大都市ＭＹｬ河川ＧＡｬＩ ｬ ｊｈ 在来 の ｚ ＿ とｾとの宙表第 一関

或

る

一

つ

の

特

定

の

建

物

と

か

又

は

或

る

一

匹

剖

の

建

物

の

み

た

詳

し

く

研

究

す

る

に

は

種

々

の

デ

ー

タ

ー

を

集

め

て

之

れ

を

分

類

し

且

闘

表

κ
も

作

っ

て

種

々

の

僚

件

の

趨

勢

を

知

ら

ね

ば

な

ら

な

い

。

又

建

築

家

は

其

の

附

近

に

計

聾

さ

れ

て

ゐ

る

他

の

建

築

物

の

数

及

大

き

さ

等

に

つ

い

て

よ

く

知

ら

引

い

ば

友

ら

ぬ

。

そ

し

て

と

れ

等

の

総

て

の

他

の

建

物

と

、

目

的

の

建

物

の

需

要

柏

原

怨

と

の

閥

係

を

考

究

す

る

事

は

、

建

物

進

展

上

及

営

業

上

の

某

礎

判

断

と

し

て

も

重

要

及

本

ε
あ

る

。

安

の

空

去

の

傾

向

は

佑

念

の

と

と

で

あ

っ

て

、

そ

の

重

要

叫

し

過

ぎ

る

と

と

は

川

米

な

い

。

と

れ

は

父

貨

に

徐

り

念

速

な

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

訓

仰

す

る

卒

衡

陥

に

も

な

る

。

ぃ
山

す

務
ヘ

恨

の

要

求

が

多

い

と

と

は

他

の

総

て

賃

貸

出

場

に

於

け

る

巾

布

製

供

給

が

品

川

ん

に

な

る

は

川

し

と

な

る

も

の

で

あ

っ

て

、

我

々

の

都

合

軍

一

一袋

地

域

の

池

宮

友

る

夜

連

を

促

す

宅

要

長

と

な

る

。

投

資

家

及

銀

行

家

は

と

の

智

識

を

も

っ

て

か

L

れ

ば

.

祈

建

物

判

別

内

は

疑

な

く

成

羽

の

山

械

に

迷

す

る

で

あ

ら

う

。

過

剰

ス

ペ

ー

ス

の

影

響

あ

る

敷

地

が

他

の

政

地

よ

り

も

非

常

に

有

利

な

場

A

H

・

そ

と

に

新

し

い

建

物

が

建

て

ば

借

家

人

は

向

然

そ

の

・
5

へ

移

る

ー

と

の

借

家

人

は

既

に

安

定

し

て

ゐ

る

上

に

山

内

一

定

の

率

で

増

加

L

て

ゆ

く

・
か

ら

一

方

に

偏

し

て

集

り

他

は

金

〈

益

虚

に

た

っ

て

し

ま

ふ

。

斯

る

欣

態

は

決

し

て

正

常

・

な

る

も

の

と

は

い

へ

・な

い
。

即

・ち

他

の

方

で

は

費

家

債

絡

や

家

賃

が

段

k

と

低

下

す

る

か

ら

色

々

と

譲

歩

や

協

定

が

行

は

れ

メ

批

態

が

感

化

し

且

頗

る

敏

感

と

な

っ

て

往

え

に

低

首

を

枕

し

て

七

ま

ふ

慌

に

な

る

。

而

も

斯

る

事

情

の

も

と

に

・

共

土

地

を

僅

の

費

用

で

誕

り

受

け

た

人

は

大

し

た

損

失

も

友

く

、

叉

よ

り

以

上

に

家

賃

を

引

下

げ

る

。

そ

し

て

と

の

過

程

は

循

環

し

て

、

遅

か

れ

早

か

れ

と

の

事

件

を

起

し

た

張

本

人

の

所

へ

師

っ

て

く

れ

る

で

あ

ら

う

ビ

ル

デ

4

ン

ヴ

再

築

の

時

期

を

如

何

に

決

定

す

べ

き

か

故

陀

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

所

有

者

は

次

の

問

題

に

直

面

す

る

。

彼

は

時

期

が

一

川

び

よ

く

友

る

ま

で

幾

年

も

現

在

の

建

物

を

そ

の

ま

L

に

し

て

沿

く

べ

き

か

。

あ

る

改

良

さ

れ

な

い

土

地

を

‘

そ

の

ま

k

保

有

す

る

と

と

に

於

い

て

牛

一

歩

る

損

失

は

即

ち

空

室

に

す

る

と

と

に

よ

っ

て

明

く

損

失

民

、

加

ふ

る

に

と

の

時

の

土

地

問

格

が

騰

武

し

居

る

と

と

に

到

す

る

利

径

を

も

得

ら

れ

な

い

。

と

れ

は

紘
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特

に

も

叉

資

本

に

も

損

失

を

来

す

。

同

じ

様

な

危

険

友

他

の

方

面

に

使

は

れ

て

し

ま

ふ

金

を

守

る

と

と

に

も

な

る

。

と

と

に

於

い

て

殻

展

の

費

用

及

危

険

は

家

賃

の

趨

勢

と

共

に

考

慮

す

る

必

要

が

あ

る

。

低

廉

な

る

費

用

の

建

物

は

後

K

於

い

て

低

廉

な

る

家

賃

K

よ

り

相

殺

さ

れ

る

も

の

で

あ

り

、

且

恐

ら

く

逆

も

亦

民

で

る

ら

う

。

叉

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

の

位

置

キ

ー

は

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

需

要

の

鍵

と

も

云

ふ

べ

き

も

の

で

あ

る

か

ら

、

共

の

敷

地

を

充

分

精

脊

す

べ

き

だ

。

以

上

の

調

脊

で

問

題

は

簡

単

に

友

る

‘

即

特

妹

た

場

所

に

建

物

を

建

て

t

A

生

や

る

最

初

の

損

失

が

、

利

用

せ

や

K

土

地

を

放

棄

し

て

た

く

費

川

と

相

殺

す

る

か

或

は

高

く

付

く

か

を

研

筑

す

れ

ば

よ

い

。

土

地

を

使

用

せ

や

に

永

〈

放

置

し

て

公

く

費

用

と

・

直

ち

に

高

度

の

使

用

に

置

く

費

用

と

の

比

較

は

精

密

に

す

べ

き

で

あ

る

。

も

し

土

地

の

憤

値

が

、

あ

る

時

期

に

於

て

大

き

た

建

物

を

保

詩

じ

友

い

友

ら

ば

、

そ

れ

を

建

設

す

る

事

は

と

り

も

な

隠

さ

十

損

失

を

意

味

す

る

J

何

故

な

ら

ば

建

設

費

用

と

多

数

の

昼

室

は

投

資

金

に

迄

喰

込

む

で

あ

ら

う

か

ら

。

と

れ

は

叉

高

い

家

賃

を

得

る

目

的

で

他

の

傑

件

を

考

へ

や

に

無

聞

に

廉

い

土

地

に

一

流

の

建

物

を

建

て

る

場

合

陪

も

府

ら

か

に

説

明

さ

れ

る

事

柄

で

あ

る

。

よ

し

ん

ば

よ

い

建

物

で

も

.

土

地

の

倒

偵

の

{

女

い

所

は

即

ち

室

に

劃

す

る

要

求

が

少

な

い

の

だ

か

ら

、

{

合

室

が

非

常

に

多

く

な

っ

て

岡

る

だ

ら

う

。

共

上

、

よ

し

そ

の

土

地

が

そ

の

建

物

K

相

際

す

る

ま

で

値

が

騰

っ

て

来

て

も

.

北

ハ

時

は

最

早

建

物

は

殻

分

隙

憾

と

な

っ

て

し

ま

ひ

、

他

に

競

争

者

と

し

て

油

市

な

新

建

築

が

現

は

れ

て

く

る

だ

ら

う

。

と

れ

は

建

物

の

過

剰

の

危

険

の

一

例

で

あ

っ

て

、

よ

く

と

ん

友

場

介

が

あ

る

か

ら

伺

意

す

べ

き

で

あ

る

。

敷

地

を

最

も

有

効

に

利

用

す

る

に

必

要

な

る

デ

ー

タ

l

(

一

)

土

地

の

債

格

附

近

の

土

地

の

官

民

、

税

制

等

は

そ

の

土

地

の

債

格

を

判

定

す

る

指

針

で

あ

る
。

表

通

り

に

商

す

る

土

地

の

慣

絡

や

商

積

率

の

比

較

を

な

し

、

叉

共

他

特

別

の

像

件

や

‘

使

不

便

等

や

制

町

酌

を

も

考

慮

に

入

れ

-

な

け

れ

ば

た

ら

ぬ

。

而

し

友

が

ら

此

の

敷

地

に

建

設

さ

れ

る

建

物

が

と

れ

だ

け

の

債

格

を

保

設

す

る

だ

け

の

利

殖

を

も

た

ら

ず

に

あ

ら

ざ

れ

ば

‘

決

し

て

そ

の

評

債

は

民

・賓

と

は

云

ひ

得

な

い

。

(

ニ

)

土

地

の

慣

格

の

趨

勢

あ

る

特

定

の

土

地

に

闘

し

て

は

布

に

述

べ

た

債

格

の

趨

勢

は

い

む

買

の

詩

文

や

記

録

に

よ

っ

て

符

ら

れ

叉

附

近

の

土

地

の

そ

れ

と

も

比

較

さ

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

d

(

三

)

大

き

さ

と

荷

路

よ

り

の

関

係

と

れ

は

建

物

に

闘

係

す

る

所

が

大

き

い

。

角

地

と

内

側

の

地

と

は

建

物

の

計

需

に

劃

し

て

趨

肱

竹

に

相

症

が

あ

る

。

叉

土

地

の

形

欣

に

於

て

も

同

様

で

る

る

(

回

)

都

市

設

建

の

一

般

的

影

響

建

物

の

大

さ

及

同

的

に

於

て

地

域

法

令

を

出

し

て

ゐ

る

都

市

で

は

勿

論

と

れ

は

研

究

題

目

の

一

で

あ

る

。

使

川

制

限

は

建

物

が

使

川

目

的

の

鑓

.
山
火
を

.

油

首

・な

粍

演

的

瑳

展

以

上

K

行

は

れ

る

事

を

阻

止

す

る

も

の

で

あ

る

。

高

さ

及

大

さ

の

制

限

も

亦

非

常

に

市

一

要

で

あ

る

。

純

育

で

は

現

法

に

よ

る

と

、

地

域

を

一

山
知

席

、

二

俄

匝

、

二

伏

牛

匿

と

い

ふ

様

に

問

分

し

て

ゐ

る

。

之

れ

は

建

物

の

高

さ

が

道

路

巾

に

等

し

く

と

か

、

二

・
M

M

と

か

、

二

供

出

T

と

か

ま

で

垂

直

に

延

び

得

ら

る

L

事

を

意

味

し

て

ゐ

る

o

シ

カ

ゴ

で

は

或

る

道

路

K

沿

ふ

建

物

の

み

或

る

一

定

の

高

さ

に

定

め

ら

れ

で

あ

る

。

フ

イ

ラ

デ

ル

フ

イ

ヤ

で

は

パ

1

ク

・

ク

ヱ

l

k

泊

ふ

部

分

の

外

何

等

の

制

限

も

な

い

。

運

輸

閥

係

の

蝿

変

化

は

交

通

の

費

化

に

影

簿

を

及

ぼ

す

か

ら

注

意

す

ぺ

き

だ

Q

(

五

)
望

ま

し

い

借

家

人

の

型

と

れ

は

建

物

の

枕

世

及

と

の

佐

世

を

目

的

泊

り

に

利

則

す

る

と

と

に

関

係

し

て

ゐ

る

。

経

情

的

K

不

他

・

貨

危

借

手

を

希

墜

す

る

な

ど

は

頗

る

馬

鹿

気

た

話

で

あ

る

。

部

々

の

要

素

を

考

慮

す

る

と

‘

撰

揮

の

範

園

が

思

っ

た

よ

り

も

制

限

さ

れ

て

ゐ

る

の

に

気

が

付

く

ο

事

務

所

、

車

郎

、

北

川

他

と

い

ふ

風

な

純

同

の

中

に

又

決

定

さ

れ

る

べ

き

質

の

範

囲

が

あ

る

。

事

務

所

、

車

庫

で

も

第

-

流

と

か

第

三

流

と

か

川
県
(

っ

た

町

内

類

の

建

物

は

臭

っ

た

仙

手

が

這

入

る

・

し

か

し

と

れ

は

勿

諭

敷

地

の

訓

究

に

匂

合

さ

る

べ

き

も

の

で

あ

る

。

(

六

)
建

築

工

費

同

じ

僚

件

で

同

等

の

建

物

の

立

方

吠

首

り

の

費

削

を

比

較

す

れ

ば

‘

此

の

方

面

の

護

展

の

費

用

の

概

略

を

知

る

と

と

が

州

来

る

o

と

の

種

の

比

較

を

な

す

に

常

っ

て

注

意

す

べ

き

は

.

た

と

へ

ば

間

仕

切

、

借

家

人

の

都

合

で

の

棋

様

替

等

同

じ

項

目

に

入

れ

で

あ

っ

て

も

内

貧

大

慶

事

情

を

異

に

す

る

も

の

が

あ

る

と

と

で

あ

る

c

不

況

時

代

に

は

叉

.

同

じ

仕

事

で

も

競

争

の

矯

め

に

廉

く

出

来

る

と

と

も

あ

る

。

構

造

の

種

類

か

ら

く

る

経

済

も

又

考

久

ね

ば

な

ら

ぬ

q

と

れ

と

同

時

に

建

物

建

設

の

時

期

も
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考

べ

に

入

れ

る

必

要

が

あ

る

。

一

年

の

聞

で

も

時

期

に

よ

っ

て

運

賃

人

件

費

が

異

ふ

か

ら

。

(

七

)

抵

曽

市

場

の

様

態

枕

置

の

殻

展

の

他

の

大

原

因

は

低

首

や

株

式

市

場

で

る

る

。

投

資

は

他

の

も

の

と

同

じ

様

に

時

の

風

潮

に

従

ふ

も

の

で

あ

る

。

投

資

は

不

動

産

に

劃

し

て

た

さ

れ

る

時

そ

れ

が

他

の

形

の

も

の

に

艶

へ

ら

れ

る

も

の

で

る

る

。

が

抵

営

費

文

か

ら

金

を

得

る

と

と

が

困

難

な

時

も

あ

り

叉

思

っ

た

よ

り

多

額

を

得

ら

れ

る

正

も

あ

る

d

と

ん

な

傑

件

が

利

子

と

か

割

引

率

に

影

稗

し
、

従

っ

て

建

物

計

誌

に

も

関

係

し

て

く

る

リ

〈

八

)

貸

室

の

需

要

と

供

給

此

れ

に

は

、

と

の

方

聞

に

わ

る

貸

主

の

以

態

を

充

分

に

知

ら

な

け

れ

ば

な

ら

ね

0

1

|

此

近

ご

の

代

建

設

さ

れ

た

か

‘

そ

れ

等

は

来

し

て

成

功

し

て

ゐ

る

か

、

父

先

き

か

ら

あ

る

も

の

L

欣

態

は

'

如

何

で

あ

る

か

等

に

就

い

て

附

く

智

識

を

得

て

お

か

ね

ば

な

ら

ぬ

υ

安

き

と

塞

ぎ

と

の

拡

態

と

か

平

均

賃

金

と

か

は

特

に

重

要

な

と

と

で

あ

る
。

(

丸

)

賃

貸

率

此

の

ネ

は

現

在

他

の

建

物

で

得

ら

る

べ

き

袴

と

作

立

し

て

比

較

さ

る

べ

き

で

あ

る

。

建

物

計

課

一

は

は

取

少

の

立

方

容

積

の

構

造

の

も

の

で

最

少

の

工

費

で

、

而

も

最

大

の

賃

貸

料

を

得

ら

れ

る

健

決

定

す

ぺ

き

も

の

で

あ

る

の

は

論

を

侠

た

た

(一

O

)
経

常

費

経

常

設

は

多

く

の

場

合

杭

々

の

部

門

の

賃

金

の

程

度

に

よ

る

も

の

で

例

へ

ば

掃

除

入

、

門

帯

、

洗

濯

'K

共

他

の

人

々

の

雑

技

で

あ

る

。

と

れ

の

賃

金

程

度

の

相

遣

に

よ

り

各

都

市

で

少

し

宛

呉

た

っ

て

肘

る

、

と

れ

は

そ

の

土

地

の

生

所

費

に

も

相

闘

聯

す

る

と

と

で

る

る

。

経

常

費

の

内

谷

消

件

は

借

り

軍

要

な

要

素

は

・な

い

が

時

k

鑓

更

す

る

も

の

で

あ

る

。

各

杭

の

借

手

K

劃

す

る

サ

ー

ビ

ス

の

総

量

は

重

大

問

題

で

あ

る

。

高

級

の

借

手

は

高

級

の

サ

ー

ビ

ス

に

馴

れ

て

ゐ

て

且

そ

れ

に

充

分

仕

掛

っ

て

呉

れ

る

。

借

手

の

科

度

が

下

る

税

サ

ー

ビ

ス

の

設

を

減

ら

し

て

も

よ

い

。

(

一

-

一

)
税

金

あ

る

特

定

の

場

所

の

税

金

の

趨

勢

は

そ

の

所

の

柑

鍬

を

見

れ

ば

判

る

ー

と

れ

は

土

地

の

債

格

K

関

係

し

且

そ

れ

と

関

聯

し

て

鐙

は

る

。

し

か

し

市

役

所

の

王

規

の

税

金

に

加

へ

て

、

拙

い

改

良

、

不

油

常

友

琵

展

繍

張

等

の

無

法

た

事

を

し

て

そ

の

支

抑

を

集

め

る

と

と

に

も

影

山

閉

山

さ

れ

る

。

州

の

牧

入

税

も

叉

研

究

し

て

た

か

ね

ば

な

ら

ぬ

。

二

三

)

建

物

の

大

さ

の

計

算

斯

し

て

決

定

さ

れ

た

る

卒

均

と

傾

向

と

を

恭

と

す

れ

ば

所

有

者

に

最

犬

の

利

殖

を

生

じ

得

べ

き

過

賞

な

大

さ

を

算

定

し

得

る

。

建

物

は

相

首

長

年

限

使

用

さ

れ

、

叉

少

々

用

途

襲

更

に

劃

し

て

の

柔

軟

性

を

持

た

す

必

要

が

あ

る
。

所

有

者

の

経

梢

欣

態

に

よ

っ

て

、

大

規

模

に

建

物

を

建

て

粂

ね

る

時

に

は

年

ろ

と

れ

を

賀

っ

て

し

ま

ふ

方

が

善

い

場

合

が

あ

る

。

時

計

へ

そ

れ

を

小

規

校

に

経

営

し

て

見

て

も

、

充

分

注

利

測

を

得

る

と

と

が

位

k

k

し

て

難

し

く

、

時

に

は

土

地

民

投

資

し

た

賞

金

さ

へ

同

牧

出

来

・な

い

と

と

す

ら

あ

る

。

市

街

住

宅

地

所

有

者

の

責

任

市

街

住

宅

地

所

有

者

の

大

多

数

は

、

そ

の

利

川

を

山

中

ろ

片

手

間

の

と

と

に

し

て

ゐ

る

、

ま

L

偶

然

に

他

の

事

業

K

一

致

す

る

仰

の

と

と

で

あ

る

。

だ

か

ら

土

地

利

川

の

方

法

に

正

確

な

智

識

も

有

し

た

い

し

.

叉

建

物

か

ら

上

る

利

徒

に

つ

い

て

も

、

敷

地

が

不

適

官

の

篤

め

に

沿

と

る

民

失

に

つ

い

て

も

正

し

い

判

定

を

下

す

と

と

が

出

来

な

い

。

彼

等

の

闘

心

は

附

北

ハ

の

場

所

で

行

は

れ

て

ゐ

る

企

業

や

事

業

の

み

に

注

が

れ

‘

従

っ

て

土

地

利

用

に

つ

い

て

の

費

用

に

閥

す

る

智

識

が

訣

如

し

て

ゐ

る

。

町

の

中

央

w
h

b

る

医

割

注

締

っ

て

ね

る

人

ほ

恐

ら

く

現

在

の

債

格

が

生

や

る

や

っ

と

以

前

か

ら

と

れ

を

持

っ

て

ゐ

だ

人

で

あ

ら

う

が

、

税

金

と

利

子

と

を

合

は

し

た

も

の

は

、

と

の

土

地

の

将

来

の

値

よ

り

大

抵

謡

か

に

多

い

も

の

だ

。

牧

入

と

償

値

騰

貴

と

を

得

る

も

の

は

只

土

地

の

趨

首

友

利

用

に

よ

る

の

み

で

あ

る

そ

し

て

と

の

改

良

は

と

の

料

情

上

の

位

世

の

伯

格

に

精

較

に

比

例

す

べ

き

だ

。

米

張

反

の

土

地

や

一

小

越

首

友

土

地

を

所

有

す

る

と

と

は

次

の

如

き

危

険

を

仲

ふ
。

即

ち

あ

る

土

地

が

趨

首

に

費

展

さ

せ

ゃ

に

ゐ

か

れ

る

と

そ

の

代

り

に

他

の

土

地

が

漸

次

護

展

し

、

共

方

へ

借

手

を

奪

ひ

収

ら

れ

て

し

ま

ふ

結

果

に

な

ゐ

。

土

地

表

徴

の

最

大

原

川

は

建

物

が

鹿

れ

た

場

介

、

油

首

な

時

期

に

再

築

さ

れ

友

い

に

よ

る

。

他

の

土

地

に

新

ら

し

い

建

物

が

出

来

る

と

人

は

其

の

方

面

に

吸

牧

さ

れ

、

共

産

が

中

心

地

と

な

り

、

以

前

の

土

地

は

衰

微

す

る

。

斯

く

土

地

の

中

心

が

蟹

れ

ば

.

前

の

土

地

の

償

値

は

著

し

く

低

下

し

、

建

物

や

通

運

の

護

遼

は

止

ま

っ

て

し

ま

う

。

市

街

佐

宅

地

の

池

宮

な

る

利

用

‘

不

通

賞

な

る

稜

展

を
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た

す

矯

め

の

経

桝

的

消

費

の

防

止

、

並

に

意

匠

、

計

官

官

.

が

不

適

切

な

り

し

た

め

の

早

期

の

京

徴

の

防

止

等

は

所

有

者

が

自

身

の

責

任

と

し

て

常

に

修

練

、

想

像

、

-

目

で

智

識

七

包

養

は

ね

ば

な

ら

ぬ

、

賓

際

の

解

決

に

は

経

桝

、

整

術

、

技

術

等

の

相

閥

聯

と

考

慮

と

が

必

要

で

あ

る

。

吾

K

の

大

都

舎

の

未

来

は

バ

ベ

ル

判

戸些

白

業

費

ら 物 人 の

の の k ;搭

原 漸 の の

悶 匙 経 配

を 的 情 景

考 殻・il 犬 の

lE 達・態 中

せ の 及 iと

ざ 中 需 存

る に 要 在

都 あ に せ

干! ーi り 基 歩

計・ 0 十 し

ｾＺと く て

は れ 建

の

記

録

る

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

管

業

費

の

増

減

が

正

確

に

判

る

統

計

圃

表

の

利

用

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

の

管

業

及

経

営

に

於

て
『

岡

表

化

せ

る

記

録

』

を

使

用

す

る

と

と

の

利

盆

及

び

効

果

に

つ

い

て

述

べ

る

と

と

は

筆

者

の

目

的

で

は

友

い

。

統

計

岡

表

の

慣

値

は

あ

ら

ゆ

る

大

工

業

に

於

て

既

に

充

分

立

滞

せ

ら

れ

て

居

り

、

文

質

業

各

方

面

に

於

て

も

不

断

に

利

用

せ

ら

れ

て

居

る

と

と

ろ

で

あ

る

。

従

っ

て

現

今

の

欣

態

で

は

、

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

の

経

管

事

業

に

於

て

も

、

牧

入

支

出

の

分

析

に

と

の

新

ら

し

く

而

も

確

質

た

方

法

を

利

用

し

‘

そ

れ

K

よ

っ

て

投

下

資

本

κ
謝

す

る

最

大

の

牧

益

を

あ

げ

る

様

に

努

む

ぺ

き

と

と

は

今

一史

巾

す

迄

も

な

い

と

と

で

あ

る

。

事

賞

や

数

壊

を

闘

表

化

す

る

と

と

の

利

採

は

闘

表

が

賓

際

の

有

機

を

其

僅

表

質

現

不

可

能

の

野

と

な

っ

て

終

ふ

で

あ

ム

Y

R

ノ
。

1

1

1

(

b
冗

)

|

|

|

ジ

カ

プ

市

ピ

ッ

ツ

ァ

イ

戸

ド

・

ピ

b

F

J

ア

イ

ン

グ

副

支

配

人

ジ

ン

・

ダ

ブ

ル

'

示

す

る

さ

い

ふ

矧

に

あ

る

。

と

の

目

的

民

添

ふ

が

た

め

、

岡

表

を

作

る

際

に

は

表

示

せ

ん

と

す

る

事

項

の

選

揮

と

い

ふ

と

と

が

最

も

大

切

で

あ

る

。

叉

基

準

の

決

定

及

び

最

も

よ

く

・

質

相

を

表

は

す

闘

表

の

種

類

を

決

定

す

る

と

と

も

必

要

で

あ

る

。

故

に

ど

ん

友

場

合

で

も

、

記

鍛

の

T
K

雌

と

資

料

の

曲

一

奈

川

問

と

い

ふ

と

と

は

岡

表

作

成

に

際

し

絶

割

に

必

要

の

僚

件

で

あ

る

。

統

計

闘

表

は

時

聞

に

し

て

物

の

二

、

三

分

も

あ

れ

ば

書

け

る

も

の

で

あ

る

と

い

ふ

と

と

は

誰

し

も

考

へ

叉

口

に

す

る

と

と

ろ

で

あ

る

が

、

資

際

は

全

く

反

劃

で

正

確

た

闘

表

を

作

る

た

め

に

は

、

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

の

支

配

人

は

不

断

の

努

力

を

要

し

・

且

事

務

員

が

協

力

し

て

正

確

ヨ

な

記

録

を

準

備

し

て

ゐ

る

場

合

に

於

て

の

み

可

能

な

と

と

で

あ

る

。

本

稿

は

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

経

営

に

於

け

る

先

づ

営

業

費

の

闘

表

化

に

つ

い

て

述

べ

て

み

る

と

と

に

し

ゃ

う

。

，

次

頁

に

掲

げ

た

闘

表

及

び

統

計

表

は

ピ

ッ

ツ

フ

ィ

ー

ル

ド

・

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

に

於

て

営

業

費

分

析

に

用

ひ

た

・

質

際

の

記

銘

の

一

部

分

を

使

用

し

た

も

の

で

あ

る

。

闘

表

A

は

質

際

の

貸

付

面

積

及

び

貸

室

用

組

面

積

K

っ

き

夫

々

の

一
一

牛

方

吠

首

り

一

ヶ

月

分

の

費

用

を

闘

示

し

た

も

の

で

あ

る

u

特

に

注

意

す

べ

き

は

、

一

九

三

O

年

中

の

八

ヶ

月

K

於

て

は

、

紙

面

積

一

平

方

吹

首

り

の

費

用

が

前

年

に

比

ぺ

て

増

加

し

て

ゐ

る

と

と

で

る

る

。

そ

れ

と

同

時

に

貨

付

面

積

に

つ

い

て

み

ごL

ー

・

ポ

1

リ

l

る

と

一

九

三

O

年

は

何

れ

の

月

も

前

年

に

比

ぺ

て

一

平

方

吠

首

り

の

費

用

が

?

っ

と

減

っ

て

居

る

の

が

目

に

立

つ

け

A

闘

上

の

一

平

方

択

首

り

費

用

の

範

囲

及

び

B

岡

に

於

け

る

総

費

用

の

金

額

は

過

去

の

食

際

の

費

用

に

恭

い

て

岡

表

に

せ

ね

ば

な

ら

友

い

。

総

面

積

は

ど

の

月

も

不

鐙

で

左

け

れ

ば

友

ら

ぬ

。

叉

貸

付

商

積

は

共

月

現

在

の

総

貸

付

面

積

だ

け

を

含

み

、

共

後

に

契

約

さ

れ

た

坪

教

を

含

め

で

は

な

ら

な

い
。

同

表

B

は

総

費

用

を

ド

ル

で

示

し

て

居

る

J

一

年

の

終

り

に

一

ヶ

月

の

平

均

費

用

を

計

算

し

て

と

れ

を

横

線

で

示

し

て

ゐ

る

。

B

闘

に

よ

る

と

一

九

二

九

年

度

に

於

け

る

一

ヶ

月

の

卒

均

費

用

は

二
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高

二

千

七

百

ド

ル

で

あ

っ

た

が

‘

一

九

三

O

年

に

は

と

れ

が

こ

寓

二

千

五

百

ド

ル

卒

均

に

下

っ

て

居

る

。

市

も

一

九

三

O

年

の

貸

付

商

積

は

一

年

金

帽

を

泊

じ

て

前

年

ょ

の

も

一

割

二

分

方

殖

え

て

ゐ

た

と

と

も

考

慮

に

入

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

例

を

以

て

云

へ

ば

若

し

A

闘

に

る

る

貸

付

面

積

一

平

方

吠

首

り

一

ヶ

月

分

の

費

刷

の

減

少

を

と

っ

て

、

と

れ

を

B

困

の

凶

怖

に

ド

ル

に

検

算

す

れ

ば

、

そ

の

結

果

は

一

九

三

O

年

の

聞

に

三

高

六

千

ド

ル

以

上

も

減

っ

た

と

と

に

な

る

。

然

し

・

質

際

は

B

闘

の

一

不

す

様

に

約

二

千

五

百

ド

ル

丈

け

減

っ

た

に

過

ぎ

友

い

。

以

上

K

等

逃

し

た

数

字

の

闘

係

は

世

間

が

不

況

の

時

代

に

は

一

唐

大

切

に

・

な

っ

て

来

る

。

そ

れ

は

不

況

時

に

あ

っ

て

は

総

商

積

が

減

り

と

そ

す

れ

増

加

は

し

た

い

も

の

だ

か

ら

で

あ

る

。

第

一

表

及

び

第

二

表

は

A

闘

及

び

B

闘

の

早

見

表

で

あ

る

。

若

し

或

特

別

の

月

の

榊

加

又

は

減

少

を

分

析

し

よ

う

と

思

ふ

方

に

は

第

一

表

及

び

第

二

表

は

直

ぐ

聞

に

る

っ

て

、

何

底

で

勘

定

の

相

遣

が

出

来

た

か

ピ

直

ち

に

見

出

さ

れ

る

。

例

へ

ば

一

九

三

O

年

十

二

月

の

費

用

を

分

析

す

る

に

.

A

闘

で

は

線

問

積

の

一

平

方

吠

首

り

一

ヶ

月

の

費

削

が

0

・

0

八

七

一

か

ら

0

・

0

九

九

一

に

哨

加

し

て

ゐ

る

。

然

し

そ

の

総

面

積

は

蟹

り

が

な

い

か

ら

、

B

凶

で

は

総

費

用

は

二

関

一

千

六

百

九

十

六

ド

ル

か

ら

二

高

阿

千

六

百

六

十

二

ド

ル

に

増

加

し

て

ゐ

る

の

が

明

か

に

友

る

。

A

凶

は

叉

貸

付

商

積

か

ら

み

た

一

平

方

吹

昔

り

の

費

用

が

0

・
一

O

一

一

か

ら

0

・

一

一

五

O

K

増

加

し

た

と

と

を

示

し

て

ゐ

る

。

一

九

三

O

年

十

二

月

の

費

用

は

十

一

月

に

比

べ

て

大

分

増

加

し

て

ゐ

る

が

.

一

九

二

九

年

の

十

二

月

に

比

べ

る

と

一

平

方

吠

首

り

0

・

0

一
一

五

だ

け

減

っ

て

ゐ

る

と

と

が

判

る

。

今

日

取

り

に

貸

付

面

積

が

二

十

四

高

平

方

吠

あ

る

と

す

れ

ば

.

全

鯉

で

二

千

七

百

六

十

ド

ル

減

っ

た

と

と

に

な

る

。

十

二

月

に

於

け

る

地

加

を

分

析

す

る

た

め

に

統

計

表

一

を

見

ゃ

う

。

そ

う

す

る

と

十

二

月

は

ヱ

レ

ベ

1

タ

1

、

暖

房

通

風

設

備

.

共

他

雑

貨

が

増

加

し

て

ゐ

る

と

と

が

判

る

。

十

二

月

に

は

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

迩

時

の

費

用

が

常

ん

だ

と

と

を

知

り

更

に

我

々

は

と

の

部

門

の

費

刷

を

別

の

各

種

岡

表

に

つ

い

て

分

析

し

て

み

る

ε
に

す

る

。

即

ち

闘

表

D

K

よ

れ

ば

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

の

費

削

が

五

千

九

百

七

十

三

ド

ル

に

殖

え

た

と

と

が

判

る

。

叉

と

の

凶

表

に

は

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

の

技

手

や

逗

特

手

に

抑

ふ

賃

銀

額

を

一

不

す

横

綿

が

引

い

て

あ

る

。

と

の

憤

線

は

お

の

如

く

何

か

一

つ

の

事

頃

を

見

る

た

め

に

は

便

利

で

あ

る
。

統

計

表

三

は

と

の

事

情

を

一

目

瞭

然

た

ら

し

め

る

.

'

十
れ

K

辿

ぺ

た

費

用

の

増

加

は

十

二

月

中

に

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

係

三

名

の

給

料

を

飴

計

に

掛

っ

た

か

ら

で

あ

る

。

闘

表

C

及

び

附

表

D

K

於

て

七

月

と

八

月

と

大

慶

設

問

が

遣

っ

て

ゐ

る

の

は

同

様

の

理

由

に

基

く

も

の

で

あ

る

J

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

設

備

の

費

m

k
闘

す

る

以

上

の

諸

凶

表

は

.

毎

月

費

用

の

増

減

す

る

有

様

を

一
不

し

、

凶

表

化

せ

る

記

銘

が

経

営

責

任

者

を

指

導

す

る

の

に

如

何

に

必

要

で

あ

り

有

別

で

あ

る

か

を

一

不

す

油

例

で

あ

る

。

闘

表

E

及

び

闘

表

F

は

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

の

掃

除

費

用

を

節

約

し

且

つ

卒

均

せ

し

め

ん

と

す

る

努

力

の

結

川

市

を

明

瞭

に

物

語

っ

て

ゐ

る

。

と

L

K

も

総

面

積

の

費

用

か

ら

見

党

各

川

の

州

都

世

川

は

一

九

二

九

年

よ

り

も

一

九

三

O

年

の

方

が

高

い

と

と

が

判

る

‘

然

し

一

九

三

O

年

の

各

川

氏

於

て

は

貸

付

剛

山

聞

の

一

卒

方

吹

官

り

費

川

は

却

っ

て

節

約

さ

れ

て

居

る

と

と

に

注

意

さ

れ

た

い

。

営

業

費

の

充

分

な

節

約

は

完

全

友

る

研

究

に

よ

っ

て

の

み

可

能

で

あ

る

。

故

に

督

業

の

各

部

門

に

つ

い

て

夫

々

別

々

に

完

全

友

る

闘

表

及

び

統

計

表

を

備

へ

る

必

要

が

あ

る

。

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

の

各

種

の

部

門

即

ち

柿

除

、

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

、

暖

房

通

風

、

鉛

管

工

事

、

電

気

設

備

、

其

他

一

般

の

費

用

は

紙

管

業

費

の

場

合

と

同

じ

く

夫

々

別

々

に

完

全

分

析

す

る

と

と

が

出

来

る

諜

で

あ

る

。

以

上

の

営

業

費

κ
含

ま

れ

な

い

模

様

替

の

費

用

、

造

作

費

、

修

繕

費

等

も

同

様

に

一

つ

一

つ

凶

表

化

す

る

と

と

が

山

来

る

。
と

L

K

縮

腐

し

て

掲

げ

た

闘

表

や

統

計

表

の

本

物

は

棋

準

グ

ラ

フ

別

紙

に

商

い

て

一

年

毎

に

色

々

の

色

イ

ン

ク

や

ク

レ

ヨ

ン

等

で

し

る

し

を

つ

け

る

も

の

で

あ

る

。

1

1

1

(
宇
山

)

|

|

l
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ピ

ノv

ン

グ

管

理

人

用

諸

国

表

ア

貸

事

務

所

ヒ

ル

デ

イ

シ

グ

に

閲

す

る

諸

種

の

闘

表

乞

制

介

し

ゃ

う

。

と

の

内

或

る

者

は

椛

密

K

云

へ

ば

闘

表

と

は

云

へ

泣

い

か

も

知

れ

な

い

口

間

早

K

J

7

1

タ

ー

を

巧

妙

に

配

列

し

た

に

過

ぎ

ぬ

も

の

も

あ

る

。

る

る

も

の

は

非

常

K

複

雑

し

且

天

才

的

の

も

の

も

あ

る

。

し

か

し

い

づ

れ

も

、

全

部

事

震

を

表

示

す

る

に

は

刷

表

に

よ

る

の

が

最

も

効

川

市

的

友

る

市

中

を

如

貨

に

示

し

て

ゐ

る

。

と

L

K

掲

げ

て

あ

る

多

く

の

幽

表

は

貸

事

務

所

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

を

管

理

す

る

人

民

直

接

必

要

注

も

の

を

選

ん

だ

。

質

例

と

し

て

記

載

さ

れ

て

ゐ

る

も

の

が

.

読

者

に

よ

り

以

上

の

妙

案

を

暗

示

し

叉

新

し

い

型

を

工

夫

さ

れ

る

一

助

と

も

な

れ

ば

誠

に

菩

ば

し

い

次

第

で

あ

る

。

園

表

は

牧

入

、

費

用

を

表

示

す

る

に

大

暦

便

利

な

も

の

で

あ

る

。

勿

論

他

の

凡

る

事

宜

を

記

録

す

る

に

も

別

ひ

ら

れ

る

つ

第

一

ノ

A

闘

及

第

一

ノ

B

凶

に

示

し

た

型

の

岡

山

衣

は

種

々

友

蓮

肘

K

用

ひ

ら

れ

る

。

此

の

質

例

は

新

建

物

に

於

け

る

室

の

賃

貸

の

進

行

以

態

を

記

銘

し

た

も

の

で

あ

る

。

第

一

ノ

A

刷

は

新

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

の

賃

貸

欣

態

の

進

展

を

一
示

す

。

各

階

の

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

は

岡

茨

の

中

に

総

て

或るア パ ート メy ト・ ピルヂイプグの賃貸 進展函 表
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書

か

れ

で

あ

る

}

そ

し

一

各

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

の

値

段

が

そ

と

に

記

載

さ

れ

て

あ

る

。

で

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

が

貸

さ

れ

た

時

に

は

闘

表

の

そ

の

部

分

に

黒

イ

ン

キ

荻

塗

る

か

、

又

は

色

の

つ

い

た

ピ

ン

を

刺

す

か

す

る

。

此

の

園

表

は

管

理

人

が

常

に

・

任

意

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

、

賃

貸

進

展

欣

態

を

明

瞭

に

知

ら

し

め

る

の

又

借

室

希

印

王

者

が

来

た

際

K

も

最

初

に

其

幽

表

を

照

合

す

れ

ば

一

目

で

‘

ぎ

の

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

が

明

い

て

ゐ

る

か

直

に

わ

か

る

口

そ

し

て

と

れ

は

単

に

参

考

位

の

役

目

で

は

友

く

ど

う

し

よ

う

か

と

時

踏

し

て

ゐ

る

客

に

と

の

闘

表

を

見

せ

.

皆

に

好

か

れ

て

ゐ

る

部

屋

が

ど

し

/

¥

と

契

約

さ

れ

て

ゆ

く

と

と

を

切

貨

に

感

ぜ

し

め

る

に

も

役

立

つ
。

此

の

岡

表

の

厳

も

大

友

る

償

値

は

賃

貸

仲

介

者

自

身

に

も

完

全

な

る

質

感

b

L

興

へ

る

事

だ

。

或

る

列

は

他

の

列

よ

り

早

〈

貸

摘

に

な

る

。

第

一

ノ

A

闘

の

A

B

を

御

開

た

さ

い

。

A

B

列

は

他

の

列

よ

り

早

く

賃

貸

さ

れ

て

ゐ

る

。

そ

し

て

仲

介

者

は

と

れ

を

み

て

自

分

の

賃

貸

の

帳

面

を

今

一

度

見

友

ほ

す

で

あ

ら

う

。

そ

し

て

恐

ら

く

と

れ

等

の

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

全

部

賃

貸

さ

れ

た

い

内

に

料

金

を

上

げ

入

だ

ら

う

。

同

様

に

他

の

列

は

非

常

に

賃

貸

の

容

が

惑

い

か

ら

仲

介

者

は

と

れ

を

見

て

賃

貸

季

節

の

過

ぎ

て

し

ま

は

な

い

聞

に

料

金

堂

下

げ

て

調

節

を

計

る

と

と

も

出

米

る

だ

ら

う

。

第

一

ノ

B

幽

は

翠

月

か

ら

符

貸

を

始

め

る

シ

カ

ゴ

の

ラ

・

サ

ル

・

ス

ト

リ

ー

ト

・

ピ

ル

に

就

い

て

賃

貸

率

を

詑

鋒

す

る

た

め

、

シ

ヱ

リ

ダ

ン

合

枇

が

作

っ

た

刷

表

で

あ

る

此

の

岡

表

の

形

は

建

物

自

身

の

外

型

を

形

取

っ

た

も

の

だ

。

水

平

線

は

各

階

の

床

を

示

し

垂

直

線

は

各

階

を

そ

の

部

屋

の

敢

に

割

っ

た

も

の

で

あ

る

。

休

暇

圃

同

じ

様

た

型

の

闘

表

が

他

の

H

的

に

も

肘

び

ら

れ

る

。

第

二

闘

の

如

く

使

用

人

の

休

暇

期

日

を

一

示

す

の

に

も

刷

ひ

ら

れ

る

。

休

暇

を

と

る

使

用

人

の

名

前

を

左

の

欄

に

載

せ

・

垂

直

欄

は

一

週

間

の

休

暇

期

日

を

示

す

.

盟

問

欄

は

勿

論

休

眠

中

使

別

人

が

不

在

の

迦

を

一

不

す

。

此

の

闘

表

は

m
…

ム

口

に

必

要

友

ば

か

り

で

な

く

諸

種

の

計

聾

を

作

る

に

必

要

で

あ

る

。
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昇

降

器

運

輔

圏

休 暇 期 日 図 表

斯

様

友

闘

表

は

叉

建

物

の

事

務

員

の

種

々

の

仕

事

K

就

て

も

同

様

に

肱

川

出

米

る

。

第

三

国

は

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

の

運

制

係

の

交

代

凶

表

で

る

つ

て

ニ

ュ

l

ア

l

ク

の

フ

ヱ

デ

。

川

ラ

ル

・

ト

ラ

ス

ト

・

ピ

ル

で

川

ら

れ

て

ゐ

る

も

の

で

あ

る

。

ゆ

各

知

形

は

十

五

分

間

を

一
不

す

心

{

企

白

欄

は

闘

表

の

左

に

格

批

ρ

ー

の

書

い

て

あ

る

車

悼

が

京

規

の

運

特

係

に

よ

っ

て

連

判

さ

れ

て

ゐ

る

時

左

表

は

し

、

斜

線

矩

形

部

分

は

一

止

規

運

紳

係

の

交

代

休

憩

時

間

を

示

す

。

第二闘

昇 除 機 選 車 事 手 執 務 時 間 表第三幽
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知

形

内

の

数

字

は

交

代

運

特

係

の

林

披

で

る

る

つ

大

.
い

ぱ

械

で

‘
問

れ

た

欄

は

正

規

運

締

係

の

昔

食

時

間

で

あ

っ

て

数

字

K

よ

り

ど

の

運

航

仲

係

が

と

れ

に

交

代

す

べ

き

か

が

一
不

さ

れ

て

ゐ

る

。

闘

形

は

土

暇

日

に

正

規

運

締

係

が

働

ぐ

最

後

の

時

聞

を

示

し

た

も

の

で

あ

る

。

貰

貸

料

早

見

表

第

四

刷

は

簡

躍

・な

る

賃

貸

闘

を

一

不

す

此

の

幽

表

は

事

務

所

の

数

部

屋

を

結

合

し

た

場

合

に

、

そ

の

全

賃

貸

料

を

一

見

し

で

も

わ

か

る

様

に

友

っ

て

ゐ

る

。

興

へ

ば

希

明

者

が

三

つ

を

結

合

す

る

場

合

に

此

の

表

を

見

れ

ば

.

何

れ

の

三

つ

の

部

屋

を

結

合

し

て

も

そ

の

総

賃

料

が

わ

か

る

。

刷

表

の

上

部

の

第

一

列

は

事

務

所

の

ド

ア

1

の

蒋

慌

を

一
不

す

‘

第

二

列

は

各

部

屋

の

細

別

単

位

料

金

、

第

三

列

は

各

市

伏

部

屋

の

ド

ア

l

の

持

続

を

一
不

す

。

例

へ

ば

単

位

の

部

屋

を

Z

C

H

I

O

N

-

-

の

格

競

で

あ

る

と

す

る

。

そ

う

す

る

と

丁

度

そ

の

下

に

貸

室

料

金

七

十

弗

と

出

で

あ

る

。

そ

の

右

下

の

数

字

は

右

の

方

k

m
て

ゐ

る

部

屋

と

一

緒

に

し

た

料

金

で

あ

る

ο

叉

そ

の

右

下

の

数

字

は

右

の

三

室

の

線

料

金

で

あ

る

。

表

か

く

し

て

闘

表

の

最

下

部

榊

の

千

二

百

三

十

八

ド

ル

は

一

は

そ

の

階

全

部

の

総

料

金

を

牒

示

す

説

明

の

で

あ

る

3

所務
官

申貸

ボ

イ

ラ

ー

能

率

の

簡

易

計

算

法

附

第

五

闘

は

最

忠

一

複

雑

-及

第

型

式

の

闘

表

で

る

る

。

と

れ

は

闘

表

の

カ

に

撮

ら

ね

ば

断

る

閤

難

な

る

計

算

を

要

す

る

ボ

イ

ラ

ー

能

率

の

計

算

を

簡

単

に

聞

し

た

も

V
Z
凶

Ju

t
凶

ι

』

F
Jv

z

y

u
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凶
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/
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-
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[
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叫
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の

で

彰

る

0

・

宜

際

機

械

工

事

を

や

っ

て・

な

い

人

は

表

や

教

科

書

の

結

川

市

か

ら

は

容

易

K

見

川

し

得

友

い

で

あ

ら

う

っ

と

れ

は

比

例

や

針

散

の

目

盛

を

う

ま

く

利

川

し

た

も

の

で

あ

る

。

と

の

使

m
誌

に

就

い

て

の

判

制

な

る

説

明

は

絵

り

冗

長

に

す

ぎ

る

か

ら

此

院

で

は

辿

べ

な

い

が

之

は

川

氏

一

本

の

牧

指

さ

へ

あ

れ

ば

す

ぐ

m

m

k
答

を

仰

ら

れ

る

の

で

あ

る

統

制

組

織

圃

表

腕

制

を

充

分

了

解

す

る

事

が

経

営

遂

行

上

必

要

で

あ

る

な

ら

ば

と

の

統

制

飢

繊

同

去

は

非

常

に

有

川

な

も

の

で

あ

ら

う

。

例

人

経

営

の

も

の

で

は

勿

論

と

ん

な

と

と

に

悩

さ

れ

友

い

が

‘

組

織

の

複

雑

友

機

闘

に

於

い

て

は

数

多

の

紛

紅

や

誤

解

は

各

使

川

人

に

明

瞭

な

る

統

制

凶

表

を

一
不

す

と

と

で

挫

け

得

ら

れ

る

-

一

例

を

第

六

闘

に

一
不

す

。

該

表

は

簡

単

で

あ

る

か

ら

何

等

の

説

明

を

↑妥

し

た

い

が

と

れ

乞

作

成

す

る

の

は

吋

成

り

面

倒

な

仕

事

で

②

る

u

統

制

凶

表

h

q

」

作

成

す

る

と

・

佐

々

自

分

が

を

の

職

制

に

明

雌

た

概

念

を

有

し

て

ゐ

な

い

ε
を

恰

る

口

も

し

何

等

か

の

挺

念

を

生

じ

た

時

は

先

づ

概

略

刷

を

拙

い

て

次

K

刺

筑

し

て

見

る

互

に

し

た

方

が

よ

い

。

山

静

U

切

な

場

合

に

は

そ

の

作

成

は

殆

ん

ど

時

間

を

要

し

な

い

。

叉

大

盛

期

し

い

相

場

八

日

で

も

そ

れ

に

費

す

時

間

ば

非

常

に

有

続

友

も

の

で

あ

る

u

仕

事

解

剖

の

圃

表

向

型

の

川

表

が

仕

事

の

手

順

の

分

析

に

於

い

て

即

ち

、

あ

る

仕

事

の

時

間

的

研

究

陀

於

レ

て

も

有

益

で

あ

る

。

例

へ

ば

充

分

研

究

す

れ

ば

姉

除

婦

の

仕

事

に

で

も

可

成

り

努

力

と

時

間

と

を

節

、必

す

る

事

が

出

来

る

。

だ

か

ら

彼

等

の

蓮

動

を

此

一
一

制

に

研

究

す

べ

き

で

あ

る

。

統

制

附

去

K

於

け

る

と

同

椋

に

種

々

友

職

分

を

-

M

す

占

形

乞

怖

い

て

、

次

に

其

佐

一寸
を

札仏

市

引

の

川

序

に

従

っ

て

料

で

接

続

す

る

背

景

が

出

来

る

。

乙

の

幽

表

を

研

筑

し

て

ゐ

る

と

‘

時

に

は

順

序

を

鑓

抽

出

し

て

時

間

の

節

約

が

出

来

る

や

う

な

と

と

が

あ

る

か

も

知

れ

友

い

c

向

帰

除

婦

の

仕

事

は

又

別

の

方

面

か

ら

も

考

察

し

得

ら

れ

る

。

即

ち

各

階

の

卒

面

刷

と

と

の

園

表

と

で

‘

安

か

ら

定

へ

‘

汚

水

流

し

へ

或

は

昇

降

機

等

へ

の

道

順

を

岡

示

す

る

事

が

出

来

る

o

だ

か

ら

そ

の

刷

商

を

よ

く

吟

味

す

れ

ば

向

一

居

灯

い

順

序

に

従

っ

て

動

作

を

節

減

し

得

る

。

最

も

好

い

計

註

を

立

て

て

と

れ

を

最

後

の

照

合

用

問

表

と

し

て

作

成

し

て

世

く

。

共

他

色

身

の

仕

事

に

就

い

て

も

同

様

の

嗣

表

が

作

り

得

ら

れ

る

。

賃

貸

契

約

書

の

表

名

順

序

、

品

物

.

貨

物

等

の

掠

方
、

間

仕

切

の

進

り

方

等

は

勿

論

妹

K

夜

川

町

一

の

道

順

を

接

出

荷

筑

す

る

に

は

猷

く

べ

か

ら

古

る

も

の

で

あ

る

。

経

湾

的

地

位

の

完

全

な

る

見

解

第

七

圃

汲

第

八

聞

は

非

常

に

一耐

白

い

型

の

闘

表

で

あ

る

。

此

闘

表

は

充

分

た

注

意

と

親

祭

と

を

以

て

総

て

の

貸

事

務

所

ピ

ル

J
7

4

ン

グ

に

作

成

せ

ら

れ

ね

ば

な

ら

な

い

も

の

な

の

で

あ

る

ο

第

八

同

表

は

叫

旧

安

人

の

容

に

よ

っ

て

建

物

が

儲

け

る

か

、

戸

或

は

損

す

ろ

か

〉



皿- 2 7

を

開

示

す

る

も

の

で

あ

る

。

百

パ

ー

セ

ン

ト

の

似

州

、

即

ち

全

部

が

併

ら

れ

て

ゐ

る

場

合

で

は

牧

入

が

勿

論

最

大

限

度

で

あ

る

。

百

パ

ー

セ

ン

ト

か

ら

下

る

K

従

っ

て

利

続

は

減

じ

遂

に

全

然

ス

ペ

ー

ス

に

針

す

る

需

要

友

き

場

合

は

共

牧

谷

率

は

本

で

あ

る

。

低

率

の

需

要

で

は

牧

入

は

勿

論

恨

失

を

計

上

す

る

J

此

の

損

失

は

需

要

が

減

や

る

に

従

ひ

増

加

す

る

も

の

で

あ

っ

て

、

最

後

に

ス

ペ

ー

ス

に

針

し

て

全

然

需

要

が

無

く

友

っ

た

時

に

例II . t ( T
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1，300，000 
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1，100，000 

1，0 0 0，00。

8 00，00。

100，00。

9 00，000 

. 00.00。

損

失

は

最

大

限

K

達

す

る

。

牧

錠

と

州

民

主

人

恋

?

と

の

闘

係

を

示

す

闘

表

は

極

k

の

有

錠

友

る

事

象

を

説

明

表

示

す

る

。

先

づ

第

一

民

損

失

な

し

の

朕

態

を

保

…

制

す

る

に

必

要

た

る

的

安

人

容

の

最

小

限

度

.

叉

期

刊

す

べ

き

配

常

金

の

最

小

限

度

等

符

易

民

解

る

。

即

ち

最

小

限

度

に

於

い

て

は

普

通

六

分

伎

の

牧

盆

が

あ

る

だ

ら

う

。

此

の

世

衣

は

結

局

如

何

な

る

朕

態

の

時

で

も

そ

の

仏

宿

料

が

わ

か

れ

ば

そ

の

総

牧

入

制

を

干

仰

児

表

は

す

。

第

八

闘

を

向

詳

制

に

説

明

し

ゃ

う

。

同

同

は

先

述

の

通

り

、

貸

事

務

所

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

或

は

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

建

物

に

使

ふ

も

の

で

あ

る

叫

闘

表

の

上

部

の

水

平

目

盛

は

仙

室

人

率

を

叉

左

側

の

垂

直

阿

倍

は

全

牧

入

額

を

示

"，' ¥[C1  

L‘"'" 
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' 00，00。

. 00，00。

国 0.000

V品. ut .

或工場の l政支側係闘表第七闘

す

費

刷

は

郎

で

一

不

す

の

に

も

.

と

の

同

じ

点

側

の

垂

直

目

盛

を

川

ひ

る

。

川

川

中

に

ご

本

の

太

い

…

山

一

紛

が

怖

か

れ

て

②

る

。

一

は

全

牧

入

、

一

は

純

利

袋

或

は

組

損

失

(

と

れ

は

弗

で

左

側

の

目

僚

に

従

ふ

〉

つ

ま

た

そ

の

外

K

二

本

制

い

線

が

怖

か

れ

で

あ

る

、

と

れ

は

線

制

が

二

つ

の

部

パ

分

に

分

れ

て

ゐ

る

の

を

示

し

て

も

る

J

総

牧

入

を

去

す

線

は

た

の

容

か

ら

始

っ

て

酎

角

線

的

K

線

牧

入

の

目

盛

の

頂

駄

に

接

す

る

と

、

ノ

ト

~

4

5

v

、
a

n

H

V

《

出

4

u

R

ち

百

パ

ー

セ

ン

ト

の

貸

付

で

あ

る

J

し

か

し

総

支

出

の

線

は

宏

υ

か

ら

始

ら

な

い

。

何

故

な

ら

ば

如

何

な

る

事

業

に

於

い

ト

て

も

.

あ

る

種

の

固

定

費

用

な

る

も

の

が

る

っ

て

牧

入

が

る

一
く

無

く

な

っ

て

も

支

出

は

或

る

一

定

額

以

下

に

減

じ

な

い

。

そ

の

代

り

貸

付

百

パ

ー

セ

ン

ト

に

友

つ

で

も

支

出

の

紗

は

線

枚

入

の

傾

ま

で

に

は

左

ら

な

い

。

放

に

二

つ

の

線

が

闘

の

何

所

か

で

交

叉

す

る

。

モ

の

仰

に

父

以

は

即

ち

利

徒

を

生

じ

始

め

ｐ･ｮＺｾｮｴ￰ ｛ｬ ･＠ of Oc c uP，，，' CY 

4 0 - 5 0 0 0 1 0  

或る武事務所ピルヂイ X グの牧支側係悩l長第八闘



る

最

初

の

漆

で

あ

る

。

貸

事

務

所

ビ

ル

m
一

デ

イ

ン

グ

の

計

算

に

刷

ひ

ら

れ

る

o

第

~

…

八

闘

表

は

第

七

一闘

に

示

し

た

工

場

川

の

皿

…

も

の

と

は

全

然

呉

っ

て

ゐ

る

と

の

理

山

は

貸

事

務

所

‘ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

の

同

定

山

費

削

は

制

裁

池

工

場

K

於

け

る

よ

り

も

比

m

較

的

大

な

る

事

K

起

因

す

る

。

山

他

の

相

泣

は

制

め

て

明

瞭

で

あ

ら

う

山

山

川

同

上

で

、

総

牧

入

紘

と

総

支

出

線

と

…

は

同

定

資

川

が

大

き

い

か

ら

早

く

敵

れ

m

る
。

即

ち

と

れ

は

仙

宗

人

が

少

い

時

は

.

損

失

は

よ

り

以

上

に

多

い

が

、

需

要

ω

川

橋

加

と

共

に

利

い

が

は

非

常

に

増

大

す

る

を

意

味

す

る

の

.

此

の

間

表

が

貸

事

務

所

ピ

ル

デ

イ

ン

…

グ

の

経

営

が

如

何

な

る

も

の

で

る

る

か

…

を

明

瞭

に

示

し

て

ゐ

る

の

に

切

意

せ

よ

.

と

の

質

例

剛

表

に

は

六

十

二

バ

l

セ

ン

山

ト

の

貸

付

に

よ

り

-

初

め

て

利

経

を

穆

げ

得

る

と

と

が

了

制

附

さ

れ

る

。

七

十

三

パ

山

1

セ

ン

ト

で

初

め

て

俊

先

株

に

配

訟

を

.

支

桃

ひ

得

る

。

八

十

三

・

五

パ

ー

セ

ン

ト

山

で

は

普

通

株

に

禿

首

す

る

利

担

分

配

首

は

山

六

分

と

な

る

だ

か

ら

八

十

三

・

五

パ

1

.

セ

ン

ト

は

、

何

と

か

し

て

維

持

せ

ね

ば

…

た

ら

ぬ

、

借

室

人

不

m
m

死

棋

で

る

る

。

…

九

十

パ

ー

セ

ン

ト

で

は

普

通

株

の

利

袋

山

配

常

は

約

一

一

割

(

と

の

凶

表

で

は

牧

入

山

瀬

で

現

は

れ

て

ゐ

て

歩

で

は

出

て

ゐ

た

山

い

)

と

な

る

。

術

一

歩

進

ん

で

製

浩

工

叩

壌

と

貸

室

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

と

の

雨

間

表

を

比

較

す

る

事

は

ま

と

と

に

興

味

あ

り

且

的

値

あ

る

と

と

で

あ

る

Q

工

場

で

は

普

通

株

κ
で

h

極

端

な

高

率

配

首

を

な

し

得

る

機

合

が

あ

り

得

る

が

貨

事

務

所

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

で

は

山

川

し

て

そ

ん

友

機

A

W

は

あ

り

符

友

い

。

少

く

と

も

と

の

刷

表

の

工

場

で

は

工

場

能

力

の

附

六

割

問

分

で

岐

に

綿

投

資

制

の

六

分

の

利

訴

を

穆

げ

て

ゐ

る

。

貸

事

務

所

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

で

は

金

牧

容

力

の

八

十

三

パ

ー

セ

ン

ト

で

枇

仙

、

優

先

株

・

普

通

株

に

各

六

分

を

得

る

。

ぽ

パ

ー

セ

ン

ト

牧

容

の

場

合

(

そ

の

内

十

パ

ー

セ

ン

ト

を

取

っ

て

お

き

の

嫁

備

J

V

白

山

主

と

し

て

お

く

時

)

で

も

利

径

は

、

枇

伯

と

一俊

先

株

に

は

前

と

同

額

を

保

刈

川

し

て

残

れ

る

投

資

即

ち

地
H

通

株

に

劃

し

て

は

僅

か

一

訓

K

し

か

友

ら

な

い

。

而

し

て

議

備

室

主

な

し

の

純

百

パ

ー

セ

ン

ト

で

も

.

純

利

潤

は

総

投

資

即

ち

枇

的

、

阪

先

株

.

此

H

M
株

K

僅

か

八

分

同

座

に

し

か

な

ら

た

い

。

貸

事

務

所

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

は

.

製

也

工

場

氏

於

て

安

全

で

あ

る

能

-孫

よ

り

も

も

っ

と

能

蔀

を

上

げ

て

経

営

し

て

行

か

友

け

れ

ば

友

ら

ぬ

と

い

ふ

と

と

を

.

と

の

闘

表

は

弧

く

現

は

し

て

ゐ

る

。

叉

此

の

闘

表

は

ど

ん

友

併

室

人

第

の

場

合

で

も

他

の

諸

種

の

費

用

制

を

直

ち

に

知

り

得

る

と

と

に

も

W

M

す

ぺ

き

で

あ

る

。

-

(

完

〉

|

(

四

十

四

頁

よ

り

細

〈

)

緯

度

を

な

す

様

K

傾

け

ら

れ

た

千

盤

上

に

置

か

れ

る

。

此

の

軸

の

周

り

に

於

け

る

此

の

擦

の

運

動

は

一

日

中

の

時

刻

の

密

化

に

封

舷

し

‘

任

意

の

位

置

に

劃

す

る

時

刻

は

水

一

ゃ

な

M

盛

の

上

に

指

針

K

よ

り

指

示

さ

れ

る

。

太

陽

を

表

す

ラ

ム

プ

は

任

意

の

日

叉

は

一

年

間

の

任

意

の

季

節

の

卒

均

眠

劃

す

る

正

時

友

赤

維

に

お一

4

K

訓

整

さ

れ

狩

る

。

慌

を

廻

輔

さ

せ

る

と

と

K

よ

っ

て

・

桜

型

の

任

意

の

部

分

K

劃

す

る

日

照

期

間

が

水

平

の

目

盛

か

ら

尚

一

般

読

ま

れ

得

る

此

の

装

置

は

任

意

の

季

節

に

於

け

る

提

策

さ

れ

た

建

物

の

外

壁

の

日

照

時

間

を

迅

速

に

測

定

さ

れ

得

る

様

に

す

る

。

税

型

を

取

り

付

け

た

擦

は

廻

押

さ

れ

、

都

・

々

の

外

壁

上

K

陽

が

首

り

始

め

・

叉

止

む

時

刻

が

記

鈍

さ

れ

る

。

仔

意

の

附

害

物

は

盤

上

に

別

の

税

型

に

よ

り

仮

設

さ

れ

得

、

一

方

方

仰

の

鑓

化

は

m

k
枝

型

詮

盤

に

同

情

劃

的

に

廻

押

さ

せ

る

に

過

ぎ

友

い

。

街

路

の

幅

員

や

、

方

向

、

及

建

物

の

高

さ

に

関

係

し

た

都

市

計

聾

上

の

多

く

の

問

題

は

か

く

し

て

故

小

の

努

力

を

以

て

解

決

さ

れ

得

る

。

此

の

装

置

は

ェ

l

・
エ

フ

・

ダ

フ

ト

ン

及

び

エ

ッ

チ

・
イ

l

・

ベ

ヴ

ケ

ッ

ト

に

よ

り

考

案

さ

れ

た

。

-

(

完

)

|

二

八

十

一

一

良

よ

り

績

〈

)

に

到

着

し

た

時

.

食

堂

前

十

へ

行

っ

て

見

る

と

一

見

頗

る

イ

ギ

リ

ス

由

来

く

た

い

イ

ギ

リ

ス

人

が

、

テ

ー

ブ

ル

を

あ

ち

と

ち

喫

ぎ

廻

り

、

テ

ー

ブ

ル

か

け

の

上

の

汚

駐

を

見

て

「

ゐ

L

汚

い

」

と

言

っ

て

ゐ

る

の

を

見

た

。

彼

は

と

の

事

質

で

恐

ら

く

ロ

シ

ア

に

閲

す

る

悪

い

報

道

を

す

る

と

と

で

あ

ら

う

。

私

は

多

く

の

土

地

で

物

質

の

窮

乏

に

悩

ん

で

ゐ

る

の

を

見

て

来

た

が

、

叉

々

と

L

で

見

す

ぼ

ら

し

き

接

飾

に

接

し

た

。

私

は

ソ

ウ

ヱ

l

ト

聯

邦

の

一

つ

の

醜

い

要

素

を

見

た

。

と

の

要

素

は

国

際

的

協

調

印

ち

新

し

き

官

僚

主

義

が

可

能

な

る

と

と

を

一
不

す

諸

左

な

の

で

あ

る

。

だ

が

何

れ

に

も

せ

よ

、

現

今

と

の

闘

で

行

は

れ

つ

L

あ

る

と

と

ろ

の

事

質

を

単

友

る

厩

史

的

行

儒

と

し

て

記

献

し

去

る

の

は

私

の

好

ま

ざ

る

と

と

ろ

で

あ

る

。

新

興

建

築

合

議

は

.

来

年

度

は

ソ

ク

ヱ

1

ト

聯

邦

で

開

催

さ

る

L

筈

で

あ

る

諸

氏

は

恐

ら

く

彼

の

聞

に

於

い

て

.

自

ら

そ

の

貫

行

さ

れ

つ

L

-
b

る

事

業

を

見

、

そ

の

見

た

ま

L

を

各

聞

に

報

告

し
、

か

く

て

人

民

の

融

和

と

協

働

と

を

妨

げ

て

ゐ

る

従

来

の

先

入

感

的

を

棄

て

・

そ

れ

が

必

十

し

も

不

可

能

で

な

い

と

と

を

知

る

機

合

を

得

る

で

あ

ら

う

0

(

完

)
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何

故

家

賃

は

物

債

家

賃

は

も

っ

と

下

が

ら

ぬ

も

の

だ

ら

う

か

ー

ー

ー

と

の

質

問

に

封

し

て

大

低

の

借

入

は

答

へ

る

で

あ

ら

う

.

『

勿

論

家

賃

は

下

げ

ら

れ

る

さ

、

何

故

っ

て

君

.

他

の

物

は

み

ん

な

下

が

っ

て

ゐ

る

の

ぢ

ゃ

な

い

か

。

食

料

品

は

安

い

.

着

物

の

値

段

も

下

が

っ

て

ゐ

る

。

賃

銀

も

下

げ

ら

れ

た
。

家

具

、

ラ

ヂ

ォ

、

自

動

車

.

タ

イ

ヤ

、

主ハ

他

何

で

も

買

は

う

と

思

ふ

の

は

皆

安

く

な

っ

て

出

る

d

同

じ

一

ド

ル

で

も

以

前

に

比

べ

る

と

徐

程

値

打

が

上

っ

て

ゐ

る

。

そ

れ

に

家

主

|

|

頑

聞

な

慾

張

り

奴

ー

ー

だ

け

が

家

賃

は

ま

か

り

ま

せ

ぬ

と

頑

張

っ

て

居

る

の

だ

」

と

。

と

れ

に

劃

す

る

家

主

側

の

-百

ひ

分

は

『

家

賃

と

物

償

ム

は

物

が

遺

ふ

‘

物

偵

が

下

っ

た

か

ら

と

云

っ

て

家

賃

も

必

宇

下

げ

ね

ば

な

ら

ぬ

と

い

ふ

諜

は

な

い

』

と

云

ふ

の

で

あ

ら

一つ
3

勿

論

借

家

人

は

と

れ

を

本

宮

に

し

な

い

。

け

れ

ど

も

質

際

の

と

こ

ろ

.

家

賃

と

物

債

と

は

些

か

性

質

が

遣

っ

た

も

の

で

あ

る

。

そ

れ

が

ど

う

注

ふ

か

は

.

後

に

楊

げ

る

凶

表

を

御

覧

K

-
な

れ

ば

は

っ

き

り

す

る

と

と

と

に

消

息

随

出

来

日

μ

七〉

思

ふ家

賃

と

物

倒

は

全

く

別

物

で

あ

る

と

い

っ

て

も

、

そ

れ

が

た

め

K

所

謂

「

需

要

供

給

の

法

則

」

の

働

き

が

遮

げ

ら

れ

る

と

い

ふ

謀

で

は

勿

論

な

い

。

他

の

事

柄

は

一

切

別

に

し

て

も

.

家

賃

牧

入

と

い

ふ

も

の

は

結

局

共

時

k

の

市

場

の

形

勢

で

大

に

影

響

さ

れ

る

も

の

な

の

で

あ

る

。

家

主

が

貧

際

上

値

下

げ

出

来

な

い

立

壌

に

る

っ

て

も

、

他

と

の

競

争

上

値

下

げ

を

せ

ね

ば

納

ら

ぬ

場

合

も

あ

る
。

競

争

が

激

し

く

友

れ

ば

終

り

に

は

ど

ん

友

結

洪

に

な

ら

ぬ

と

も

映

ら

友

い

。

と

い

ふ

の

は

経

済

法

則

に

は

、

沈

後

し

か

か

っ

て

ゐ

る

舶

の

様

に

浮

揚

性

が

な

い

か

ら

で

あ

る

-

然

し

認

に

充

分

理

解

し

且

留

意

し

置

か

ね

ば

友

ら

ぬ

と

と

は

、

貸

室

用

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

の

財

政

欣

態

で

あ

る

ο

何

故

な

ら

ば

.

ど

う

し

て

も

損

失

が

免

れ

・

な

い

と

い

ふ

場

合

で

も

、

吃

皮

損

失

が

依

っ

て

来

る

特

別

の

原

因

が

そ

の

ピ

ル

デ

イ

ン

プ

の

合

計

の

中

に

存

じ

て

居

る

か

ら

で

あ

る

。

若

し

切

下

げ

の

川

米

自

費

用

が

勘

定

の

大

部

分

を

占

め

て

居

れ

ば

経

営

者

の

努

力

の

み

で

損

失

を

防

ぐ

飴

地

が

少

な

い

。

又

若

し

部

屋

代

を

下

げ

.

そ

れ

で

も

向

借

家

人

が

段

k

減

っ

て

行

く

と

い

ふ

慢

な

場

合

に

は

、

そ

の

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

の

支

配

人

が

如

何

K

m貨

を

切

詰

め

て

み

て

も

、

そ

の

節

約

し

た

旋

川

其

物

が

合

計

全

開

か

ら

み

て

大

し

た

も

の

で

な

い

限

り

・

大

き

友

損

失

を

防

ぐ

と

と

は

難

か

し

い

。

斯

様

に

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

経

営

に

は

損

失

が

仲

ひ

易

い

許

り

で

な

く

‘

普

通

の

製

匙

工

場

に

於

け

る

よ

り

も

一

居

慣

失

を

象

る

可

能

性

が

多

い

。

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

の

合

計

と

一

般

製

治

工

場

の

合

計

と

の

根

本

的

相

違

は

次

に

掲

ぐ

る

闘

表

に

明

瞭

に

一
不

さ

れ

て

居

る

即

ち

第

一

聞

及

び

第

三

凶

は

貸

室

用

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

と

普

通

工

場

の

損

従

闘

係

を

示

し

た

も

の

で

あ

る

。

御

躍

の

泊

り

.

雨

闘

と

も

主

要

線

即

ち

曲

線

が

二

本

あ

り

、

一

本

は

総

牧

入

を

表

は

し

他

の

一

本

は

総

支

出

を

示

し

て

ゐ

る

，

査

し

牧

入

及

び

支

出

は

そ

の

建

物

が

現

質

に

使

用

せ

ら

れ

る

割

合

に

よ

っ

て

遣

っ

て

来

る

か

ら

で

あ

る

c

と

の

場

合

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

に

於

て

は

質

際

部

屋

が

塞

が

っ

て

ゐ

る

割

合

を

い

ふ

ε
は

勿

論

で

あ

る

。

第

一

聞

と

第

三

凶

は

大

鐙

に

異

つ

て

ゐ

る

。

第

三

国

に

於

て

は

総

牧

入

と

総

支

出

を

一

不

す

線

が

、

左

下

隅

の

零

の

近

く

か

ら

出

張

し

、

た

互

に

接

近

し

て

並

ん

で

ゐ

る

。

と

の

こ

つ

の

綿

の

間

隔

|

|

ζ

れ

は

利

袋

叉

は

損

失

の

範

悶

を

一
不

す

ー

ー

は

凶

の

何

れ

の

部

分

に

於

て

も

比

較

的

狭

い

。

し

か

る

に

第

一

闘

を

御

覧

に

友

れ

ば

判

る

や

う

に

、

貸

室

向

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

に

於

て

は

大

分

魁

き

が

遣

っ

て

ゐ

る

J

換

言

す

れ

ば

一

人

も

部

屈

の

借

手

が

な

い

場

合

即

ち

闘

の

左

端

に

於

て

は

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

経

営

者

の

損

失

は

非

常

に

大

き

い

。

品

以

川

線

は

牧

入

総

か

ら

十

っ

と

離

れ

て

上

部

に

あ

る

・

そ

の

代

り

各

室

満

員

の

場

介

即

ち

幽

の

右

端

に

於

け

る

利

益

の

桂

度

は

製

浩

工

場

よ

り

も

遁

か

に

大

で

あ

る

。
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が
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を
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第

五
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乙u T

止。χ
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ι｣ 現 ｓｾ
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乙 ¥J T 1 0 ".  

ー.

凶

Z

o

u

z

-

E

コ

Z

Z

E

b

u
d
w
e』

r

z

u

u
釦

凶

仏

製

造

工

場

の

牧

支

(

そ

の

三

〉

〔

収

入

が

二

割

減

っ

た

場

合

)

'0 

右

の

相

違

の

依

っ

て

来

る

と

と

ろ

は

申

す

迄

も

な

く

工

場

に

於

け

る

費

用

の

大

部

分

は

そ

の

工

場

が

質

際

に

作

業

す

る

割

合

に

よ

っ

て

増

減

す

る

が

、

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

の

場

合

は

部

屋

の

併

手

が

多

く

て

も

ゆ

く

て

も

費

川

は

飴

り

饗

ら

な

い

か

ら

で

あ

る

。

此

等

の

費

用

の

性

質

上

の

相

遣

に

つ

い

て

は

夫

々

岡

表

の

右

端

に

掲

げ

た

総

費

用

の

構

成

闘

を

御

参

加

刷

ひ

た

い

。

第

三

固

に

於

て

は

不

鑓

費

用

(

出

x
a

n

o

m

g

)

が

最

下

部

に

置

か

れ

で

あ

る

と

と

に

御

注

意

あ

り

た

い

。

そ

の

上

へ

可

費

費

用

(

〈

2

2

z

g

)
、

勢

質

、

材

料

費

等

が

置

か

れ

、

融

持

川

の

線

は

以

上

諸

費

用

の

介

計

を

一
不

す

も

の

で

あ

る

第

三

闘

に

於

て

不

襲

費

用

線

(

と

れ

は

工

場

の

作

業

欣

況

如

何

に

よ

っ

て

鑓

り

が

た

い

か

ら

首

然

水

平

線

を

以

て

表

は

さ

れ

る

)

は

底

部

に

近

い

。

然

る

陀

第

一

闘

に

於

て

は

利

子

k

r

小

鐙

費

用

を

加

へ

る

と

牧

入

の

半

分

以

上

も

食

は

れ

て

仕

舞

ふ

と

と

に

な

る

。

以

上

第

一

闘

に

よ

り

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

経

営

K

於

て

、

昼

家

を

少

く

す

る

と

と

が

如

何

に

必

要

で

あ

る

か

が

判

る

。

そ

れ

と

同

時

に

空

室

を

少

く

す

る

た

め

に

は

持

主

が

相

官

の

費

財

を

惜

ま

友

い

理

由

も

沿

解

り

に

な

る

と

と

と

思

ふ

。

，。
‘.0 1 0  

C A p・、ι 、守、ぜ

.宅，

l >L . 偽N T

'0 

e写

L O  .。

ｆ 、Ｑｴ，ＮｃＮ邑 ＢＢＧｔＢＢＢ ｇｲｾ

此

等

二

つ

の

闘

表

は

更

に

も

っ

と

重

大

な

事

賓

を

教

へ

て

央

れ

る

。

即

ち

工

場

主

は

そ

の

生

産

高

に

腔

じ

て

・

材

料

費

、

労

賃

生

減

額

す

る

と

と

が

出

来

‘

従

っ

て

全

能

力

の

五

割

位

し

か

工

場

が

動

い

て

ゐ

な

い

時

で

も

一

定

の

利

盆

を

維

持

し

得

る

も

の

で

あ

る

。

然

し

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

の

支

配

人

は

常

に

ん

公

的

ま

が

な

い

犠

K

し

て

世

か

ぬ

と

利

益

が

得

ら

れ

友

い

、

と

い

ふ

市

中

質

で

あ

る

、

以

上

は

物

僚

が

飴

り

鐙

勤

し

な

い

常

態

の

話

で

あ

る

。

今

度

は

物

償

が

下

落

し

、

と

れ

に

伴

っ

て

牧

入

が

減

少

す

る

場

合

に

は

ど

う

な

る

か

を

州

究

し

て

み

ト

也

点

ノ

。

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

に

於

て

は

、

不

境

賞

用

が

大

き

友

割

合

を

山

め

る

た

め

に

.

若

し

牧

入

が

減

少

す

る

場

合

に

ば

、

大

鐘

困

っ

た

と

と

に

な

る

G

工

場

な

ら

ば

費

用

を

削

っ

て

収

支

を

合

せ

る

ζ

と

も

出

来

る

が

‘

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

で

は

そ

う

い

ふ

講

に

は

行

か

な

い

。

家

賃

と

物

債

の

性

質

が

蓮

ふ

の

は

ど

う

い

ふ

課

か

、

叉

賞

際

ど

れ

程

大

し

て

遠

ふ

の

か

と

い

ふ

と

と

は

第

二

園

、

第

四

圃

及

び

第

五

闘

の

一不

す

と

と

ろ

で

あ

る

J

此

等

の

開

表

は

第

一

闘

及

び

第

三
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闘

の

作

り

か

へ

で

、

一

般

物

償

が

下

蒸

し

た

場

合

に

は

ど

ん

な

に

様

子

が

遣

っ

て

来

る

か

を

示

し

た

も

の

で

あ

る

。

即

ち

第

二

附

に

於

て

は

.

一

平

方

吠

首

り

の

家

賃

が

一

割

及

び

二

割

下

っ

た

場

合

の

‘

総

牧

入

線

の

下

り

方

が

示

さ

れ

て

ゐ

る

。

前

越

の

如

〈

-ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

の

支

配

人

は

費

川

の

大

き

友

削

減

が

出

来

た

い

か

ら

、

色

々

の

費

用

は

第

一

圃

の

場

合

と

同

じ

様

な

場

所

を

占

め

る

。

よ

し

若

干

賃

銀

の

引

下

げ

が

可

能

で

あ

る

に

し

て

も
、

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

使

用

人

の

努

質

の

低

い

ε
は

既

に

定

評

が

る

る

。

従

っ

て

似

り

に

一

割

賃

銀

を

減

ら

し

て

み

た

と

て

剛

表

に

は

殆

ん

ど

鑓

化

が

な

い

。

叉

造

作

費

が

幾

分

削

れ

る

に

し

て

も
‘

と

れ

は

借

由

主

人

が

鐙

っ

た

場

合

と

か

建

物

を

飾

る

た

め

の

費

用

で

あ

る

か

ら

‘

無

暗

に

と

れ

を

削

る

と

と

が

よ

い

か

E

う

か

は

疑

問

で

あ

る

。

叉

仮

り

に

削

っ

た

に

し

て

も

費

用

金

韓

か

ら

見

て

絵

り

効

果

が

な

い
。

一

般

の

工

場

に

於

て

は

費

用

は

大

い

に

節

約

が

州

来

る

。

第

四

闘

は

製

品

の

菅

り

値

を

一

一律

に

一

割

値

下

げ

し

た

。
場

合

を

一

示

す

。

と

の

場

合

に

は

原

料

値

段

は

官

り

値

と

同

じ

割

合

で

下

が

っ

て

ゐ

る

も

の

と

見

る

と

と

が

出

来

る

3

そ

の

次

に

は

勢

賃

も

各

工

場

で

一

割

方

引

下

げ

て

居

る

で

あ

ら

う

、

又

可

費

貸

別

も

a

手

加

減

間

飛

る

K

遠

ひ

な

い

c

そ

の

結

果

は

ど

う

か

と

言

へ

ば

紙

技

刑

が

牧

入

の

減

少

と

同

じ

割

合

に

減

る

と

と

に

な

る

口

普

通

値

段

な

ら

ば

金

作

業

能

力

の

五

割

二

分

さ

え

働

か

せ

ば

儲

か

る

の

で

あ

る

が

、

牧

入

が

一

割

減

る

と

今

度

は

五

割

五

分

働

か

さ

ね

ば

な

ら

ぬ

勘

定

に

左

る

u

以

前

た

ら

ば

六

割

五

分

作

業

す

れ

ば

優

先

株

の

配

首

が

山

川

米

.

七

割

六

分

働

け

ば

普

油

株

の

配

首

が

州

来

た

も

の

が

、

今

度

は

，俊

先

株

の

配

首

を

す

る

に

は

六

割

七

分

五

康

、

普

通

株

の

配

首

を

す

る

た

め

に

は

七

割

八

分

五

周

働

か

せ

る

と

と

に

な

る

の

で

あ

る

u

償

格

が

二

割

下

落

し

た

場

合

に

は

一

割

の

場

合

程

う

ま

く

は

行

か

た

い

。

原

料

費

は

恐

ら

く

閉

じ

犠

に

二

割

下

る

だ

ら

う

が

、

努

貨

は

一

一割

し

か

削

れ

な

い

だ

ら

う

し

、

可

蜜

費

用

は

節

約

の

徐

地

が

あ

る

ま

い

。

そ

と

で

第

五

闘

を

御

境

願

ひ

た

い

。

か

う

た

る

と

経

替

は

難

か

し

く

た

る

が

.

そ

れ

で

も

全

能

力

の

八

割

三

分

五

鹿

工

場

を

働

か

す

と

と

が

出

来

れ

ば

儲

け

に

た

る

。

相

場

が

下

つ

で

も

.

若

し

全

能

力

で

作

業

出

来

れ

ば

優

先

株

の

配

首

が

出

来

る

。

第

二

闘

の

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

の

場

合

は

全

然

話

が

蓮

ふ

。

若

し

家

賃

を

一

割

値

下

げ

す

れ

ば

各

室

満

員

で

も

従

前

の

牧

入

を

奉

げ

る

と

と

が

出

来

な

い

。

金

悼

の

七

割

九

八

刀

し

か

借

主

人

が

な

け

れ

ば

赤

字

が

出

る

ο

又

家

賃

を

卒

均

二

割

下

げ

る

と

す

れ

ば

.

少

く

と

も

九

割

以

上

の

俗

室

人

を

維

持

せ

ね

ば

牧

支

が

償

は

友

い

。

利

盆

b
z

接

げ

得

る

払跡

地

は

凶

の

本

上

の

小

さ

友

黒

い

三

角

だ

け

し

か

な

い

謹

で

あ

る

。

以

上

が

即

ち

家

賃

と

物

債

の

興

る

所

以

で

あ

る

。

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

の

収

支

が

償

ふ

た

め

に

は

家

賃

が

相

官

の

椋

準

を

得

っ

と

と

が

必

要

で

あ

る

J

然

し

一小

景

祭

が

深

刻

に

た

れ

ば

家

賃

を

二

割

値

下

げ

し

て

も

従

前

通

り

の

借

手

が

あ

る

か

ど

う

か

は

疑

問

で

あ

る

。

況

し

て

や

儲

け

に

な

る

だ

け

部

屋

が

塞

ぐ

ε
は

向

鰍

か

し

い

で

あ

ら

う

。

借

手

は

縮

少

と

そ

す

れ

部

屋

を

横

張

す

る

祭

壇

は

な

い

u

故

に

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

の

牧

支

を

合

せ

る

に

は

家

賃

を

・

な

る

べ

く

五

常

に

近

く

保

つ

よ

り

外

途

が

友

い

の

で

あ

る

。

向

と

れ

等

の

闘

表

モ

は

判

ら

な

い

が

家

賃

が

物

債

と

異

ふ

今

一

つ

の

立

祇

友

理

由

が

あ

る

そ

れ

は

家

賃

は

物

偵

の

様

に

出

変

動

性

の

な

い

と

と

で

あ

る

。

今

週

家

賃

を

下

げ

て
、

次

の

組

に

ま

た

上

げ

る

と

い

ふ

様

た

諜

に

は

行

か

な

い
。

と

れ

が

工

場

な

ら

ば

手

持

ロ

聞

を

全

部

頁

'

梯

っ

て

そ

の

日

か

ら

で

も

叉

は

相

場

が

上

り

次

第

に

で

も

新

ら

し

い

ト

・

値

段

の

採

算

で

仕

事

を

始

め

る

と

と

が

川

来

る

d

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

で

は

部

屋

を

ち

ゃ

ん

と

或

期

間

貸

し

て

し

ま

ふ

の

で

あ

る

か

ら

早

辿

に

値

上

げ

が

出

来

た

い

。

商

品

の

様

に

新

ら

し

い

値

段

に

賂

じ

て

賀

る

と

い

ふ

方

法

は

先

つ

友

い

J

た

ピ

契

約

の

期

間

満

了

の

際

に

於

て

の

み

家

賃

の

値

上

げ

が

可

能

な

の

み

で

あ

る

。

而

も

家

賃

の

値

上

げ

と

い

ふ

と

と

は

随

分

危

険

友

怯

事

で

あ

る

J

若

し

、ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

が

第

二

刷

の

様

な

欣

態

に

な

っ

た

と

す

れ

ば

、

首

分

は

そ

の

憾

で

純

く

も

の

と

目

覚

悟

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

賞

際

諸

君

は

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

の

借

室

人

で

も

‘

持

主

に

で

も

.

又

散

に

で

も

「

家

賃

は

別

物

さ

」

と

い

っ

て

も

.

そ

れ

は

良

質

で

あ

る

。
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(

上

)

エ

ム

・
ハ

イ

ヤ

ー

・

ス

テ

ー

ト

・

ピ

ル

の

務

(

地

上

千

二

百

尺

の

高

さ

。

頂

上

の

穴

は

サ

ー

チ

ラ

イ

ト

用

の

穴

〉

溢:

光:

照ラ

明ト

現

今

の

賃

貸

市

場

に

於

い

て

溢

光

照

明

は

非

常

に

重

嬰

左

問

題

で

あ

る

。

日

波

後

暗

い

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

は

隣

り

の

明

る

い

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

に

全

く

肱

一
制

さ

れ

て

終

ふ

.

適

度

な

る

照

明

は

比

較

的

低

廉

怠

る

費

川

で

有

効

な

る

・

防

告

方

法

と

・な

る

も

の

で

あ

る

υ

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

其

の

も

の

に

特

に

目

立

っ

た

意

医

を

施

さ

・な

く

と

も

附

明

が

と

れ

に

建

築

美

を

興

へ

夜

の

魅

惑

的

結

果

を

生

や

る

L

叉

か

〈

工

夫

さ

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

し

か

し

普

通

の

照

明

を

施

さ

れ

て

ゐ

る

卒

凡

た

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

は

何

等

の

作

の

度

近

の

建

築

を

認

識

せ

し

め

得

る

。

非

常

に

強

烈

友

る

サ

ー

チ

ラ

イ

ト

の

間

告

的

償

値

を

有

す

る

正

の

最

も

好

適

例

は

シ

カ

ゴ

の

パ

ル

モ

リ

ブ

・

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

の

上

に

あ

る

リ

ン

ド

パ

l

グ

・

ビ

ー

コ

ン

で

あ

る

d

縦

光

照

明

並

に

強

力

な

る

サ

ー

チ

ラ

イ

ト

の

効

果

的

結

合

は

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

を

家

人

に

知

ら

し

む

る

効

果

は

頗

る

大

で

あ

っ

て

、

新

聞

に

書

き

た

て

ら

れ

た

り

許

判

に

な

っ

た

り

す

る

。

縦

光

照

明

は

他

の

効

問

が

あ

る

が

一

例

の

建

物

に

劃

し

て

迅

速

に

し

て

且

開

汎

な

る

認

識

を

輿

へ

る

見

地

よ

り

戸

下

)

エ

ム

月

イ

ヤ

l

・

ス

テ

ー

ト

・

ピ

ル

の

壮

観

蒸

気

の

雲

に

色

光

線

を

奥

へ

て

ゐ

る

「

火

の

玉

」

- $.  

口

的

定

を

も

晩

起

し

な

い

が

.

一

方

巧

妙

な

る

附

明

は

ザ

過

の

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

K

で

も

非

常

放

る

灯

紡

川

市

を

も

た

ら

す

勿

論

両

府

で

な

く

と

も

外

見

非

常

に

円

立

つ

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

に

は

必

十

照

明

の

貼

が

充

分

考

へ

ら

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

同

様

に

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

が

附

近

に

於

い

て

特

に

目

立

っ

て

ゐ

る

場

合

に

は

照

明

は

他

の

方

法

に

於

い

て

得

ら

れ

な

い

椋

た

結

果

を

生

や

る

様

に

利

川

さ

れ

得

る

-

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

を

凶

告

す

る

方

法

に

二

方

法

あ

る

。

と

れ

ら

の

方

法

は

別

々

に

或

ひ

は

叉

結

令

し

て

川

ひ

ら

れ

る

。

債

値

第

一

に

建

物

フ

ア

サ

l

ド

の

附

明

法

で

あ

る

。

第

二

に

は

建

物

を

塔

の

如

く

利

川

し

て

‘

そ

れ

か

ら

サ

ー

チ

ラ

イ

ト

の

光

州

仰

を

稜

散

さ

せ

る

事

で

あ

る

3

m
明

は

何

れ

の

方

法

に

於

い

て

も

一

般

に

佐

川

さ

れ

得

る

方

法

で

あ

り

、

利

問

法

は

附

汎

で

あ

る

普

通

の

高

さ

の

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

に

も

利

用

さ

れ

得

る

し

叉

多

く

の

勺

A

n

k

特

別

の

償

値

の

た

い

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

に

も

際

刑

さ

れ

得

る

‘

サ

ー

チ

ラ

イ

ト

は

非

常

な

航

告

的

慣

仙

を

有

す

る

。

教

岬

離

れ

て

眺

め

得

る

サ

ー

チ

ラ

イ

ト

は

人

の

刊

誌

を

惹

き

附



皿- 3 5

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・z・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

す

れ

ば

依

り

悦

航

は

友

い

。

サ

ー

チ

ラ

イ

ト

は

附

い

桁

問

か

ら

見

ら

れ

る

が

縦

光

山

…

明

は

制

限

さ

れ

た

地

方

か

ら

で

な

け

れ

ば

見

ら

れ

友

い

。

し

か

し

な

が

ら

一ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

が

建

設

さ

れ

て

あ

る

場

所

が

判

然

と

見

え

、

隣

り

の

建

物

ム

同

刑

さ

れ

る

場

合

に

は

例

外

が

あ

る

。

だ

か

ら

質

化

と

普

通

の

照

明

が

相

首

の

見

物

λ

の

心

の

中

に

建

物

を

印

象

づ

け

る

事

が

川

来

る

。

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

の

ヱ

ン

パ

イ

ヤ

・

ス

テ

ー

ト

・

ピ

ル

の

梅

光

照

明

は

非

常

に

勝

れ

て

ゐ

る

。

建

築

そ

の

も

の

L

体

大

な

る

事

に

加

へ

て

二

つ

の

製

業

が

此

の

建

物

を

有

名

な

ら

し

め

た

。

右

の

要

素

の

第

一

の

も

の

は

七

・

八

日

間

行

は

れ

た

突

飛

な

縦

光

開

明

で

あ

り

、

第

二

は

線

本

的

に

異

っ

た

方

法

で

L

n

u

 

ピ

牧

.

ム

』

t

p

 

-

喝ハ

w

デ

凶

J

。

，
、

ト

ム

"

也

l

見

へ

一

ら

見

ヤ

か

に

イ

路

平

バ

街

は

ム

権

忽

v

-

の

大

、

』

ノr
‘
、

現

在

向

行

れ

つ

L

あ

る

永

久

的

縦

允

照

明

で

ゐ

ろ

。

此

の

突

飛

た

附

…

明

は

十

月

に

行

は

れ

日

川

新

聞

の

-m三

十

五

組

年

紀

念

の

た

め

行

は

れ

た

も

の

で

あ

る

。

そ

れ

は

仰

論

人

々

の

闘

心

を

エ

ン

パ

イ

ャ

・

ピ

ル

K

向

け

る

に

非

常

に

役

立

っ

た

。

そ

し

て

い和

聞

に

釘

し

て

と

同

様

に

建

物

K

劃

し

で

も

山

告

的

償

帆

を

生

じ

た

。

此

の

突

飛

な

る

照

光

に

つ

き

少

し

辿

ベ

る

必

要

が

あ

る

。

此

の

ピ

ル

は

入

手

で

作

ら

れ

た

川
崎

も

高

厨

な

も

の

で

給

路

面

か

ら

千

二

百

四

十

八

吠

あ

る

。

此

の

高

さ

の

凡

そ

六

分

ノ

一

は

塔

に

友

つ

て

ゐ

る

。

突

飛

な

照

明

と

は

即

ち

ヰ

が

悲

…

汽

に

よ

り

包

ま

れ

・

斯

く

し

て

生

じ

た

る

霧

が

電

飾

さ

れ

る

と

と

で

あ

る

。

亦

の

光

線

が

川

ひ

ら

れ

た

か

ら

非

常

友

る

紡

川

市

を

招

致

し

た

，

新

聞

紙

で

は

ワ

イ

/

¥

と

書

き

立

て

た

J

非

常

に

反

射

す

る

光

線

が

昨

夜

八

時

ヱ

ン

パ

イ

ヤ

・

ピ

ル

の

塔

か

ら

瑳

散

さ

れ

た

。

三

高

ワ

ッ

ト

以

上

の

光

線

が

用

ひ

ら

れ

た

か

ら

蝋

燭

・

な

ら

ば

二

千

五

百

高

本

必

要

た

識

だ

。

そ

し

て

ヱ

ン

パ

イ

ャ

・

ピ

ル

は

五

哩

四

方

か

ら

眺

め

ら

れ

た

。

照

明

方

法

は

ゼ

ネ

ラ

ル

・

エ

レ

ク

ト

リ

ッ

ク

合

枇

の

ロ

パ

l

ト

・

ク

リ

ス

デ

ル

除

替

の

下

に

行

は

れ

た

。

使

用

さ

れ

て

ゐ

る

装

置

は

来

日
黙

の

噴

泉

と

ヰ

そ

の

も

の

に

亦

い

光

糾

の

流

れ

を

花

ぐ

特

別

製

の

レ

ン

ズ

を

持

っ

て

ゐ

る

ヱ

l

ャ

・

ポ

I

ト

の

光

線

に

よ

り

て

出

来

て

ゐ

る

u

そ

し

て

と

の

装

置

が

八

例

あ

る

o

|

|

l

(

完

γ

l

l

M

J

カ

ゴ

・

リ

ソ

ド

パ

l

p

・

ピ

l

コ

y

二

十

殴

燭

光

ハ

リ

光

。

勿

論

川

界

最

大

で

あ

る

。
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建

物

に

封

ず

る

日

光

決

定

の

一

捷

法

本

研

究

の

目

的

は

夜

来

の

建

築

物

の

陰

影

の

描

き

ト

々

に

情

れ

て

ゐ

る

人

な

ら

誰

で

も

容

易

に

且

迅

速

に

日

光

の

僻

析

が

注

さ

れ

る

慌

に

.

必

喪

た

天

文

製

的

事

官

を

提

供

し

・

且

つ

そ

れ

の

利

用

に

封

す

る

指

示

を

則

へ

ん

と

す

る

に

あ

る

。卒

ド

剛

附

、

立

断

刷

.

及

断

面

闘

に

於

て

.

一

日

一
太

陽

か

ら

の

光

糾

の

角

度

が

決

定

さ

れ

た

な

ら

ば

、

或

る

特

定

の

日

.

時

に

針

す

る

影

を

描

く

問

題

は

ホ

米

の

建

築

物

の

陰

影

を

柿

く

問

題

と

全

く

同

じ

で

あ

る

。

唯

一

つ

の

発

異

は

、

慣

用

の

阿

十

五

度

の

角

度

の

代

り

に

山

県

へ

ら

れ

た

角

度

が

使

則

さ

れ

る

正

で

あ

る

ベ

任

意

の

m
一へ

ら

れ

た

角

度

に

合

さ

れ

得

る

数

例

の

調

松

山

川

来

る

三

品

川

定

規

b

t

使

用

す

れ

ば

、

製

闘

の

機

構

を

此

の

事

賞

が

複

雑

に

す

る

の

を

・

防

げ

る

で

あ

ら

う

)

太

陽

同

か

ら

、

卒

商

岡

、

立

商

聞

及

断

商

附

に

於

け

る

光

線

の

角

度

は

、

迅

速

に

、

北

緯

B

O

K

劃

す

る

名

宝

森

八

刀

秩

分

及

夏

互

の

任

意

の

等

し

い

時

間

に

封

し

て

決

定

さ

れ

得

る

。

此

の

待

度

は

↓

へ

鰭

ボ

ス

ト

ン

、

ク

リ

l

ヴ

ラ

ン

ド

、

シ

カ

ゴ

及

オ

マ

ハ

の

そ

れ

で

あ

っ

て

、

凡

ゆ

る

通

常

の

目

的

に

封

し

て

は

、

合

衆

園

の

北

部

の

代

表

と

見

て

よ

い

。

冬

至

は

一

年

中

の

最

短

目

で

・

且

部

端

な

ん

少

の

似

態

を

代

表

す

る

。

然

し

乍

ら

一

年

の

中

で

そ

の

頃

は

太

陽

の

位

置

の

密

化

が

斜

め

て

徐

々

で

あ

る

儒

K

.

(

同

十

三

一

只

の

川

を

見

よ

〉

其

け

の

以

態

は

各

の

始

の

代

表

と

罰

倣

し

て

よ

い

ο

同

様

の

理

山

に

よ

り

、

夏

至

の

似

態

は

‘

夏

の

始

の

代

表

と

若

徹

さ

れ

得

る

つ

春

の

始

や

秋

の

始

の

閉

は

太

陽

の

枕

置

の

持変

化

の

削

A

け

は

非

常

に

迅

辿

で

あ

る

が

春

分

秋

分

は

そ

の

期

間

の

中

頃

に

量

り

そ

れ

等

の

代

表

と

宥

倣

し

て

よ

い

心

一

人

の

槻

洲

者

に

闘

す

る

太

陽

の

蓮

行

を

一

不

さ

ん

と

す

る

に

は

‘

世

界

を

詰

槻

洲

者

を

中

心

に

し

た

一

つ

の

平

た

い

闘

と

考

へ

、

叉

天

然

は

府

「

球

間

げ

も

地

球

此

位

一

寸

の

地

貼

よ

り

東

に

各

一

度

毎

に

太

陽

時

は

棋

雄

一

・

時

よ

り

4

分

遅

く

・

且

標

準

時

は

太

陽

時

よ

り

4

分

早

い

。

此

等

の

地

貼

よ

り

西

に

各

一

度

毎

に

、

太

陽

時

は

棋

準

時

よ

り

4

分

早

〈

、

且

標

準

時

ぽ

太

陽

時

よ

り

品

分

遅

い

。

ホ

ワ

1

ド

・

テ

ィ

・

フ

ィ

ツ

シ

ャ

l

を

種

っ

て

置

か

れ

た

伏

せ

ら

れ

た

盤

と

考

へ

、

そ

し

て

其

等

は

純

で

ぐ

る

り

地

卒

綿

に

於

て

一

致

す

る

と

考

へ

る

の

が

肢

も

好

都

合

な

事

が

見

州

さ

れ

た

。

添

付

の

太

防

刷

に

於

て

地

球

及

天

宇

晃

が

卒

ぃ

問

時

限

，

仲

均

等

が

上

か

ら

見

下

し

た

場

合

見

へ

る

だ

ら

う

椴

に

一
不

さ

れ

て

ゐ

る

。

放

射

糾

は

制

測

者

に

針

す

る

太

陽

の

位

置

を

一

時

間

の

間

隔

で

示

し

て

ゐ

る

ο

方

作

品

川

即

ち

太

陽

が

巳

県

南

か

ら

東

叉

は

間

に

あ

る

度

数

と

緯

度

即

ち

太

陽

が

地

平

線

上

に

あ

る

度

数

と

に

よ

り

、

太

陽

の

正

雌

な

机

世

が

決

定

さ

れ

る
。

凶

に

興

へ

ら

れ

て

ゐ

る

時

刻

は

標

準

・

時

と

は

出

十

・

時

間

枠

異

る

と

と

の

あ

る

太

陽

時

で

あ

る

噌

此

の

設

が

重

大

で

あ

る

所

で

は

太

陽

時

は

容

易

に

棋

準

時

に

鐙

換

さ

れ

得

る

し ち

て グ 太

は リ 陽

同 l 時

一 ニ と

で ツ 棋

あ チ 準

る の 時

。 西 と

7! ) は

!i 0
0

次

]  05。の

120、経

i亡 度

封 即

何

等

か

の

理

由

に

よ

り

認

に

興

へ

ら

れ

た

太

陽

凶

か

ら

得

ら

れ

得

る

よ

り

も

更

に

精

確

友

紡

巣

が

必

要

と

さ

れ

る

所

で

は

、

建

築

家

は

下

に

迷

べ

ら

れ

る

方

法

に

よ

っ

て

任

を

の

興

へ

ら

れ

た

局

所

に

到

す

る

任

意

に

興

へ

ら

れ

た

時

聞

に

於

け

る

太

陽

の

疋

確

な

位

置

を

算

出

す

る

と

と

が

州

市

味

・

る

。

此

の

操

作

は

海

上

で

舶

の

枕

置

が

決

定

せ

ら

れ

る

操

作

と

同

様

で

あ

る

。

あ

る

場

合

に

は

太

陽

の

何

世

と

日

時

が

知

ら

れ

て

肘

り

・

所

在

地

劉

の

決

定

が

要

求

せ

ら

れ

、

他

の

場

合

に

は

所

在

地

貼

と

日

時

が

低

知

で

、

太

陽

の

位

置

が

要

求

せ

ら

れ

る

。
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0

N.

ーー

合

太

陽

は

東

北

の

方

向

か

ら

昇

り

、

西

北

に

於

け

る

之

と

封

臨

せ

る

位

置

に

淡

す

る

。

太

陽

は

、

午

前

八

時

数

分

前

に

な

っ

て

始

め

て

真

東

の

黙

を

南

へ

過

り

午

後

四

時

数

分

過

に

友

っ

て

始

め

て

真

西

の

鈷

を

北

へ

過

る

。

太

陽

は

地

卒

線

上

に

十

五

時

間

見

え

る

口

そ

の

時

間

の

中

太

陽

は

約

れ

・

時

間

正

し

く

東

西

κ
配

置

さ

れ

た

建

物

の

北

の

面

を

照

ら

し

、

鳥

時

間

南

の

函

を

照

ら

す

で

あ

ら

う

。

正

午

に

於

て

は

、

太

陽

は

、

水

平

線

上

ル

の

高

度

で

あ

る

か

ら

、

殆

ど

頭

上

に

あ

る

。

太

陽

は

一

日

の

中

初

頃

と

終

頃

は

一

時

間

に

つ

き

V

乃

至

叩

過

る

の

に

封

し

て

‘

克

午

の

雨

側

の

各

時

間

中

は

W

過

る

。

凡

そ

僅

に

山

口
何

時

間

の

聞

に

・

太

陽

は

遁

k

東

南

か

ら

西

南

へ

過

る

の

で

あ

る

そ

の

結

果

、

夏

至

に

於

て

は

一

町

民

の

方

立

を

有

す

る

南

の

窓

に

よ

っ

て

は

東

南

叉

は

西

南

の

窓

に

よ

り

入

れ

ら

る

日

光

の

量

の

占

足

ら

や

又

東

又

は

西

の

窓

に

よ

り

入

れ

ら

れ

る

量

の

a

E

込

ら

歩

が

入

れ

ら

れ

る

の

で

あ

る

G

東

南

又

は

西

南

の

窓

で

す

ら

東

北

又

は

西

北

の

窓

に

よ

り

入

れ

ら

れ

る

日

光

の

量

の

僅

に

凡

そ

号

し

か

入

れ

な

い
。
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合

太

陽

は

民

衆

か

ら

昇

り

、

質

問

に

浸

す

る

c

午

前

十

時

数

分

前

に

太

陽

は

.

東

南

鈷

を

南

へ

過

り

午

後

二

時

数

分

過

に

丙

南

駄

を

北

へ

過

る

。

太

陽

は

地

卒

線

上

に

十

二

時

間

見

え

る

つ

そ

の

時

間

巾

太

陽

は

、

正

し

〈

東

西

に

配

置

さ

れ

た

建

物

の

南

耐

を

附

ら

す

で

あ

ら

う

(

北

面

を

は

少

し

も

照

ら

さ

な

い

で

あ

ら

う

J

正

午

に

は

太

陽

は

、

次

卒

綿

上

伊

の

高

度

に

あ

る

。

一

日

の

中

の

異

っ

た

時

到

に

於

け

る

一

時

間

毎

に

過

る

方

位

角

の

度

数

の

来

同

市

(

は

夏

至

に

於

け

る

よ

り

は

遁

K

目

立

た

-

な

い

。

一

年

の

中

此

の

時

は

東

南

及

凶

南

の

窓

が

大

部

分

の

日

光

を

入

れ

る

束

、

問

、

及

南

の

窓

は

総

て

略

々

一

等

円

官

、

即

ち

山

抗

出

又

は

西

南

の

窓

の

約

s

z

だ

け

の

荒

を

入

れ

る

。

東

北

又

は

西

北

の

窓

は

唯

朝

早

く

か

叉

は

午

後

遅

く

の

日

光

の

僅

た

量

を

入

れ

る

の

み

で

る

る

d
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合

太

陽

は

以

南

方

向

か

ら

昇

り

州

市

の

制

限

方

向

に

淡

す

る

。

午

前

り

時

今

少

し

前

に

太

陽

は

以

南

附

却

を

市

へ

過

り

午

後

3

時

少

し

後

に

閉

山

肌

を

北

へ

過

る

。

太

陽

は

水

平

糾

上

に

僅

に

9

時

間

見

え

る

だ

け

で

あ

る

c

建

物

の

北

の

耐

を

ば

全

然

的

ら

さ

や

僅

に

京

北

岡

を

日

川

市

一

後

又

は

阿

北

断

を

日

撹

直

前

一

時

山

と

一

寸

附

ら

す

に

過

.
8

な

い

。

正

午

K

於

て

は

太

陽

は

水

平

線

上

位

に

同

日

。

の

高

度

だ

か

ら

非

常

に

低

い

。

毎

時

過

る

方

位

角

の

度

数

民

よ

り

洲

ら

れ

た

そ

れ

の

運

行

泌

度

は

一

日

中

ほ

ん

の

僅

し

か

異

ら

な

い

。

一

年

中

で

此

の

時

は

南

の

窓

は

断

然

大

部

分

の

円

光

を

、

即

ち

点

十

川

又

は

阿

南

の

窓

の

同

一阜

の

約

一

山

知

学

を

、

又

東

叉

は

凶

の

窓

の

回

一品

の

叫

似

以

上

を

入

れ

る

J

東

北

叉

は

凶

北

の

窓

に

よ

っ

て

は

少

し

も

日

光

が

入

れ

ら

れ

な

い

で

あ

ら

う

。

何

故

な

ら

一

吠

の

方

立

が

恨

定

さ

れ

て

あ

る

か

ら

。
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日

光

国

の

使

用

法

例

卒

商

圏

及

び

立

面

圃

に

於

け

る

陰

影

問

題

L

字

形

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

が

北

緯

四

十

二

度

の

地

鈷

に

興

へ

ら

れ

た

方

位

を

以

て

配

世

さ

れ

て

ゐ

る

と

仮

定

し

冬

至

に

於

け

る

太

陽

時

午

後

一

時

に

突

山

内

異

に

よ

り

投

ぜ

ら

る

L

陰

影

を

求

め

よ

。

解

答
一

、

冬

至

の

太

陽

園

を

切

抜

き

、

そ

れ

を

そ

れ

の

羅

針

結

が

建

物

の

方

位

と

合

致

す

る

桜

K

闘

一

山

の

上

に

世

け

。

一

一

・

太

陽

凶

の

午

後

一

時

の

線

と

卒

行

に

一

国

税

A

C

を

油

・

1

の

長

さ

に

引

け

。

と

れ

が

卒

一白

川

に

於

け

る

光

糾

の

方

向

を

示

す

。

ri 
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三

.

卒

一

幽

凶

に

於

け

る

建

物

の

溢

に

※

卒

行

に

直

線

A

B

.

B

C

、

C

D

及

び

D

A

を

引

け

J

四
、

C

貼

(

太

陽

が

そ

れ

K

向

っ

て

山

川

…

射

す

る

所

の

市

一

料

A

C

の

末

端

)

よ

り

A

C

糾

に

封

し

、

午

後

一

時

の

太

陽

の

高

度

に

等

し

い

角

度

即

ち

二

十

三

度

の

角

度

を

以

て

芭

'

V

m

を

引

け

。

五

、

A

結

(

A

C

紘

の

端

で

そ

と

か

ら

太

陽

が

附

射

す

る

貼

)

か

ら

A

C

綿

花

針

し

直

角

に

直

線

n

を

引

き

、

直

線

m

と

交

は

ら

し

め

よ

。

六

、

立

両

凶

に

直

線

B

C

を

引

き

、

断

面

刷

に

直

線

D

C

を

引

け

。

七
、

立

副

附

に

也

綿

B

F

及

び

C

G

を

断

副

凶

に

ト

山

一

仙

川

口

H

及

び

C

G

を

、

何

れ

も

市

一

糾

n

と

同

じ

長

さ

に

丞

ぃ

山

一

K

引

け

。

八

、

直

糾

B

C

と

卒

行

K

直

線

F

G

を

ス

D

C

に

卒

行

K

H

G

を

引

け

九

、

前

一

線

F

.
し

を

引

け

。

と

の

い

位

叫

が

文

而

刷

に

於

け

る

味

線

の

方

向

を

一
不

す

。

十

.

直

線

H

C

を

引

け

。

と

の

直

線

が

断

面

倒

に

於

け

る

光

線

の

方

向

を

示

す

。

十

一

、

卒

閉

園

、

立

商

刷

及

び

断

刷

凶

K

於

け

る

光

線

。の

方

向

が

判

っ

た

か

ら

・

普

通

の

陰

影

を

描

く

に

用

ひ

ら

れ

る

と

同

じ

方

法

に

よ

っ

て

建

物

の

上

k

q一
む

陰

影

を

描

く

棋

に

せ

よ

。

以

上

の

方

法

は

建

物

の

形

以

、

方

作

及

び

一

日

中

の

時

刻

一

年

中

の

季

節

に

閥

係

た

く

使

刷

出

来

る

も

の

で

る

る

。

窓

か

ら

入

れ

ら

れ

る

日

光

又

は

一

つ

の

建

物

に

よ

り

他

の

建

物

に

投

ぜ

ら

れ

る

肢

を

見

出

す

如

き

問

題

も

同

様

の

方

法

に

よ

り

之

と

同

程

度

の

容

易

さ

で

再

局

さ

れ

得

る

。

※

建

物

の

溢

が

互

に

市

一

角

で

な

い

所

で

は

影

が

そ

の

上

K

投

ぜ

ら

る

h

所

の

建

物

の

主

要

回

K

卒

行

と

直

角

に

該

直

緋

を

引

け

。

例

等

角

投

象

ハ

H

m

。

属

開

-

E

H

H

。

】

V

J

開
。

ー

L

『

岡

山

の

目

。

属

)

に

於

け

る

陰

影
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問

題

一

つ

の

L

字

形

の

建

物

が

北

緯

五

十

二

度

の

地

知

K

於

て

奥

へ

ら

れ

た

方

伐

を

以

て

配

置

さ

れ

て

ゐ

る

と

仮

定

し

、

b

h

J

至

に

於

け

る

太

陽

時

午

後

一

時

K

突

出

翼

に

よ

り

投

ぜ

ら

る

L

影

を

見

附

せ

。

解

答

置

け

。

二

.

大

陽

凶

の

午

後

一

時

の

糾

と

卒

行

に

出

紘

A

C

を

油

立

の

長

さ

に

引

け

。

と

れ

が

卒

商

闘

に

於

け

る

光

棋

の

方

向

を

一
不

す

。

一

、

冬

至

の

太

陽

闘

を

切

抜

き

‘

そ

れ

を

そ

れ

の

緑

針

結

が

建

物

の

方

位

と

合

致

す

る

様

K

固

商

の

上

に

三

、

平

岡

闘

K

於

け

る

建

物

の

漣

と

※

平

行

に

直

線

A

B

、

B

C

、

C

D

及

び

D

A

を

引

け

。

問
、

C

貼

(

太

陽

が

そ

れ

に

向

っ

て

照

射

す

る

所

の

直

糾

A

C

の

末

端

)

か

ら

A

C

線

に

針

し

・

午

後

一

時

の

太

陽

の

高

度

に

等

し

い

向

山

即

ち

二

十

三

度

の

角

度

を

以

て

出

線

m

を

引

け

。

五

、

A

貼

(

A

C

糾

の

端

で

そ

と

か

ら

太

陽

が

照

射

す

る

粘

)

か

ら

八

C

紘

に

釘

し

直

角

に

直

線

n

を

引

き

.

直

線

m

と

交

は

ら

し

め

よ

。

六

、

出

線

A

E

・

B

F

、

C

G

1

A
び

D

H

を

直

線

n

と

等

し

い

長

さ

に

課

一
一
山

一

に

引

け

ω

七
‘

A

B

と

平

行

に

E

F

を

・

B

C

と

平

行

K

F

G

を

.

C

D

と

平

行

に

G

H

を

・

A

D

と

卒

行

K

E

H

を

引

け

。

八

、

出

料

E

C

を

引

け

。

と

れ

が

即

ち

等

品

川

投

象

に

於

け

る

民

の

光

糾

の

方

向

を

一

不

す

も

の

で

あ

る

ο

丸
、

一

息

料

F

C

を

引

け

。

と

れ

が

即

ち

建

物

の

F

岡

国

の

卒

而

に

於

け

る

等

角

投

象

で

表

し

た

光

紘

の

方

向

を

表

は

す

も

の

で

あ

る

J

十

、

出

制

H

C

を

引

け

。

と

れ

が

建

物

の

側

面

闘

の

卒

耐

に

於

け

る

等

角

投

後

で

表

し

た

光

線

の

方

向

を

表

す

も

η

で

あ

る

。

十

一

、

卒

商

附

及

び

ま

商

闘

に

於

け

る

等

角

投

象

で

表

し

た

光

線

の

方

向

を

知

っ

た

か

ら

、

普

通

の

陰

影

を

怖

く

に

川

ひ

ら

れ

る

と

同

じ

方

法

に

よ

っ

て

建

物

の

上

に

些

む

陰

影

を

描

く

様

に

せ

よ

。

以

上

の

方

法

は

建

物

の

形

欣

‘

力

作

.

一

円

中

の

時

刻

又

は

一

年

中

の

季

節

に

閥

係

な

く

使

川

出

米

る

も

の

で

る

る

。

(

卒

町

凶

が

歪

め

ら

れ

て

ゐ

・な

い

限

り

‘

唯

一

寸

角

投

象

同

宣

識

く

に

は

勝

手

な

紫

む

角

度

が

使

は

れ

て

業

支

へ

な

い

)

等

角

投

象

を

使

川

す

れ

ば

全

陰

影

が

一

つ

の

刷

簡

に

示

さ

れ

‘

結

川

ボ

が

判

っ

き

り

と

理

解

出

来

る

。

一

見

し

た

と

と

ろ

は

前

法

よ

り

複

雑

な

級

で

あ

る

が

・従

際

は

等

角

投

象

闘

に

影

を

つ

け

る

と

と

は

.

平

岡

闘

及

び

立

面

闘

に

於

け

る

光

線

に

加

ふ

る

に

員

の

光

棋

が

利

川

さ

れ

得

る

か

ら

一

唐

簡

単

で

あ

る

。

※

建

物

の

溢

が

互

に

直

角

で

な

い

所

で

は

影

が

そ

の

上

に

投

ぜ

ら

る

L

所

の

建

物

の

主

要

耐

K

卒

行

と

出

向

に

直

線

を

引

け

。
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日

光

の

解

析

此

佐

一
寸
の

同

表

は

上

越

の

諸

例

K

於

て

仮

定

さ

れ

た

と

同

じ

L

字

型

建

物

に

到

す

る

代

表

的

な

円

光

解

析

を

一
不

す

。

上

聞

は

一

年

中

で

最

も

日

が

永

い

夏

至

〈

大

悟

六

月

什

一

日

頃

)

の

欣

態

を

一

不

す

。

と

れ

は

初

夏

の

代

表

と

考

へ

ら

れ

る

。

建

物

の

全

両

が

充

分

日

光

を

受

け

る

。

最

小

世

を

交

け

る

川

北

町

は

此

大

荒

を

交

け

る

以

市

町

の

3

を

受

け

る

。

西

市

町

は

午

前

十

一

時

か

ら

午

後

七

時

三

十

分

K

於

け

る

日

夜

時

迄

の

太

陽

に

よ

り

暑

い

円

巾

及

午

後

の

日

光

を

多

荒

に

受

け

る

J

南

方

に

突

附

し

た

翼

は

建

物

の

主

開

卜

一

に

ほ

ん

の

僅

な

影

を

し

か

投

ぜ

や

E

窓

か

ら

極

く

微

量

の

日

光

を

遮

る

の

み

で

あ

る

。

-

プ

レ

1

ス

は

午

前

十

一

時

以

前

に

は

日

を

一

杯

K

受

け

る

が

‘

午

後

四

時

十

五

分

以

後

は

今

く

影

に

な

る

c

中

央

凶

は

春

分

(

三

月

廿

一

日

頃

、

及

び

秋

八

刀

〔

丸

月

廿

一

日

頃

)

の

欣

態

を

示

す

。

と

れ

は

森

の

始

及

び

秋

の

始

の

と

ろ

の

代

表

と

考

へ

ら

れ

る

。

今

や

建

物

の

北

面

は

南

-

耐

の

約

牛

分

し

か

日

光

を

受

け

友

い

。

中

東

南

商

は

依

然

と

し

て

最

大

量

の

日

光

を

受

け

・

西

山

商

は

依

然

多

予

.
の

日

中

及

び

午

後

の

暖

い

日

光

を

受

け

る

。

南

へ

突

出

し

た

翼

は

今

や

建

物

の

主

慢

上

に

以

前

よ

り

多

量

の

影

を

投

十

る

。

此

の

廷

は

午

後

一

時

迄

に

左

下

の

窓

か

ら

日

光

の

大

部

分

を

遮

っ

て

来

た

が

+
相

手

の

窓

は

影

響

さ

れ

友

ν
。

デ

レ

l

ス

は

午

前

十

時

十

五

分

迄

は

全

然

日

防

に

あ

り

、

約

午

後

四

時

十

五

分

以

後

は

全

然

影

K

な

る

J

下

闘

は

一

年

中

で

最

も

日

の

短

い

冬

至

(

約

十

二

月

二

十

一

日

頃

〉

の

欣

態

を

一

示

す

。

之

は

各

ω
始

の

代

表

と

考

へ

ら

れ

る

。

東

北

面

は

依

然

二

時

間

許

り

早

朝

の

日

光

を

受

け

る

U

然

し

西

北

部

は

午

後

の

日

光

を

僅

か

品

十

時

間

程

受

け

る

だ

け

で

あ

る

J

突

川

契

の

以

南

商

は

総
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N.  

計

九

時

間

の

中

か

ら

八

時

間

今

、

叉

阿

南

町

は

七

時

間

日

光

を

受

け

得

る

。

南

方

へ

突

川

し

た

翼

は

今

や

建

物

の

主

関

上

に

大

き

な

影

を

投

や

る

。

此

の

諜

は

正

午

迄

に

事

宜

上

全

日

光

を

左

下

の

窓

か

ら

遮

っ

た

。

午

後

二

時

(

頃

)

迄

に

布

下

の

窓

か

ら

日

光

を

遮

り

始

め

た

。

午

後

三

時

迄

に

は

右

下

の

窓

及

び

た

上

の

窓

も

全

く

彬

に

な

る

。

午

後

凶

時

迄

に

は

右

上

の

窓

は

大

部

分

影

に

な

る

が

然

し

太

陽

は

午

後

四

時

半

-
K

沈

む

か

ら

と

の

場

合

に

は

僅

か

し

か

日

光

の

損

失

は

た

い

。

テ

レ

1

ス

は

午

前

九

時

午

前

に

は

全

然

日

陽

に

あ

り

、

午

後

四

時

を

泊

ま

る

と

全

部

影

に

友

る

。
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一

日

に

つ

い

て

の

日

照

時

間

上

の

連

制

山

総

は

北

総

何

十

二

度

の

地

貼

に

於

け

る

、

一

年

中

の

一

日

に

つ

い

て

の

理

論

上

の

日

開

時

散

の

鱈

一

化

を

一
示

す

。

五

月

二

十

一

日

か

ら

七

月

二

十

一

日

迄

は

、

一

日

は

殆

ど

同

じ

長

さ

で

僅

民

約

十

附

時

間

牛

か

ら

十

冗

時

間

迄

鐙

化

す

る

。

同

様

の

似

態

が

十

一

月

什

一

日

か

ら

一

月

什

-

円

ま

で

存

す

る

，

鑓

化

は

刊

に

一

日

に

つ

き

9

時

山

か

ら

大

約

9

時

間

牛

迄

の

間

で

あ

る

。

初

秋

(

八

月

二

十

一

円

か

ら

十

月

二

十

一

日

迄

)

及

び

叩

蒋

(

二

月

二

十

一

日

か

ら

同

月

二

十

-

日

迄

)

に

於

て

は
、

経

化

の

速

度

は

非

常

に

念

速

で

そ

の

鐙

化

は

大

約

一

日

に

つ

き

十

時

間

宇

か

ら

臨

時

間

迄

の

問

で

あ

る

u

下

の

州

制

は

三

大

都

市

(

=
ュ

1

ヨ

1

夕

、

シ

カ

ゴ

、

デ

ト

ロ

イ

ト

}

に

針

し

て

気

象

誌

制

洲

者

に

よ

り

詑

鈍

さ

れ

た

宜

際

の

日

間

時

間

の

一

年

を

…

辿

じ

て

の

卒

均

時

間

を

一

不

す

0

.室

、

議

、

等

の

震

に

一

年

中

で

全

理

論

的

日

間

…

の

同

%

を

一

寸

超

し

た

制

が

地

上

に

到

達

す

る

に

過

ぎ

友

ぃ
。

セ

月

に

シ

カ

ゴ

は

会

理

論

的

日

間

の

η

%

即

ち

一

日

に

つ

き

卒

均

約

川

時

聞

を

受

け

る

。

然

る

に

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

は

七

月

に

M

%

を

・

即

ち

シ

カ

ゴ

よ

り

一

日

に

つ

き

一

時

間

以

上

円

を

受

け

る

ε
が

少

い

。

十

二

月

K

は

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

は

全

理

論

的
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日

附

…

の

日

%

を

即

ち

卒

均

一

日

に

つ

き

約

供

時

川

を

受

け

る

然

る

に

デ

ト

ロ

イ

ト

は

十

二

月

民

日

%

を

即

ち

一

日

に

つ

き

卒

均

れ

時

間

一

寸

の

飴

日

を

受

け

る

の

み

で

あ

る

。

日

光

と

温

度

と

の

閤

係

上

の

辿

統

的

糾

は

前

の

凶

に

一

不

さ

れ

た

も

の

と

同

じ

も

の

で

あ

る

U

然

し

と

の

刷

で

は

日

間

時

間

を

一
不

す

の

み

な

ら

や

災

に

北

料

開

十

二

度

の

地

附

加

に

於

て

、

一

年

中

を

通

じ

て

の

正

午

m

t

太

陽

の

高

度

の

鑓

化

を

も

示

し

て

ゐ

る

口

五

月

二

十

一

日

か

ら

七

月

二

十

一

円

迄

の

間

で

は

、

太

陽

の

向

度

は

僅

か

ご

一

四

度

し

か

鑓

ら

友

い

が

八

月

二

十

一

日

か

ら

十

月

二

十

一

日

迄

の

問

械

の

期

間

で

は

約

二

十

六

度

鐙

化

す

る

。

下

部

の

州

紘

は

三

大

都

市

に

針

す

る

卒

均

淑

皮

を

一
示

す

。

興

味

あ

る

と

と

K

は

此

等

の

州

秘

の

紙

大

貼

と

桜

小

結

と

は

上

の

太

陽

曲

線

の

倒

L

へ

貼

及

極

小

結

よ

り

約

一

ヶ

月

遅

れ

℃

起

る

o

機

一守

す

れ

ば

此

等

の

都

市

が

代

表

す

る

地

方

氏

於

て

は

‘

円

以

も

以

引

い

h
m

候

は

太

陽

が

紋

高

で

日

が

最

長

の

時

に

は

起

ら

な

い

で

・

約

一

月

程

遅

れ

て

起

る

。

同

椋

K

最

も

袋

一

い

気

候

は

太

陽

が

段

低

で

円

が

此

短

の

時

に

は

起

ら

な

く

て

、

そ

れ

か

ら

約

一

ヶ

川

後

に

来

る

の

で

る

る

。
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任

意

の

興

へ

ら

れ

た

時

反

所

に

劃

す

る

太

陽

の

位

置

を

見

出

す

方

法

と

れ

に

は

次

の

二

つ

の

参

考

書

が

入

用

で

あ

る

。

一

、

叶

ケ

巾

m

z

B

5

2

F

S

O

O門

司

O
丘

a

z

o
ロ

。

町

内

O

W

Z

U

H

回

O
門

出

何

回

と

れ

は

ア

メ

リ

カ

梅

箪

水

路

部

刊

行

物

第

二

百

三

蹴

で

出

て

居

る

か

ら

・

同

部

へ

申

込

め

ば

手

に

入

る

。

二

、

H

r

o

〉

g

m
ユ
口

白
ロ

z
z
z
n曲

目

〉

】

ヨ

自

白

の

と

れ

は

ア

メ

リ

カ

政

府

印

刷

品

へ

申

込

め

ば

千

に

入

る

。

問

題

十

二

月

二

十

一

日

杭

準

時

午

前

十

時

に

於

け

る

=
ュ

l

オ

ル

リ

ヤ

ン

ス

(

北

緯

三

十

度

)

に

針

す

る

太

陽

の

方

作

角

及

び

市

民

を

凡

山

せ

っ

解

答
一

、

加

地

十

時

間

を

円

光

時

聞

に

換

算

せ

よ

。

ニ

ュ

l

オ

ル

リ

ヤ

ン

ス

は

西

経

九

十

度

の

地

駄

に

あ

る

か

ら

太

陽

時

と

棋

準

時

と

は

と

の

場

合

同

一

で

あ

る

。

二

、

Z

E
同

町

n

t

〉

-

B
山

口
白
の

一

九

コ

二

年

版

の

第

二

十

九

頁

K

於

て

「

十

二

月

廿

一

日

の

日

赤

緋

」

を

見

出

せ

(

絶

針

正

雌

と

い

ふ

と

と

は

此

場

A

n

必

要

で

な

い

か

ら

、

グ

リ

ー

ン

=

イ

ツ

チ

常

用

時

か

ら

の

偏

会

以

時

糸

は

無

脱

し

て

発

し

支

へ

な

い

)

長

近

似

の

完

数

度

を

読

め

ば

日

赤

緋

は

マ

イ

ナ

ス

二

十

ご一

度

に

等

し

い

。

と

の

マ

イ

ナ

ス

は

赤

粋

が

市

で

あ

る

ξ

を

示

す

。

若

し

プ

ラ

ス

で

あ

れ

ば

赤

枠

が

北

で

あ

っ

た

事

を

意

味

し

た

の

で

b

る
。

此

場

合

地

貼

(

ニ

ュ

1

オ

ル

リ

ヤ

ン

ス

)

の

緋

度

は

北

叫粋

で

あ

り

、

日

赤

緋

は

市

で

あ

る

か

ら

、

日

亦

緯

は

料

皮

と

は

逆

の

名

の

亦

縦

で

あ

る

υ

若

し

両

者

が

北

ハ

に

市

又

は

北

で

る

れ

ば

.

そ

れ

は

『

緯

度

と

同

じ

名

の

赤

緯

』

と

な

る

で

あ

ら

う

。

三

.

次

ぎ

に

時

角

即

ち

午

前

十

時

が

疋

午

か

ら

陥

っ

て

ゐ

る

時

分

の

搬

を

算

出

せ

よ

。

と

の

場

合

時

品

川

は

二

時

間

本

八

刀

に

等

し

い

。

問

、

ω

z

g

B

q

ピ

ロ

0

0

同

町

O

弘

氏

。

ロ

中

一

良

六

五

三

か

ら

頁

六

五

九

に

わ

た

る

『

緯

度

三

十

度

、

一
緯

度

と

逆

の

名

の

赤

緯

』

と

題

す

る

表

が

見

附

さ

れ

る

だ

ら

う

。

頁

六

百

五

十

八

の

『

二

十

三

度

』

(

日

赤

緋

で

あ

る

)

と

い

ふ

小

見

出

し

の

部

分

第

一

行

自

に

一

時

間

五

十

七

分

O

六

秒

の

時

角

を

有

す

る

例

を

見

出

せ

。

と

れ

は

所

要

の

昨

品

川

二

時

間

一本

秒

に

故

も

近

い

も

の

で

あ

る

。

次

に

同

引

の

昨

怖

に

「

買

の

高

度

』

と

題

す

る

行

に

於

て

太

防

の

両

度

即

ち

三

十

度

が

出

接

読

ま

れ

得

る

。

太

陽

の

方

枕

角

即

ち

】

お
・

1

が

十

相

手

に

「

方

牧

内

」

と

見

出

し

を

つ

け

た

第

三

行

に

於

て

読

ま

れ

得

る

ν

r

丸

、

方

枕

品

川

は

此

等

の

去

に

則

へ

ら

れ

て

ゐ

る

様

に

丘

北

の

貼

か

ら

測

ら

れ

る

。

本

文

の

他

の

部

分

で

な

さ

れ

た

桜

花

方

枕

角

を

尻

市

の

叫

か

ら

測

る

ζ

と

が

望

ま

し

い

と

い

ふ

の

で

あ

れ

ば

.

ホ

の

表

か

ら

と

ら

れ

た

方

位

角

を

百

八

十

度

か

ら

引

け

ば

よ

い

。

此

場

合

は

百

八

十

広

か

ら

百

四

十

八

度

七

を

引

け

ば

三

十

一

度

三

が

出

る

。

即

ち

そ

の

最

近

似

完

数

度

は

三

十

一

度

と

い

ふ

事

に

な

る

。

而

し

て

時

聞

が

午

前

で

あ

る

か

ら

太

陽

の

方

机

品

川

は

市

か

ら

東

へ

三

十

一

度

で

あ

る

、

模

型

を

使

用

す

る

サ

ン

.

.フ

ラ

ン

Z

シ

ヴ

税

型

が

、

垂

直

の

廻

樽

軸

と

所

姿

の

円

以

下

二

十

八

貰

の

三

段

目

へ

纏

〈

)
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ン トノロ 刷付ケノ 上 、9! ニ本

液混合ノセメン トモ ル タル塗

テ施 セパ完全 ニ防水 ノ日的 テ

逮 シ マ ス 琴

産

星

責 任 施 工
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148m 
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152:ll 

特

徴

及

用

途

一

回
国

ム

ロ

鍵

絶

無

、

盗

旅

除

完

令

一

生

命

財

産

の

安

令

無

知

一

国
間

ボ

タ

y

-

つ

の

作

用

に

て

一

外

部

よ

り

は

鍵

無

〈

J

L

て

一

は

川
円

以

不

能

な

る

も

内

部

一

よ

P

は

鍵

を

用

ひ

ず

し

て

-

閃

一叩

自

由

な

る

故

州

震

火

一

事

等

の

非

常

時

に

安

全

日

一

使

刺

率一

極

一

圏

貨

事

務

官

点

、

ア

パ

ー

ト

ニ

ン

ト

、

ホ

テ

ル

、

住

宅

玄

-

閥

、

出

熔

接

実

用

と

し

て

絶

好

必

須

圏

不

位

放

な

る

係

鍵

に

代

ふ

る

に

膚噌

美

高

雅

な

る

ご

ツ

ケ

ル

製

鍵

と

な

る

E

四

五

O

四

哨

酬

は

特

殊

策

涯

を

施

し

安

全

の

上

に

も

更

に

安

全

の

構

症

と

な

っ

て

腐

り

ま

ず

か

ら

窓

要

室

・

玄

関

川

と

し

て

米

絡

の

稿

者

圏

7

ス

F

l

鍵

は

御

希

望

に

際

ド

ま

す

本

枇

大

阪

市

西

淀

川

区

大

仁

東

ニ

丁

伊

の

五

八

五

番

二

八

五

O

番

、

炉

建

話

土

佐

堀

円

五

八

六

番

四

一

O

L

宅

F

』

日

本

金

具

株

式

曾

祉

』

1

東

・

川

市

丸

/

内

有

楽

町

報

知

ピ

ル

f

め

四

九

七

二

番

l

z

M

官

話

丸

J

内

ロ

三

六

O

凶

穆
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張
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ン

ロ
戸

.1 市

プ 脇
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極

東
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株

式

曾

枇
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ン
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{底

築

建

ハ
一

九

三

O

年

十

一

月

二

十

七

l

二

十

九

日

、

プ

ラ

ッ

セ

ル

に

関

か

れ

た

る

第

三

川

凶

際

新

作

佳

築

舎

議

席

上

で

の

諦

神

山

M

I

U

日

)

私

が

昨

午

似

合

議

に

於

い

て

行

っ

た

「

都

市

住

宅

の

枇

合

墜

的

基

礎

」

と

題

す

誹

演

は

.

現

代

の

産

業

州

労

働

者

の

家

庭

の

内

部

を

般

討

し

‘

新

し

く

興

り

つ

L

あ

る

枇

合

性

を

考

へ

、

と

の

こ

方

面

か

ら

し

て

都

合

K

集

幽

的

共

同

住

宅

の

是

非

必

要

な

る

所

以

を

説

い

た

の

で

あ

る

。

然

し

乍

ら

之

氏

就

い

て

は

詳

制

た

討

議

は

行

は

れ

や

‘

本

年

に

持

越

さ

れ

た

。

現

今

で

は

僅

か

一

年

の

聞

に

著

し

く

官

際

問

題

化

し

て

、

本

日

の

合

議

で

は

兵

閥

的

K

一

高

建

築

、

中

建

築

、
低

建

築

'

一

の

何

れ

が

都

山

住

宅

と

し

て

介

理

的

で

あ

る

か

ピ

主

山

と

た

っ

て

ゐ

る

。

問

題

の

餅

決

に

先

立

ち

.

「

合

理

的

」

と

は

何

を

意

味

す

る

か

を

明

か

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

従

来

の

所

前

「

合

理

的

と

は

経

捕

的

な

る

と

と

」

と

言

ふ

見

解

P

放

一

挺

す

る

必

要

が

あ

る

』

言

葉

か

ら

言

へ

ば

「

理

窟

に

油

ふ

た

」

と

の

一品

建

か

築

怠

味

を

表

は

す

け

れ

ど

も

、

建

築

上

で

は

挺

に

心

理

的

.一

砿

曾

的

弘

義

を

持

っ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

優

良

な

住

宅

の

有

す

ろ

枇

命

的

立

義

は

、

そ

の

経

情

的

意

義

よ

り

も

造

か

に

重

要

で

あ

る

。

何

と

な

れ

ば

、

縦

横

そ

の

も

の

は

言

は

ピ

そ

れ

自

身

が

目

的

で

な

く

、

目

的

の

た

め

の

千

段

と

友

る

に

過

ぎ

な

い

が

故

に

で

あ

る

J

さ

れ

ば

「

合

理

的

」

と

は

.

古

豪

放

る

べ

き

人

間

の

携

力

を

凡

ゆ

る

部

内

に

一旦

っ

て

出

来

る

丈

け

、

省

か

ん

と

の

忌

味

を

有

し

て

ゐ

る

d

山間同

.

中

.

低

如

何

た

る

唐

の

建

築

が

都

市

住

宅

と

し

て

理

想

的

か

ー

ー

と

言

ふ

と

と

に

就

い

て

は

一

丸

二

丸

年

の

ド

イ

ツ

の

「

住

宅

問

闘

に

閲

す

る

閤

家

計

聾

」

中

の

次

の

言

葉

が

之

を

暗

示

し

て

ゐ

る

。「

住

宅

は

須

ら

く

現

代

の

衛

生

観

念

に

合

致

し

た

建

築

形

式

を

掠

る

べ

き

で

あ

る

v

特

に

通

風

保

光

を

良

好

な

ら

し

め

ね

ば

な

ら

ぬ

。

と

の

目

的

に

最

も

よ

く

副

ふ

の

は

低

建

築

で

あ

1，/ 

J レ

ア

る

。

理

想

と

し

て

は

庭

園

附

の

一

家

族

住

宅

が

妹

に

よ

い

。

然

し

乍

ら

場

心

地

の

刷

係

が

之

が

許

さ

れ

十

集

闘

住

宅

と

な

る

場

A

U

に

は

.

小

都

小
川

で

は

三

階

‘

中

部

市

で

は

精

K

附

階

.

大

都

市

で

は

そ

れ

以

上

に

な

っ

て

も

良

い

が

.

そ

の

際

は

山

山

一

氷

る

丈

け

郊

外

へ

蹴

張

し

な

け

れ

ば

友

ら

ぬ

」

と

。

と

の

見

解

は

先

づ

第

一

氏

、

大

都

市

に

於

い

て

は

土

地

が

投

機

目

的

と

さ

れ

劫

き

た

め

屡

k

生

や

る

人

口

符

皮

の

過

大

を

制

限

し

ゃ

う

と

す

る

日

椋

か

ら

出

殺

し

て

ゐ

る

乙一一一一

口

ふ

迄

も

友

く

.

か

く

の

如

き

土

地

の

浮

動

性

を

除

去

す

る

の

は

園

家

と

し

て

の

職

務

で

あ

る

し

各

都

市

に

於

い

て

低

建

築

の

如

き

簡

単

な

建

築

を

行

ふ

結

巣

は

.

所

制

「

自

然

へ

遺

る

」

性

質

V

備

で

宵

民

単

っ

て

庭

園

附

一

家

族

住

宅

を

金

閥

M

K

K

行

き

亘

ら

さ

ん

と

の

円

的

を

也

究

せ

し

む

る

と

と

k

友

る

。

勿

論

と

L

K

一
守

口

は

る

L

低

建

築

は

‘

種

々

の

貼

よ

り

見

て

極

め

て

特

長

に

富

ん

で

ゐ

る

。

然

し

之

を

行

は

ん

と

す

る
ア

ノレ

ロ

グ

ピ

ウ

ス

た

め

に

は

公

け

に

之

を

奨

励

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

ピ

低

建

築

の

高

さ

の

制

限

を

‘

ド

山

一

に

以

て

高

居

建

築

に

及

ぼ

し

、

之

を

不

可

た

り

と

す

る

如

き

は

訣

り

と

言

は

ね

ば

な

ら

ぬ

U

惟

ふ

に

住

居

の

結

集

を

避

け

る

た

め

に

は

.

右

の

「

岡

山

然

計

諜

」

の

中

に

述

べ

て

ゐ

る

「

向

唐

建

築

を

止

め

て

郊

外

へ

延

ば

す

」

と

一言

ふ

や

り

方

よ

り

は

、

も

っ

と

介

理

的

友

手

段

を

掛

ぶ

べ

き

だ

と

思

ふ

。

過

去

十

年

間

の

研

k

の

経

験

、

多

数

の

人

々

の

住

宅

研

究

の

結

果

は

、

明

か

に

「

住

宅

問

題

に

於

け

る

一

方

的

見

地

」

の

不

可

な

る

と

と

を

認

め

て

ゐ

る

。

何

と

な

れ

ば

そ

れ

は

底

身

大

建

築

左

等

関

税

し

勝

ち

と

友

り

延

い

て

は

問

題

の

促

飢

を

来

た

し

、

住

宅

政

策

そ

の

も

の

を

打

ち

壊

は

す

か

ら

で

あ

る

。

現

今

の

情

勢

よ

り

見

て

‘

人

民

の

大

多

数

が

夫

々

一

家

族

性

宅

に

牧

存

さ

れ

る

と

と

は

.

た

し

か

に

一

の

秘

情

的

理

想

郷

で

あ

る

か

も

知

れ

な

い

υ

然

し

こ

の

見

解

は

川

別

し

て

正

首

で

あ

ら

う

か

?

回

国

生

析

に

模

し

た

底

闘

附

一

家

族
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住

宅

が

川

市

し

て

都

合

性

宅

と

し

て

泊

常

で

あ

ら

う

か

?

と

の

住

宅

形

式

の

み

が

街

生

的

友

の

で

あ

ら

う

か

?

本

山

し

全

て

の

人

k

が

庭

園

附

一

家

政

性

宅

K

住

ま

ふ

と

し

て

位

全

な

る

都

市

都

民

展

は

果

し

て

摂

み

得

る

で

あ

ら

う

か

?

1

1

1

私

は

と

の

練

べ

て

に

封

し

て

、

否
、

と

答

へ

る

。

然

し

先

づ

高

低

雨

建

築

を

比

較

し

、

そ

れ

よ

り

理

想

的

な

解

決

法

を

求

め

る

べ

く

一

一胞

の

検

討

を

し

て

見

ゃ

う

と

思

も

n
v

-A
A

 

理

一
惣

的

住

宅

に

就

い

て

は

利

々

の

見

併

が

針

守

し

て

ゐ

る

派

も

そ

の

似

本

は

一

，

w

仙

台

と

川

闘

」

と

言

ふ

古

い

剖

立

川
聞

係

よ

り

費

し

て

ゐ

る

に

過

ぎ

友

い

。

仰

向

人

が

川

闘

を

恕

ひ
・

川

凶

律

的

者

が

仰
山
命

川

を

惚

れ

る

の

は

之

人

聞

の

天

刊

な

あ

る

》

さ

れ

ば

と

の

刑

者

の

釘

立

は

車

党

心

開

的

阿

川

民

基

く

の

で

あ

っ

て

「

川

闘

を

有

す

る

都

合

」

の

川

現

に

よ

っ

て

、

緩

和

さ

る

べ

き

も

の

で

あ

る

。

次

K

.

人

川

生

前

に

と

っ

て

欠

く

可

ら

ざ

る

先

決

依

件

と

し

て

は

衣

食

の

充

足

の

外

に

、

光

と

ん
公

製

と

川

入

の

向

山

が

友

け

れ

ば

な

ら

友

い

と

の

三

要

件

の

洲

足

は

例

論

特

集

し

た

共

同

.

K

M

よ

一

次

肱

住

宅

の

方

が

遥

か

に

得

め

は

、

第

国

や

す

い
3

併

し

長

田

明

そ

の

d

h

の

L

欠

知

は

決

し

て

そ

れ

が

高

建

築

友

る

が

矯

め

で

は

な

く

‘

か

a

h

る

大

来

的

住

宅

に

ふ

ん

分

の

援

助

を

興

へ

ゃ

う

と

し

な

い

不

備

な

法

仰

の

お

め

で

あ

る

ζ

新

し

と

の

長

犀

が

‘

行

副

い

た

計

罫

の

下

に

建

築

さ

れ

た

院

大

な

る

共

同

住

宅

で

る

っ

た

・な

ら

、

と

の

三

要

件

は

必

や

や

満

足

さ

せ

ら

る

L

に

相

法

友

い
。

都

市

の

中

心

に

於

い

て

行

は

る

L

生

爪

は

一

つ

の

必

求

を

生

じ

る

。

そ

れ

は

水

亭

町

雌

の

短

縮

の

た

め

に

需

出

町

離

を

利

川

す

る

と

と

で

あ

る

，

然

る

に

低

建

築

に

於

い

て

は

と

の

貼

が

大

い

に

欠

げ

て

ゐ

る

。

叉

都

市

計

書

に

京

市

ー

な

の

は

交

通

機

酬

の

改

良

の

み

に

止

ら

十

、

進

ん

で

之

を

枇

犬

山

に

い
制

少

し

て

発

支

え

た

き

川

仰

に

す

る

と

と

で

あ

る

J

と

の

貼

か

ら

見

る

と

低

建

築

都

市

で

附

界

に

有

名

な

ロ

ス

ア

ン

ゼ

ル

ス

の

牧

民

は

.小

粧

慎

友

生

析

を

し

て

ゐ

る

。

彼

等

は

仰

山

地

へ

行

く

に

も

交

通

機

山
聞

に

頼

り

、

従

っ

て

央

大

友

時

と

金

と

を

一以

北

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

ペ

ル

リ

ン

の

カ

イ

ゼ

ル

‘

ウ

ヰ

ル

ヘ

ル

ム

印

刷

究

所

の

似

他

及

防

疫

部

長

フ

リ

ー

ド

ペ

ル

ゲ

ル

教

佼

は

ベ

ル

リ

ン

郊

外

に

住

宅

を

有

す

る

判

的

併

掠

働

者

の

家

族

に

就

い

て

制

作

し

そ

の

平

均

交

通

貨

負

拾

を

計

算

し

て

ゐ

る

が

、

之

に

よ

る

と

一

家

放

卒

均

同

一

、

c  

ＧＱ ＧＢＧ 叫綱 、 Ｂ ，ＮｾＮ，

盟i

第

五

凶

ん

ハ

イ

仰

の

小

位

宅

に

過

す

M

也
市
川

協

の

高

層

建

築

模

梢

パ

ヴ

ア

ル

テ

ル

、

グ

ロ

ゼ

イ

ウ

ス

氏

に

よ

る

)

第

悩l

高

層

建

築

物

の

附

数

に

よ

る

終

夜

ハ

一

平

方

メ

ー

ト

ル

単

位

U

(

山

ム

プ

凡

グ

の

」ア

イ

ス

テ

ル

氏

に

よ

る

)
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六

マ

ル

ク

|

|

即

ち

戦

前

の

家

賃

の

一

三

九

M

m

K

首

る

。

之

を

二

十

五

年

聞

に

見

積

る

と

三

分

五

厘

の

利

子

と

す

る

と

貨

に

一

高

九

千

マ

ル

ク

と

言

ふ

莫

大

な

経

費

と

友

る

。

更

に

ベ

ル

リ

ン

全

市

の

持

働

者

二

百

二

十

前

向

人

に

就

い

て

、

勤

め

先

と

住

宅

と

を

往

復

す

る

に

要

す

る

時

聞

を

半

時

間

と

し

て

計

算

し

て

ゐ

る

が

、

そ

の

結

川

市

は

一

年

間

の

延

日

数

三

千

七

百

五

十

前

向

日

と

・な

る

と

言

ふ

。

ベ

ル

リ

ン

で

す

ら

斯

く

の

如

〈

で

あ

る

か

ら

、

之

を

ロ

ス

ア

ン

ゼ

ル

ス

K

就

い

て

調

査

す

れ

ば

ま

と

と

に

膨

大

左

数

字

が

出

て

来

る

で

あ

ら

う

。

と

の

結

果

よ

り

見

て

郊

外

住

宅

が

無

産

者

に

不

経

済

で

あ

る

と

と

は

判

明

す

る

わ

け

だ

。

更

に

同

教

授

の

意

見

を

聞

け

ば

ー

ー

さ

れ

ば

大

都

市

に

趨

憶

す

る

建

築

は

、

た

ピ

庚

き

縁

地

を

持

つ

高

居

建

築

の

み

で

あ

る

。

崎

山

ふ

に

都

舎

の

初

期

の

瑳

逮

に

適

合

し

た

建

築

形

式

が

今

日

向

残

存

し

て

正

し

き

殻

展

を

匝

害

し

て

ゐ

る

J

常

に

批

難

の

的

と

・な

っ

て

ゐ

る

都

市

の

共

同

長

屋

に

封

し

、

た

だ

反

動

的

K

叫

ば

れ

て

ゐ

る

の

が

所

謂

一

家

蕨

住

宅

で

あ

る

つ

従

っ

て

そ

の

主

張

は

草

花

感

情

的

に

の

み

走

っ

て

何

等

理

智

的

た

鈷

が

見

え

友

い

。

然

も

た

ピ

徒

ら

に

衛

生

を

云

々

す

る

と

と

許

り

に

終

始

し

、

矯

め

に

国

民

全

憶

の

稿

祉

を

忘

れ

、

延

い

て

は

間

接

乍

ら

反

国

民

的

友

も

の

と

な

っ

て

7

i

っ

て

ゐ

る

。

フ

リ

ー

ド

ベ

ル

ゲ

ル

教

授

は

か

く

の

如

く

結

論

を

下

し

て

ゐ

る

が

、

然

も

氏

が

責

任

あ

る

衛

生

家

で

あ

る

と

と

を

思

へ

ば

、

問

題

の

如

何

に

重

大

な

る

か

ピ

恕

像

せ

ら

れ

る

。

闘

皆

共

同

住

宅

の

反

針

論

者

は

屡

々

山

生

率

減

少

及

び

疫

病

の

後

ル
仕

を

そ

の

反

射

論

僚

と

し

て

ゐ

る

。

成

る

開

と

の

論

械

は

一

雄

ム

ん

も

ら

し

く

日

比

え

る

O

M

m

し

質

際

問

題

と

し

て

。

ど

う

で

あ

ら

う

か

1

1

1

ド

イ

ツ

統

計

年

鑑

に

よ

れ

ば

一

九

二

八

年

金

園

卒

均

、

一

千

に

就

き

…

八

、

六

の

出

生

率

を

示

し

て

ゐ

る

が

.

大

都

合

で

は

之

が

二

二

、

六

、

又

エ

ツ

セ

ン

、

ポ

ツ

ツ

ム

、

ド

ル

ト

ム

ン

ト

等

の

人

口

結

集

せ

る

工

業

地

帯

で

は

一

一
打

、

O

と

な

り

金

闘

卒

均

を

凌

駕

し

て

ゐ

第 六 問

る

。

又

ケ

ル

ン

の

衛

生

串

者

ド

リ

ガ

ル

ス

キ

1

氏

は

侍

染

病

は

住

居

の

腐

狭

、

住

宅

の

密

集

等

に

全

然

閥

係

な

く

、

山

川

γ

ろ

通

風

採

光

の

不

良

な

る

よ

り

来

る

と

と

が

多

い

と

述

べ

て

ゐ

る

。

以

上

越

ペ

た

と

と

ろ

よ

り

推

す

と

、

健

康

上

で

は

断

然

共

同

住

宅

の

俊

っ

て

ゐ

る

事

が

判

る

。

勿

論

通

岡

山

保

光

は

之

を

完

備

す

る

と

し

て

。

而

し

て

次

の

問

題

は

愈

々

・

高

建

築

か

低

建

築

か

l

l

k

言

ふ

の

で

あ

る

が

、

暫

く

両

者

の

特

債

を

見

ゃ

う

。

個

人

住

宅

と

共

同

住

宅

先

づ

一

家

族

住

宅

の

居

住

者

に

し

て

見

る

と

、

室

に

徐

裕

の

る

る

事

.

地

而

と

直

接

連

絡

し

て

ゐ

る

と

と

等

の

特

長
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同 ー地 而 Fこ於 け る 三 |街 ill と31. 階 ill と

の比較。干王階 ill が{憂れ てゐる。

特

に

無

産

者

に

と

っ

て

は

費

用

の

開

は

暫

く

措

く

と

し

て

も

第

一

閑

暇

と

言

ふ

も

の

が

な

い

c

い

く

ら

住

宅

が

良

く

て

も

そ

れ

を

充

分

に

利

用

す

る

附

似

の

友

い

と

と

が

多

い

の

で

あ

る

。

都

市

住

宅

の

椛

戚

リ

l

J
ア

ル

博

士

夫

人

は

、

一

家

族

住

宅

の

坐

A

を

述

ぺ

て

ゐ

る

が

そ

の

中

で

l

l

l

月

牧

一

五

O

l

l
二

0

0

マ

ル

ク

を

得

る

人

聞

は

一

家

族

住

宅

で

生

活

出

来

る

や

否

や

、

と

聞

は

れ

た

ら

私

は

山

崎

路

左

く

否

と

答

へ

る

υ

普

通

人

の

考

へ

る

の

は

た

ピ

主

人

の

月

牧

と

生

計

費

と

交

通

貨

位

が

考

慮

せ

ら

れ

る

丈

け

で

あ

る

が

、

そ

れ

で

は

込

ら

ぬ

。

炊

事

、

洗

濯

、

帰

除

整

頓

か

ら

、

極

々

の

生

活

雑

費

そ

れ

に

育

児
、

教

育

が

あ

る

が

、

他

方

で

は

伴

染

病

の

怖

れ

あ

る

満

員

の

乗

物

を

利

用

し

・な

け

れ

ば

友

ら

ぬ

と

と

、

子

女

の

遜

墜

に

不

便

友

る

と

と

.

物

品

購

入

の

使

泌

き

と

と

等

の

欠

駄

を

有

す

る

。

叉

共

同

住

宅

の

居

住

者

は

一

家

族

住

宅

と

異

友

り

之

等

の

不

便

は

な

い

が

、

そ

の

代

り

也

接

戸

外

へ

出

る

と

と

は

出

来

な

い

。

之

を

要

す

る

に

応

職

の

如

き

労

働

場

川

の

一

定

し

た

人

々

に

は

-

家

族

住

宅

が

過

し

、

州労

働

場

川

の

不

定

友

る

白

山

友

州

労

働

者

に

は

共

同

住

宅

「
出

口

国

…

C

一コ

コH

E

一一

b

一
三
=
日

一

一一
一
一
=
E国

一
冊

。
苫

{
回

目…

を

使

と

す

る

。

然

し

乍

ら

費

川

の

貼

か

ら

言

へ

ば

一

家

族

住

宅

は

拙

労

働

者

に

は

泊

し

な

い

。

今

日

の

都

市

の

構

造

よ

り

見

て

も

一

家

族

住

宅

の

張

展

す

る

払

跡

地

は

な

い

。

資

本

主

義

的

閣

家

で

あ

る

と

否

と

に

拘

は

ら

歩

。

ベ

ル

リ

ン

の

都

市

計

聾

委

員

マ

ル

チ

ン

・

ワ

グ

ネ

ル

防

士

は

低

建

築

の

首

唱

者

で

あ

る

が

、

そ

の

意

見

K

よ

る

と

一

家

族

住

宅

は

側

人

住

宅

と

し

て

は

趨

せ

や
、

寧

ろ

数

家

族

の

住

宅

と

た

っ

て

始

め

て

泊

官

と

な

る

‘

と

言

っ

て

ゐ

る

。

一

家

族

住

宅

は

有

沌

階

級

に

泊

す

る

と

と

は

疑

の

無

い

と

と

ろ

で

あ

る

。

け

れ

ど

も

大

多

数

の

人

間

は

家

族

を

単

位

と

す

る

生

析

を

殊

に

子

供

の

た

め

K

劃

一

望

し

て

ゐ

る

故

・

一

家

族

住

宅

の

要

求

盛

な

同

家

は

‘

経

済

的

4

二

が

れ

二

二

中

山

・

占

u
ロ

・

嗣

附

句

M

M

一Z

，

叫

・

ド

負

抑

を

必

ん

で

、

設

榔

一

紘

一

一

…

…

一

…
い

一
一

犬

山

に

と

の

机

宅

形

脱

…

L

一日

…一……

r
一
………

…
……
…

1

1

・

=

司

司

司

副

式

を

ほ

朋

し

な

け

れ

洲

一

L

十

一
.

?

一

ば

本

り

ね

。

か

く

の

嶋

一

i

i

i

i

一

如

く

建

築

様

式

の

撰

士

』

」

』

L

J

仰仰

に

首

つ

て

は

単

に

家

一

L

L

』

し

E

L

:

;

J

J

 

費

削

の

凱

の

み

な

ら

暦

一

A

L

.

4

h

同

や

利

刷

位

如

何

と

ど

J
t
i
-

-
L

-一日

ふ

と

と

も

考

へ

ね

町

四

山

u

t

&

量

は

h

h

市

る

。

第

卜l信佳の家尽 の問 に介 在 せる 緑 地 の展望。第八闘

第九闘 低 Ｚｦｬｴ 築と 高 ｾ 築の 比 Ａ被闘

!1mu - - 〉

h.  1.008 の 問 〈直i 同〕

じ. 右 と ｛ｉ Ｇ ｊ ｾ 主な れど 甫 Ｇ ｪ Ａ 交 を 噌 し 、 ＱＱＱＱ 隔を 繍

げ た もの。

J-
一一一

…

…
一

一一一一一一

一

ケ

一一一一一一一

一

…
)一一一一一口

…
=
一
一
一
一
一
三

一

一三一一一一一一一=一

(
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等

々

と

故

へ

て

来

る

と

家

射

の

負

婚

が

依

り

多

過

ぎ

は

し

友

い

か

。

高

一

と

の

家

射

が

労

働

者

で

あ

2

た

と

し

た

ら

之

等

の

家

内

仕

事

は

ど

う

す

べ

き

か

。

か

t

A

る

以

態

で

果

し

て

一

家

放

机

宅

が

維

持

出

米

る

だ

ら

う

か

。

勿

論

私

は

一

家

族

住

宅

そ

の

も

の

は

、

共

同

住

宅

と

同

様

、

大

都

舎

に

は

欠

く

べ

か

ら

ざ

る

も

の

と

は

思

っ

て

ゐ

る

け

れ

ど

も

.

仮

令

北

ハ

同

住

宅

の

場

合

で

も

‘

右

の

家

婦

の

負

措

と

言

ふ

事

貨

は

、

充

分

考

慮

K

入

れ

た

け

れ

ば

た

ら

ぬ

と

思

ふ

。

と

言

っ

て

ゐ

る
。

リ

l

デ

ル

夫

人

の

言

を

侠

つ

ま

で

も

た

く

今

日

都

合

一

般

に

行

は

れ

て

ゐ

る

家

姉

の

負

携

を

除

き

.

自

由

友

時

聞

を

池列住宅の階段による比較闘第 十

m

u
へ

、

一

定

の

職

業

に

就

か

し

む

る

と

と

は

必

要

で

あ

る

u

近

代

的

女

性

は

た

ピ

必

要

に

迫

ら

れ

た

複

合

の

み

友

ら

や

、

内

心

よ

り

附

労

働

に

従

事

せ

ん

と

と

を

欲

し

て

ゐ

る

。

と

の

貼

よ

り

言

っ

て

、

高

建

築

の

共

同

住

宅

は

た

し

か

に

遁

世

し

て

ゐ

る

わ

け

で

あ

る

。

ド

イ

ツ

家

姉

同

期

に

就

て

調

本

ー

し

た

と

と

ろ

に

よ

る

と

、

金

同

地

員

の

六

割

ま

で

高

建

築

K

賛

意

を

表

し

て

ゐ

る

と

言

ふ

。

或

家

政

婦

の

経

験

に

よ

れ

ば

無

産

階

級

に

と

っ

て

は

絶

好

の

佐

宅

だ

と

稿

し

て

ゐ

る

。

勿

論

か

L

る

共

同

住

宅

と

て

も

‘

全

努

働

者

を

牧

容

し

切

れ

た

い

と

言

ふ

欠

駄

を

持

つ

て

は

ゐ

る

。

併

し

そ

れ

だ

か

ら

と

言

っ

て

か

L

る

住

宅

を

止

む

を

得

ざ

る

一

時

的

陪

念

住

宅

と

見

て

は

た

ら
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な

い

け

少

く

と

も

利

織

の

完

備

し

た

共

同

住

宅

は

現

代

に

於

い

て

は

生

物

事

的

に

も

合

理

的

な

住

宅

で

あ

る

と

と

を

知

ら

ね

ば

友

ら

ぬ

。

低

建

築

の

唱

樽

者

は

騒

々

人

聞

の

「

土

に

親

し

む

性

質

」

な

る

も

の

を

持

ち

出

し

て

、

高

建

築

に

反

射

す

る

け

れ

ど

も

、

質

際

に

つ

い

て

見

る

が

い

い

。

高

建

築

に

人

聞

を

牧

容

し

て

見

る

と

地

上

の

暗

騒

を

避

け

ん

と

の

希

望

か

ら

、

人

は

吾

れ

勝

ち

に

高

い

方

へ

/

¥

と

行

き

度

が

る

で

は

友

い

か

。

文

化

の

進

歩

と

枇

舎

の

影

響

は

現

代

人

の

感

覚

K

大

き

友

鐙

化

を

興

へ

て

ゐ

る

と

と

を

知

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

。

高

建

築

と

高

さ

の

程

度

以

上

述

ぺ

た

と

と

ろ

に

よ

っ

て

共

同

住

宅

の

好

い

と

と

は

分

っ

た

が

、

次

K

高

さ

と

言

ふ

問

題

で

②

る

。

私

の

見

解

に

よ

れ

ば

共

同

住

宅

の

・

高

さ

は

単

な

る

粧

情

的

問

題

で

る

ら

う

と

思

ふ

o

た

ピ

と

の

方

面

に

就

て

は

.

今

日

の

と

と

ろ

詳

細

な

る

研

究

に

欠

い

て

ゐ

る

。

ハ

ム

ブ

ル

グ

市

土

木

部

長

レ

オ

氏

は

「

都

市

計

警

と

共

向

性

宅

」

に

就

い

て

研

究

し

た

結

巣

、

高

建

築

の

多

い

都

市

程

地

上

の

道

路

は

短

少

す

る

と

と

を

環

見

し

た

。

4

ん

も

と

の

研

安

は

限

ら

れ

た

る

商

業

匿

の

そ

れ

で

あ

る

が

、

都

市

金

悼

と

し

て

見

て

も

高

建

築

の

噌

加

に

作

ひ

、

地

上

の

距

離

が

著

し

く

減

、ヂ

る

で

あ

ら

う

と

と

は

疑

ひ

な

い

。

然

し

同

時

に

垂

直

距

離

の

経

情

的

限

界

と

言

ふ

と

と

は

考

へ

て

見

・な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

u

ウ

ン

ビ

ン

氏

の

計

算

に

よ

る

と

、

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

で

三

O

階

上

る

の

は

、

丁

度

念

行

列

車

で

一

、

六

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

走

る

と

同

犠

の

時

聞

を

要

す

る

、

と

d

ｩ ｾ ｩ ｲ 了 ［ ｛ - J， [ ! [ I '  

庁71f iil

郊外に於 け る個別的住宅 の

百E列岡

第 十 二 、十 三 間
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い 有 は そ

更 わ 矛IJ 、れ

にけな ，， ｾ故
レ と る 也 建

オ 友 限 距 物

氏 る 界 離 の

の 。 内 が 南i

1;! 1 でL f:>:さ

究 定 商をど

を め『判 定

oj l  ね潟 ｦｾ め

川 ば l亡 る

す ー在比苦言

る ら し 千 ?

と な て l亡

D  

商

業

家

尿

七

附

↓

六

O

階

に

就

い

て

調

併

す

る

に

七

階

乃

至

十

一

階

は

、

ム父

訊

上

、

経

済

上

殆

ど

禿

異

が

な

い

と

言

ふ

。

と

の

鮎

川

市

は

建

築

費

か

ら

見

て

も

第十七|陥|

同

一

で

あ

る

。

ハ

ム

プ

ル

グ

の

デ

ィ

ス

テ

ル

氏

の

計

算

に

従

ふ

と

七

階

の

場

人

け

は

一

平

方

メ

ー

ト

ル

泊

り

が

同

0

マ

ル

ク

、

十

四繭時ョペlJ

ｾ官ご Ｑ Ｓ＿ Ｚ ｊ
第十五闘 或る 十三階建築の設計闘ぐ ρ ー ぜ

スト に於ける聯邦住宅研 究

舎 の 懸賞常選のも の〉

二

階

で

凶

川

・

八

マ

ル

ク

、

即

ち

殆

ど

鐙

ら

な

い

。

と

と

ろ

が

之

が

二

十

六

階

と

な

る

と

六

三

・

五

マ

ル

ク

と

言

ふ

英

大

友

も

の

に

怠

る

。

又

建

物

の

利

用

率

か

ら

一言

っ

て

も

同

様

で

あ

る

J

即

ち

五

r  る 九 ご 減 ー と 至 は |正1 I  

ル デ 。% 十 少 階 漸 - ) L ' .:-.  

7 ユ IC ) ¥しをJ r r . ; - - ・ 十 十

l亡 ツ f段 階 対 越 し ・ / ¥一 八

は セ 下 で め す 、七 % 階 階

十 )1.- す は ‘ と 十 % 乃 迄 の

第十 八 悶 = ユ ヨー ク K 於ける 寸 八 階 の 仕 宅

( レーモ y ド、 フ ー ド に よる〉

Ｑ で ｣ Ｑ［ ＭｲｾｾＨ
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一…ー…‘ ・

第

十

九

闘

近

代

ア

パ

ー

ト

の

典

型

的

設

計

(

方

角

に

考

慮

が

梯

つ

て

な

い

が

、

利

用

率

頗

る

大

き

い

〉

貿Z

; 修二

二j c -十

ふ健闘

冒罰百

ι 市 =モ

ーのつ

= 設 の

ユ 計中目

I "，l i .  

ト: 交

ラ ーま市

民ア 路

lこ y を

よゼ 有

る ル す

、J - y : :  

ス 世

第

二

十

三

間

品

開

法

式

建

築

と

四

階

建

築

と

の

比

絞

(

サ

y

ラ

イ

ト

犠

}

第

二

十

四

闘

サ

Y

ラ

イ

ト

礁

の

設

計

一

例

。

'  '  

第

二

十

一

闘

川

此

口

沼

市

中

道

m
w
念

行

車

道

内

W

人

道

R

R

小

T

N

U

O

T

N

恒

m

m

w

川

町
e

F
刊

日

H

T

I

T

R

 

O

州

F

A

M向

:

o

p
け

引

m

E

A

D

a
n
r

c

:

N

 

m

m

w

M
山

仰

い

山

v

s

m

A

M

m

 

O

C

V

E

配

-

C

N

S

O

F

U

i

 

D

m
打

C

O

S

M

L

R

D

E

 

山

U

M

N

m

H

M

O

B

α

山

川

口

A

R

T

M

剛

山

W

G

N

G

比

、

ー

}

H
H

.

l

U

T

-

M

ご

川

札

B

M

，

削

R

M

Y

1

U

A

m

R

 

M

P

刷

O

Y

D

A

D

r

w
司

R

Y

R

S

G

 

判

派

附

ゆ

一

一

，

u

π

u

w

A

 

{

5

{

T

c

h

 

受川町l

第

比と 二

較 、十

ユ聞

冨 バ

1 リ

ク l

の 中

臨 む

天 の

模様

と位

の宅

第

二

十

五

闘

ア

ム

ス

テ

ル

ダ

ム

の

お

居

住

宅

設

計

。
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第

二

イ

六

悶

ら

、

白

約

の

肌

同

は

自

ら

建

築

費

に

あ

る

と

見

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

地

面

の

利

用

凡

そ

建

築

椋

式

の

保

別

に

首

つ

て

は

住

肘

の

混

雑

を

抑

制

和

す

る

目

的

以

外

に

、

不

合

理

な

例

人

の

投

機

を

排

斥

す

る

の

目

的

を

も

作

っ

て

ゐ

る

。

然

し

現

在

で

は

一刷

者

共

に

甚

だ

混

似

し

て

ゐ

る

が

故

に

、

「

自

然

と

住

宅

と

の

結

合

」

と

言

ふ

哩

惣

は

殆

ど

不

注

意

に

放

栄

さ

れ

て

ゐ

る

。

成

程

.

朱

礎

時

代

の

胤

法

友

家

照

は

大

戦

後

時

々

一

統

一

さ

れ

た

け

れ

ど

も
‘

そ

れ

に

代

っ

て

鰍

溢

建

築

に

よ

る

集

合

住

宅

が

作

ら

れ

た

。

然

し

今

日

よ

り

見

』

智

第

二

十

七

闘

河

搾

又

は

湖

岸

の

位

宅

起

築

様

式

れ

ば

と

の

住

宅

も

泊

風

採

光

の

使

泌

く

.

保

健

K

よ

ろ

し

く

な

い

も

の

で

あ

る

。

現

在

相

訪

好

評

を

受

け

て

ゐ

る

の

は

制

長

い

住

宅

で

あ

る

。

之

は

通

風

保

光

に

使

あ

る

の

み

・な

ら

や

、

交

通

往

来

に

も

頗

る

便

利

で

る

る

c

若

し

土

地

を

出

来

る

丈

け

利

用

し

て

絞

着

せ

し

め

適

度

の

高

さ

を

保

た

し

め

た

ら

、

遁

か

に

良

好

の

も

の

と

な

る

で

あ

ら

う

。

之

に

泊

す

る

の

は

ま

づ

三

階

乃

至

流

階

で

あ

る

。次

に

建

物

の

大

き

さ

に

就

い

て

ピ

あ

る

が

、

ハ

イ

リ

ゲ

ン

タ

l

ル

氏

の

設

に

よ

れ

ば

、

南

北

は

高

さ

の

一

似

卒

、

収

聞

は

高

さ

の

二

供

牛

が

通

首

だ

と

し

て

ゐ

る

。

私

は

氏

の

設

を

基

礎

と

し

て

ご

第

二

十

八

悶

大

都

合

を

し

て

自

ら

そ

の

特

徴

、

魅

力

を

最

大

限

に

稜

揮

さ

せ

よ

。

通

風

採

光

の

完

備

は

問

よ

り

・

植

物

の

成

長

に

過

し

た

.

そ

し

て

交

通

と

生

前

と

に

‘便

宜

な

性

宅

形

式

を

作

り

出

せ

.。

l

!

と

の

要

求

は

.

も

ん

ピ

高

建

築

の

み

が

満

た

す

と

と

ろ

で

あ

る

。

住

宅

問

題

の

第

一

歩

は

正

に

と

の

高

建

築

に

在

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

。

一

ユ

1

ヨ

ー

ク

市

の

た

め

の

二

十

三

階

建

u

E

形

住

宅

。

階

ル

至

十

階

の

建

物

に

於

い

て

比

較

耐

究

し

た

結

瓜

.

次

の

如

き

定

律

を

見

出

し

た

。

ー

ー

一

、

建

坪

同

一

、

採

光

以

態

同

一

な

る

建

物

に

あ

っ

て

は

‘

階

教

の

多

き

に

従

っ

て

寝

土
俵

数

点

増

加

す

る
。

一

一

、

保

光

欣

畑

山

同

一

、

修

一

姦

同

数

た

る

建

物

K

在

つ

て

は

‘

階

数

の

多

き

に

従

っ

て

建

川

町

は

減

じ

る

。

三

、

建

坪

同

一

、

寝

帯

同

数

μ

る

建

物

に

在

つ

て

は

階

数

の

多

き

に

従

っ

て

保

光

欣

況

も

良

く

な

る

。

右

の

結

果

よ

り

見

て

、

地

所

や

建

坪

に

無

頓

着

に

、

高

さ

の

み

を

考

慮

す

る

建

築

は

訣

り

で

あ

る

と

と

が

判

明

す

る

で

あ

ら

う

。

高

建

築

の

得

失

か

L

る

高

建

築

に

も

勿

論

色

k

の

欠

貼

が

あ

る

‘

第

一

に

そ

れ

は

住

宅

と

地

上

と

の

新

接

た

る

結

合

が

欠

け

て

ゐ

る

と

と

で

あ

る

。

組

常

と

の

目

的

κ
使

用

せ

ら

れ

る

の
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は

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

で

あ

る

。

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

は

須

ら

く

子

供

も

安

全

に

乗

り

得

る

如

き

も

の

で

な

け

れ

ば

た

ら

ぬ

。

次

の

欠

貼

は

児

常

保

育

の

閤

難

で

あ

る

。之

が

針

策

と

し

て

は

現

在

の

幼

稚

闘

を

根

本

的

に

改

良

し

、

建

物

相

互

間

の

綾

地

に

幼

稚

闘

を

、

而

し

て

厚

相

伏

附

の

庭

園

に

托

児

所

を

.

夫

K

設

け

る

。

か

く

し

て

，次

第

に

人

類

の

枇

合

化

が

行

は

れ

る

と

と

L

な

る

が

、

と

L

K

新

し

い

欠

貼

を

生

じ

る

J

そ

れ

は

例

別

生

活

の

不

込

で

あ

る

。

と

の

針

策

は

一

人

一

室

主

義

に

よ

っ

て

経

分

の

緩

和

を

見

る

と

と

が

出

来

る

と

信

十

る

，

失

K

高

建

築

の

共

同

生

活

に

於

い

て

は

各

家

族

問

相

互

扶

助

が

行

は

れ

て

来

る

。

料

理

も

.

洗

濯

も

、

裁

縫

も

、

育

児

も

綜

合

的

に

経

情

的

K

行

は

れ

る

棋

に

な

る

。

高

建

築

の

共

同

住

宅

の

概

念

は

以

上

述

べ

た

と

と

ろ

で

明

か

托

さ

れ

た

と

私

は

信

じ

る

が

‘

長

い

間

の

習

慣

は

単

に

理

性

を

以

て

脆

し

切

れ

友

い

も

の

が

あ

る

と

思

ふ

、

そ

れ

故

第

一

期

の

共

同

住

宅

は

之

を

青

年

と

自

由

党

あ

る

家

族

の

乎

K

委

ね

、

W

H

験

し

助

長

さ

れ

る

と

と

を

期

待

す

る

。

か

く

て

家

内

経

情

k

h

保

健

衛

律

上

よ

り

も

、

交

通

上

よ

り

も

最

上

の

住

宅

で

あ

る

と

と

が

一

不

さ

る

L

時

が

来

る

と

思

ふ

の

で

あ

る

。

最

後

K

各

建

築

形

式

の

得

失

を

附

け

加

へ

る

。

(

一

ご

家

族

住

宅

(

佃

別

住

宅

)

ム

特

長徐

裕

あ

る

と

と

。

育

児

の

容

易

な

る

と

と

。

ム

欠

貼高

値

。

消

費

生

活

の

不

便

。

砂

轄

の

不

白

山

。

(

二

)

共

同

住

宅

ム

特

長交

通

便

利

。

消

費

生

活

の

使

利

と

利

益

。

ム

欠

貼育

児

の

困

難

。

(

一

二

)

共

同

住

宅

の

内

問

中

居

建

築

の

も

の

ム

欠

貼ほ

光

不

便

。

窓

の

少

な

き

と

と

。

緑

地

の

狭

き

と

と

o

m

w

多

面

的

高

居

建

築

の

も

の

。

判

長泊

風

採

光

共

K

良

好

。

交

通

ソ

ク

ヱ

i

ト

聯

邦

に

於

け

る

新

都

市

建

設

一

九

一
一

二

年

六

月

五

日

、

ベ

ル

リ

y

、

プ

ロ

シ

ヤ

符

殿

に

於

い

て

開

催

さ

れ

た

国

際

新

興

匙

築

曾

議

席

上

の

鱗

仲

間

嬰

旨

。

都

市

建

設

計

葺

の

費

蓮

ソ

ウ

ヱ

1

ト

聯

邦

の

凡

ゆ

る

方

面

で

今

日

に

至

つ

で

も

依

然

と

し

て

一

大

時

変

革

が

行

は

れ

つ

L

あ

る

と

す

れ

ば

、

都

市

建

設

及

住

宅

建

築

も

、

ま

さ

に

と

の

例

に

洩

れ

友

い

c

然

し

て

之

は

何

等

不

・

可

思

議

で

は

な

い

の

で

あ

る

U

何

故

な

ら

ば

殻

千

年

を

経

た

枇

合

組

織

を

、

新

組

織

に

改

革

せ

ん

と

す

る

の

は

、

要

す

る

に

一

の

過

程

を

友

す

も

の

で

る

っ

て

そ

の

完

成

は

愚

か

、

そ

の

方

向

を

決

定

す

る

に

も

数

年

と

言

ふ

機

友

短

期

間

で

は

先

づ

以

て

不

可

能

で

あ

る

。

腕

さ

に

於

い

て

世

界

の

六

分

一

を

山

め

る

ソ

ウ

至

便

。

線

地

の

附

大

。

子

供

の

遊

戯

に

使

J

衛

生

的

設

備

の

完

全

。

消

費

生

活

の

使

盆

o

-
家

内

経

済

の

共

同

取

品

川

の

使

さ

れ

ば

結

論

と

し

て

低

建

築

は

郊

外

の

地

代

高

債

な

ら

ざ

る

方

面

K

油

し

、

都

合

地

に

は

断

然

高

建

築

を

採

用

す

ぺ

く

・

か

〈

て

桐

携

へ

て

都

市

護

展

が

行

は

る

べ

き

で

あ

る

。

た

ピ

ど

っ

ち

着

か

や

の

・

中

居

建

築

は

無

き

に

如

か

守

、

之

が

消

滅

は

即

ち

都

市

の

稜

展

を

・

意

味

す

る

と

言

っ

て

も

よ

い
。

然

し

、

然

し

.

窮

極

は

将

来

に

が

、
け

る

建

築

様

式

の

撰

搾

は

‘

疑

ひ

も

な

く

専

ら

人

類

の

世

界

槻

と

、

政

治

的

殻

展

欣

態

の

如

何

に

よ

っ

て

左

右

せ

ら

れ

る

で

あ

ら

う

。

-

(

完

〉

l

こと

ノレ

ン

て亨

ス

イ

.  

ヱ

l

ト

聯

邦

の

枇

曾

生

活

改

善

は

、

一
吉

田

は

ピ

全

世

界

の

住

宅

と

都

市

の

建

設

に

基

礎

を

興

へ

る

に

過

ぎ

友

い

の

で

あ

る

か

ら

、

今

日

そ

の

理

想

が

未

だ

緒

に

着

い

た

許

り

で

あ

り

・

完

成

の

鹿

方

護

を

す

ら

書

き

得

・な

い

の

は

首

然

と

一
守

口
は

ね
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市都市計百E悶

ば

な

ら

な

い

。

凡

そ

と

の

建

設

に

閲

し

て

は

外

岡

氏

も

知

ら

れ

た

如

く

、

種

々

の

見

解

が

到

立

し

て

ゐ

る

。

然

も

そ

の

何

れ

も

堂

k

た

る

理

論

で

.

新

興

?

ン

ア

の

都

市

建

設

に

悉

く

根

本

方

針

と

友

っ

て

第一闘

ゐ

る

の

で

あ

る

。

そ

の

結

果

と

し

て

建

設

の

一

定

方

針

と

言

ふ

も

の

は

未

だ

存

在

し

な

い

が

、

師

に

近

世

西

欧

諸

閣

に

於

い

て

賓

行

さ

れ

た

近

代

的

都

市

計

聾

の

基

本

的

知

識

は

、

ソ

ウ

エ

ー

ト

聯

邦

に

在

つ

で

も

依

然

夏

嬰

硯

さ

れ

て

ゐ

る

工

業

地

域

と

住

宅

と

の

附

離

、

交

通

機

関

の

合

理

的

敷

設

土

地

鼠

分

等

は

ソ

ク

ヱ

l

ト

に

於

い

て

も

他

国

同

様

良

き

計

霊

の

前

提

と

し

て

行

は

れ

て

ゐ

る

。

新

都

市

の

重

要

問

題

如

上

の

-

般

的

原

則

を

基

と

し

て

、

新

都

市

の

本

質

的

問

題

は

出

張

す

る

。

そ

れ

は

取

り

も

直

さ

や
J

琶

都

市

と

そ

の

成

立

欣

態

、

内

部

構

治

に

於

い

て

根

本

よ

り

趣

き

を

異

に

し

た

都

市

形

態

の

成

立

を

意

味

し

て

ゐ

る

。

奮

都

市

は

犬

概

市

場

や

商

取

引

場

b

L

中

心

に

護

達

し

た

も

の

で

あ

る

。

之

に

反

し

て

、

ソ

ウ

ヱ

l

ト

の

都

市

建

設

は

、

産

業

結

合

の

形

式

を

採

ら

う

と

或

は

又

共

岡

山

田

場

の

形

式

を

採

ら

う

と

、

例

外

な

〈

経

済

的

生

産

そ

の

も

の

に

基

礎

を

世

い

て

ゐ

る

。

か

く

し

て

成

立

す

る

都

市

は

.

他

の

同

家

、

特

に

ア

メ

リ

カ

K

A

F

、

け

る

如

く

土

地

似

格

に

妨

げ

ら

れ

る

と

と

無

く

、

時

叩

祉

A

回

全

般

の

保

健

衛

生

及

び

経

桝

的

見

地

か

ら

行

は

れ

る

の

み

で

る

る

。

但

し

と

L

で

き

同

ふ

『

経

情

的

」

な

る

言

葉

は

ソ

ウ

ヱ

l

ト

で

は

、

現

街

全

く

特

殊

の

意

味

を

兵

へ

て

来

た

と

と

を

育

っ

て

世

か

ね

ば

な

ら

な

い

J

即

ち

今

日

ソ

・

ワ

ヱ

1

ト

で

は

地

方

的

K

見

て

不

利

益

と

さ

れ

る

投

資

も

一

般

に

計

華

経

憾

の

大

綱

か

ら

見

る

時

は

雌

貨

な

利

猫

法

で

あ

り

得

る

場

合

が

あ

る

の

だ

か

ら

私

は

と

L

に

.

更

に

一・

古
門

附

け

加

へ

る

。

と

の

新

聞

家

に

劃

し

て

、
川

明

…

般

に

浴

せ

ら

れ

る

謬

見

の

中

で

も

、

と

の

園

で

は

都

市

計

委

や

住

宅

建

築

の

た

め

に

人

間

は

働

き

勢

れ

て

、

制

色

蒼

ざ

め

‘

シ ユ ツ エ グ ロ 7 スク市区劃闘第二回
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新 都 市の給餐模型問

教育及 fままE機 関

生活必需 品給養Z立運 動 機 関

よ

り

槻

察

し

て

見

や

-

っ

。

新

都

市

の

一

般

形

式

都

市

の

般

的

式

を

辿

べ

る

と

、

純

米

の

趨

勢

を

見

る

に

人

口

十

点

前

向

乃

五

二

十

市

以

上

の

大

都

合

の

如

き

は

消

滅

ぜ

ん

と

し

て

ゐ

る

。

レ

1

ニ

ン

の

一守
門

業

を

引

川

第三 岡

上 回

下 岡

す

る

と

|

『

都

合

は

虻

担

問

仁

川一一

ぷ

ノ

但

L

J

Y

E

 

い加
川

の

肱

川

を

応

礎

と

し

集

闘

的

知

働

に

使

民

、

肘

心

地

好

き

性

宅

を

備

へ

以

て

山

山
司

法

と

工

業

と

を

結

合

さ

せ

る

性

質

を

持

た

ね

ば

友

ら

ぬ

似

令

大

抑

制

命

叫

に

人

口

の

減

少

を

い

米

す

と

も

、

衆

終

を

等

同

制

し

.

荒

阪

孤

ー

に

任

す

事

が

あ

っ

て

は

友

ら

ぬ

」

と

。

五

ヶ

年

計

量

買

に

布

つ

て

は

、

乃

ち

工

業

内

物

の

地

万

分

収

を

見

越

し

、

-H

働

的

に

泊

ト

へ

友

人

口

仰

木

山

中

の

原

川

を

除

か

ん

・
と

し

て

ゐ

る

。

と

の

制

限

の

下

氏

、

貨

施

六

れ

つ

k

あ

る

作

宅

建

設

に

山

附

し

て

は

記

述

の

如

く

峨

々

の

な

け

ん、

提

奈

が

あ

る

。

へ

A

)

道

路

に

市

へ

る

辿

結

家

屋

と

れ

は

共

同

位

場

へ

泊

じ

る

道

路

の

州

側

に

恰

も

楠

の

闘

い

引

を

怨

像

さ

せ

る

様

K

.

一

定

の

間

隔

を

世

い

て

山

地

築

せ

ん

と

す

る

徒

で

あ

る

o

仰

が

た

め

に

川

隔

を

必

要

と

す

る

か

恐

ら

く

単

な

る

装

飾

的

の

も

の

と

忠

は

れ

る

が

、

と

れ

は

計

霊

能

掛

の

概

念

正

H

M

m

な

る

知

第 四 悩1 pq 角形 の共同殿場 を有す る土 地 のI，tl ，剖幽 或 一定 数ノJ 住民 ノJ 成 す s-! . s問 ! t .. 其場所場所で共 同設側l のわJ mを

な し得 る 僚 にな っ て ゐ る 。然して ζ の集 附 与 野 ｲ ｾ ､［ 各 ｬ 孟創 を形 成 し てゐ る 。 千 千住宅 ［よ二 階 ｩｬｬ で 、 建築 は 簡易 Ｑ : 、材 木 を

骨>1: 11み として之 に ローム又 は スヲクを愈ったも の、i閉して 外慨 は 出朱 る 限 り板張 りと なって ゐる 。 次 に共同建築物 は

石造であ る 。叉十 三 ｾ Ａｉ＿ ー の 溢 箆 に 悶 ま れ た中 央 に は大 ｩ ｬｩｬＮ ［ｦ［Ｚ が設 け ら れ 、 各 ｍ Ｍ Ｇ 割に は 空 地あり 、 野 君 民ー 固 に 九ヘク Ｙ
ー の 自由地あり 、 来倒 ｾ ｾとしてヒ ・ Ｓ ｩＮ ヘ ク ｆ ー 各 住宅 ｖｊ fUJに lよll! I'楽 及びイヒ舟殺 ti ¥rt l と してあ・ ・六へ !I ?  - J )  _I :地 を充

てて ゐる υ 極剖. J. 瓜人 を牧 谷 L 、女化務民 心瞬 には 約 千人Jl j J ち総 人 口の三分 ーを 聖子栄 l ld ll: 1t で縫 _" ととが 出荷主ふJ

i'B長ノJ 総 生産jiai l工大

約 百 七ー1-1，: ｾ＠ ; / であ

る。J型管 。ためには

共 同: a 場 の竹列者 一

人 、庭 闘師十二人 を

iJ{l する 。女化 シーズ

Y に lよ製校生徒を合

む約一書1) の人 間 がw

の ため り教育地を 提

品りす るo m創 共 同 役

場 は 叉 験 場 ι 工場と

の関係の 如 〈誌 訓 練

fj ちして J.; る。

ＭＮａ ＧＢｃＧｉｴ ｾ＠
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ｾ＠ ... ｾ＠ Ji. 悩l 他 殺 倒

的 ｬｾ￭ｾ のマグェ ト

ゴ ル ス ク の 風 景

C  ill 設; 位nの す

り エ ー ト 聯邦 j

itt J、リ〉

ＱＱｾ 六 ｵ 時 ｩ マ グ ニ

トゴ IL スク 市 都

司1言問t凶

か

ら

見

て

最

も

不

経

悼

と

一
言

問

は

ね

ば

な

ら

ぬ

。

(

B

)

控

家

式

住

宅

之

は

地

一耐

を

主

と

し

て

向

山

に

利

川

し

、

簡

と

言

ふ

も

の

を

形

成

せ

し

め

ざ

る

案

で

、

ブ

ル

ノ

タ

ウ

フ

の

提

楽

に

基

く

。

と

の

笑

は

少

く

と

も

工

業

的

拡

礎

が

京

要

硯

さ

れ

る

限

り

、

恐

ら

く

宜

現

し

な

い

で

あ

ら

う

。

そ

の

理

山

は

‘

若

し

之

を

氏

行

す

る

と

す

れ

ば

労

働

者

に

と

っ

て

、

そ

の

工

場

へ

の

泌

が

速

く

友

り

・

交

通

機

闘

の

負

拾

が

附

加

す

る

J

X

と

の

奈

は

今

日

'

叫

に

州

人

経

営

の

民

主

が

衰

退

し

た

事

…

貨

を

忘

れ

て

ゐ

る

。

-

史

に

共

同

牛

析

を

促

進

す

る

努

力

に

反

し

て

、

人

聞

を

各

分

雌

せ

し

め

州

灘

を

-M

加

す

る

粘

県

を

興

へ

る

。

都

市

建

設

の

進

む

べ

き

方

向

と

友

っ

て

現

布

一

民

現

の

途

上

に

あ

る

の

は

次

に

辿

べ

る

症

併

式

都

市

と

‘

術

開

係

式

都

市

と

で

あ

る
。

(

C

)

連

帯

式

都

市

と

の

式

の

都

市

を

完

成

す

る

に

は

、

ソ

ウ

エ

ー

ト

は

北

へ

向

の

閣

で

あ

る

何

と

怠

れ

ば

ソ

ウ

エ

ー

ト

で

は

、

荒

州

…

し

た

ス

テ

ッ

プ

併

に

一

の

組

織

を

成

長

せ

し

め

、

特

殊

形

式

に

よ

っ

て

殻

展

さ

せ

.

特

殊

の

附

労

働

制

を

有

つ

産

業

及

膨

大

友

人

聞

の

集

固

と

合

致

せ

し

め

ん

と

す

る

の

で

あ

る

か

ら

リ

而

し

て

連

併

式

都

市

は

丁

度

乙

の

過

程

を

経

て

生

れ

る

。

と

の

都

市

に

就

い

て

は

ミ

リ

ユ

1

チ

ン

の

著

書

に

記

秘

さ

れ

て

る

る

『

新

都

市

建

設

問

題

』

か

ら

二

三

の

参

考

資

料

を

得

る

。

連

帯

式

都

山

は

先

づ

工

場

門

部

の

作

業

工

程

を

棋

山

中

に

順

次

に

夫

k

の

産

業

部

門

左

配

刈

し

之

と

卒

行

に

蚊

百

メ

ー

ト

ル

を

州

て

L

住

宅

地

を

世

く

。

然

し

て

餓

迫

糾

路

は

住

宅

地

と

反

封

側

に

敷

設

す

る

と

寸

円

ふ

川

ば

で

あ

る

が

、

か

か

る

仰

い

山

制

は

そ

の

土

地

の

地

理

的

保

件

に

μ

響

を

受

け

る

と

と

が

甚

だ

多

い

。

例

へ

ば

ミ

リ

ュ

l

チ

ン

の

計

撃

に

係

る

マ

グ

ニ

ト

ゴ

ル

ス

ク

市

の

如

き

は

証

明

困

測

と

思

ふ

J

十

四

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

K

M

一
る

院

大

友

谷

と

マ

グ

ネ

l

ト

山

脈

の

支

脈

を

な

す

丘

峻

に

介

在

す

る

地

叫

に

は

、

連

帯

式

の

卒

行

的

強

展

の

徐

地

が

位

以

。

さ

れ

ば

一

九

三

O

年

秋

よ

り

ウ

ラ

ル

湖

彼

岸

に

住

宅

地

を

作

り

二

橋

で

工

業

地

帯

と

結

ん

で

は

如

何

、

と

言

ふ

楽

が

出

、

d

へ

私

が

立

策

し

た

の

に

よ

れ

ば

、

工

窃

地

近

く

の

丘

上

に

設

け

ん

と

す

る

も
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-1

 

1

M

'

 

ヴ

オ

ル

ガ

沿

岸

の

高

地

に

埴

肱

せ

し

む

る

た

め

性

宅

地

に

公

嗣

生

匙

り

と

の

紘

併

に

依

っ

て

工

業

地

域

と

隔

敵

す

べ

き

設

計

を

施

し

た

。

然

し

乍

ら

彼

は

ヴ

オ

ル

ガ

の

舟

運

に

不

一

任

意

で

あ

っ

た

J

私

の

設

計

で

は

同

儀

氏

連

d

，

 

を

い

h

A

'

E

同

w

r

 

…
一一一
一

一

の

で

あ

る

。

ス

タ

ー

リ

ン

グ

ラ

l

ド

建

設

の

ミ

リ

ュ

l

チ

ン

の

設

計

は

矢

張

り

似

世

の

融

通

に

欠

げ

た

と

と

ろ

が

あ

る

n

彼

は

〆

時
パ

巾

式

に

撮

る

が

水

路

、

沿

岸

餓

道

、

工

場

地

郁

、

絵

地

帯

、

住

宅

地

域

の

順

序

で

辿

結

配

列

し

た

口

ン

{

D

)

術

評

式

都

市

辿

併

式

都

合

の

中

で

も

工

業

地

帯

と

住

宅

地

域

と

が

遠

く

隔

っ

て

存

在

せ

る

土

地

で

は

.

街

阿
佐

的

形

ぃ

以

を

と

っ

て

ゐ

る

も

の

が

あ

る

c

一

様

に

人

口

集

中

の

性

質

を

持

つ

工

業

地

は

、

底

々

・文

化

.

行

政

の

中

心

と

た

る

と

と

が

あ

る

J

然

も

そ

の

一

面

倒

k

の

工

業

部

門

K

印

刷

す

る

人

聞

の

各

グ

ル

ー

プ

が

比

較

的

樹

立

の

惜

誠

を

持

っ

と

と

が

多

い

。

モ

ス

ク

ワ

は

と

の

例

に

首

て

繰

る

も

の

で

、

私

は

赴

底

で

見 可 し ス 多 で つ 油 元

ら古巨 て テ < 111(0 tた カt 列4

れ 性 ゐ ム の 決 が 不 地

ざ が る l亡者1I し 同 便 勢

る ｾ c 依 Ifj た 様 で 」二

と者? と つ も 'J に あ 交

と 式のて 術 Ｚ ｊｾ t桁

ろ に蛾蛾Ｉ ｾ 他 ｬ ｰ｟ ｾ八回テイ ノ ｬ ガ

では ｾｬｾ 引をシ Ｑ 敏 正に y 市初市 計艶闘
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l Hi l l u l li l l - i 〉rxdf

術

厚

式

を

掠

川

し

た

。

h  

({  

叉

ノ

ポ

r  '  

r  

ジ

ピ

ル

ス

ク

は

戸ノ

第 九箇I 1-" y パツス地方 の 区

alJ司1式。 1' ，よ 11 、

( 1) 間 百 人 。 住 民 に 遡 す る

ｗ［ ｾｉｊＨ ａ＠ :fifi) 

同 ｉ ｾ ｟ Ｈｉｾ粁〉

八 百人の[ 七駅ーに泌 する

M 置リ

千 二 百 人 の 住 民 に 泊 す

る臨書1)

(2) 

(3)  

(4) 
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h ，TT 

第十 Ｍ ￞ｾ ｬｬ ，・" . _. ... ..， 

第十 空間 f r  J  ノ へ

，.. .. 全 告 全 =

自

-

視

二

時

制

吋

-

h

帥

マ..YfOJI bl '

ドンノぐツス

‘ー;竺オ

宍司

第十二岡

と

の

矧

街

界

式

が

優

れ

て

ゐ

る

ο

新

都

市

の

構

成

共

に

新

都

市

の

内

部

構

成

欣

態

を

述

べ

ゃ

う

υ

抑

々

ソ

ウ

ヱ

l

ト

聯

邦

に

於

け

る

政

治

の

主

要

目

棋

は

射

K

そ

不

問

、

初

く

も

峨

労

働

能

力

あ

る

者

全

部

を

岡

家

の

た

め

に

利

川

す

る

ξ

で

あ

る

。

而

し

て

現

今

傍

働

力

増

加

の

有

効

千

段

の

一

は

婦

人

労

働

を

利

用

す

る

と

と

で

あ

る

が

、

之

は

取

り

も

直

さ

歩

従

来

の

婦

人

の

家

庭

雑

務

.

特

に

料

理

と

育

児

の

負

拾

を

除

く

と

と

を

政

味

す

る

。

と

の

方

法

と

し

て

公

営

食

堂

の

設

世

が

問

題

と

友

っ

て

ゐ

る

が

‘

さ

し

て

閃

難

友

も

の

で

は

友

い

o

A

7

円

、

モ

ス

ク

ワ

、

レ

ニ

ン

グ

ラ

ー

ド

其

他

の

良

工

業

中

心

地

に

設

け

ら

れ

た

公

営

食

堂

は

灯

成

総

を

あ

げ

て

ゐ

る

o

但

し

之

等

の

大

良

企

は

常

に

人

が

徐

り

多

く

殺

到

混

雑

す

る

の

で

‘

中

ろ

小

規

模

の

も

の

が

喜

ば

れ

る

。

之

等

の

食

堂

で

消

費

者

と

牛

守
派

者

と

の

聞

に

一

つ

の

出

絡

が

生

じ

る

。

ソ

ウ

ェ

ー

ト

聯

邦

の

新

都

市

民

は

叉

所

川

給

養

利

ム

n

が
十

代

っ

て

、

屠

殺

場

、

製

パ

ン

所

、

倉

山

坤

及

び

大

食

堂

を

有

し

、

組

織

的

に

性

宅

地

域

の

消

費

に

向

け

ら

れ

て

ゐ

る

。

故

に

・

家

庭

内

の

料

理

問

題

は

徐

り

解

決

の

岡

難

を

作

は

な

い

。

比

二

か

面

倒

友

の

は

公

営

育

児

問

題

で

あ

る

。

ラ

ヂ

カ

ル

な

論

者

は

子

供

は

断

然

両

親

よ

り

離

し

て

教

育

す

べ

し

と

す

っ

て

ゐ

る

が

、

叉

他

の

者

は

婦

人

の

労

働

時

間

の

み

托

児

所

へ

預

け

て

は

如

何

と

附

附

し

て

ゐ

る

ω

と

の

貼

K

闘

す

る

見

解

の

売

に

よ

り

、

性

宅

様

式

に

も

三

つ

の

方

向

が

別

れ

る

。

第

一

の

様

式

は

育

児

を

例

々

の

家

出

で

行

う

と

一
日

ふ

場

合

の

建

築

で

あ

る

J

一

九

一

八

年

以

米

法

律

を

以

て

一

一
角
ル

ー

ブ

ル

未

満

の

家

屋

の

私

有

を

許

し

て

ゐ

る

が

之

等

例

々

の

家

康

は

勿

論

今

日

他

聞

と

同

犠

樹

立

に

住

築

さ

れ

て

あ

る

た

ピ

ソ

ウ

ェ

ー

ト

で

は

各

家

庭

が

集

っ

て

一

つ

の

ク

ラ

ブ

を

結

成

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

と

L

K

一

粧

台

的

連

結

が

行

は

れ

て

ゐ

る

J

第

二

の

椋

式

は

集

岡

住

宅

、

ロ

シ

ア

語

で

オ

プ

イ

ヱ

シ

l

ド

と

呼

ば

れ

て

ゐ

る

。

と

の

住

宅

は

ヰ

印

刷

の

料

理

携

を

有

す

る

か

、

或

は

そ

の

地

方

に

設

け

ら

れ

た

公

営

食

品

北

が

あ

る

。

七

才

迄

の

児

五

は

地

方

幼

稚

岡

又

は

托

児

問

へ

入

れ

ら
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誼吋 十 〉 璽

調 市 別

δ 吋同 到 盟

代 議 + ' 庁 翠 〉

友 M d a z d z d a
訴 u

，

百 E R z z ' E

s t a - - F

 

可 甘 い 時

t p i

‘ 1

 

1 1

 

2 I s o

 

l

 

- -

' ー も

思 一 J f e

，

δ 阿 国 璽
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ベM

J

.

d

れ

育

て

ら

れ

て

ゐ

る

。

第

三

の

犠

式

は

位

も

極

端

な

も

の

で

・
コ

ム

ミ

ユ

ン

性

宅

で

あ

る

。

H

X

底

で

は

二

百

人

乃

至

八

百

人

の

人

川

が

完

全

な

共

同

性

尽

を

皆

む

。

各

人

は

六

平

方

メ

ー

ト

ル

か

ら

八

平

方

メ

ー

ト

ル

の

閉

さ

を

山

め

‘

そ

と

じ

山

町

起

き

す

る

ο

少

く

と

も

二

」出

υ

に

郡

水

携

が

あ

り

食

事

は

全

部

北

ハ

に

行

ひ

、

各

附

h

U

に

喫

茶

山

引

の

設

備

が

あ

る

。

托

い
川

所

が

附

近

に

あ

り

子

供

は

恐

く

之

氏

牧

山
れ

す

る

o

H

人

就

山

間

半

見

立

は

勝

校

容

桁

合

で

起

肘

さ

せ

る

。

ｾ三 ｨ

吃 主j

今

日

の

ソ

ウ

エ

ー

ト

は

凡

ゆ

る

仰木

本

的

問

題

が

、

扮

除

さ

れ

人
L

べ

て

百

行

を

恨

ん

じ

る

傾

向

が

あ

る

が

住

宅

問

題

の

如

き

正

に

之

れ

で

あ

っ

て

、

在

際

陸

制

と

し

て

位

設

が

行

は

れ

て

ゐ

る

一
万

米

間

都

市

と

同

時

(

友

り

ウ

ヱ

l

ト

の

都

市

で

は

そ

の

全

部

が

附

労

働

者

の

も

の

で

あ

る

。

住

宅

は

工

場

よ

り

速

か

ら

や

、

1

1

1

且

つ

共

同

機

闘

に

近

く

位

築

さ

れ

る

o

即

ち

代

打

ん

所

.

幼

稚

闘

.

U

勝

十

校

給

n

川

部

、

沈

滞

場

1

3

出

所

、

病

院

、

集

合

所

、

映

山

曲

航

共

他

の

利

川

機

闘

に

最

も

便

利

に

建

築

さ

れ

る

都

市

建

設

費

問

題

ソ

ウ

ヱ

l

ト

聯

邦

が

都

市

建

設

を

行

ふ

花

賞

っ

て

そ

の

建

築

貨

を

如

何

な

る

方

法

で

融

通

し

て

ゐ

る

か

は

、

従

来

他

閥

の

行

ひ

得

な

か

っ

た

問

題

丈

に

削

る

で の 他 るで ｦ ＱＷ ｊ し Ｑ ｾＱ Ｑ 百り市 る めのとて下概 余古 ｾ｜ jt[ る の ミ 興

あ知 I自i 閥 進 の 乍 と lill I乙 位 。 た は な ゐ !L: ｊ ，ＢＢｾがよ 、 と掠 り ｬ 快
そは ｬ とで行乏 ＡＺら な ｪ うす ｬ ｾ 之も迫つる計」「り閥そ寸ュ示
》 多 は あ し テ 711; る 至 る ー を の 加l て。_ I : の主主 4F 2誌 の 苛 1 あ

少 ｗ ｦｉＧ り てム ｾ ｈＮ 0 じ と 人 ー で を ゐ 胤 さ 名 設 制 百十ー を チ る

の 冊 、ゐ ポ 掠 然 百 五 111 お1¥ｾう認る Ｑ［￭ｾれ の Ｑ その聾￭Ｚｩ ￭￭ 見ン ｵ
1/1，の

入 附 ー' TC剛自

り作 C M  

を も 4 川 市

菟 あ l  

ｾ ｌ つ ｩ

な主 ・ i : - j  

b、/:et !  

の ｉ ｾ ｾ :  Ｎ ｾ ＮＧ＠ .] • :.， 

ソ

建

設

の

障

害

- f罫ミ

五

ヶ

年

計

撃

は

削

る

大

規

棋

の

も

の

で
、

全

く

続

州

市

の

他

は

川

県

い

が

、

反
一

m

k

は

多

大

の

凶

難

を

作

っ

て

ゐ

る

と

と

を

見

逃

し

て

は

な

ら

な

い

。

そ

の

市

川

女

-

R

-
z
、

f

-
z

i

e

'

s

f

 

1  ｾ＠
.  

1

1

1

f

 

，

 

.噌

、J

" ，_ )  

友

ス

日
陣

室

内

を

摘

詑

す

る

と

ー

ー

第 二十一 間 幼稚悶 (主主築家ジ

ユ ツテ・リホツキ一女! 1 ! . . 1'こ採る〉

〆戸、

一
、ーノ

叫

労

働

力

の

欠

之

労

働

力

殊

に

京

市

古

事

業

に

技

は

る

べ

き

熟

練

工

の

欠

乏

が

避

だ

し

い

《

高

級

技

術

家

は

都

併

に

多

い

イ

ン

テ

リ

よ

り

養

成

川

来

る

が

、

土

工

、

大

工

、

F

-

V

等

の

m

単

純

な

州

労

働

者

の

欠

乏

は
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第 二 十 二 闘 ス タ リ ン グ ラ ー

ド 力 ト ラ＿ ｾ ー工 場Ｈ 新 住 定

住 設 の 出雲里山〉

第 二寸 三 闘 新 都市 に於げる

sNSi. 郊 の設 計闘 〈エ ノ. y ス ト

. マイ ZIdYJ 手〉

jj; :7117Z27ii ii  

I12i j;::: i:27E 2ii  

|円三|

J_ .  

↓へ

問

題

で

あ

る

。

之

K

利

用

す

べ

き

は

多

く

述

附

の

地

に

あ

る

良

氏

群

で

あ

っ

て

、

文

化

水

準

の

低

き

彼

等

泳

教

育

す

る

K

は

多

大

の

手

数

を

見

越

さ

ね

ば

な

ら

由

。

(

二

)

運

輸

川

題

他

の

同

家

で

は

大

地

主

が

山

リ

仮

な

土

地

を

持

ち

な

が

ら

そ

れ

を

充

分

利

姻

さ

せ

十

持

-惜

し

て

ゐ

る

如

く

ゾ

ウ

エ

ー

ト

は

英

大

友

天

然

託

制

に

必

ま

れ

つ

L

、

交

通

機

闘

の

氷

山

設

の

た

め

益

し

く

持

倒

れ

の

以

態

に

あ

る

。

今

後

の

解

決

に

侠

っ

と

と

ろ

が

甚

だ

多

い

わ

け

で

る

る

。

三

乙

材

料

及

物

資

の

窮

乏

特

に

建

設

に

と

っ

て

大

き

な

昨

同

は

重

要

な

る

建

築

材

料

の

窮

乏

で

あ

る

。

餓

、

ガ

ラ

ス

、

屋

根

板

、
セ

メ

ン

ト

、

の

窮

乏

は

甚

だ

し

い

過

去

の

ロ

シ

ア

T

は

と

の

種

の

工

業

の

殻

展

が

組

め

て

遅

々

た

り

し

に

煉

る

の

で

あ

っ

て

.

建

設

の

今

日

大

き

友

妨

害

を

友

す

の

は

首

然

で

あ

る

。

5量

制

準

イ寸

一

九

一二

一

年

末

迄

に

は

州

労

働

者

並

び

に

そ

の

扶

養

家

膝

七

十

市

内

人

の

た

め

の

位

宅

建

築

を

完

成

せ

ん

と

し

て

ゐ

る

。

之

は

主

と

し

て

左

の

地

方

に

施

行

さ

れ

。

る

ド

ネ

ツ

炭

同

地

方

.

ク

ズ

ネ

グ

以

同

地

方

、

ウ

ラ

ル

地

方

‘

カ

ラ

ガ

ン

ダ

地

方

然

し

て

各

地

方

で

は

似

制

盆

行

と

-一
一

什

ふ

と

と

が

笹

施

さ

れ

て

ゐ

る

。

ド

ネ

ツ

炭

川

地

方

の

建

設

蹴

叫

を

辿

ぶ

れ

ば

、

と

の

地

方

で

笥

施

さ

れ

る

強

制

遂

行

の

基

本

は

、

と

の

地

方

が

他

地

方

の

模

範

と

な

り

棋

準

と

な

ら

ね

ば

友

ら

ぬ

と

一育

ふ

事

で

あ

る

。

ド

ネ

ツ

地

方

へ

は

二

十

人

の

建

築

家

が

向

け

ら

れ

百

五

十

ケ

所

の

建

築

携

を

蹴

任

せ

し

め

て

ゐ

る

。

彼

等

は

凶

耐

に

よ

っ

て

建

築

拐

の

地

所

を

定

め

、

測

註

を

完

了

す

る

。

一

方

モ

ス

ク

ワ

で

は

十

五

倒

の

夫

k

具

な

っ

た

形

の

建

築

材

料

を

作

っ

て

ゐ

る

挫

築

家

は

之

を

測

量

し

た

地

問

へ

入

れ

現

場

で

組

立

て

れ

ば

よ

い

の

で

あ

る

d

よ

等

の

建

築

材

は

師

に

工

場

で

組

立

佐

蹴

を

記

入

し

て

ゐ

る

か

ら

運

搬

組

立

共

に

容

易

で

る

る

。

山

地

築

材

料

の

窮

乏

は

徒

に

述

べ

た

通

り

で

あ

る

が

モ

ス

ク

ワ

の

研

究

所

で

は

之

等

窮

乏

物

質

の

制

填

の

た

め

の

研

究

が

行

は

れ

多

数

の

按

者

が

妻

加

し

て

ゐ

る

。日人

建

築

の

進

行

及

び

資

制

令

統

制

す

る

た

め

三

の

手

段

を

緋

じ

て

ゐ

る

。

一

、

各

建

築

場

K

到

し

H

科

を

定

め

て

配

布

す

。

一

寸

統

削

除

を

利

織

し

現

訟

を

刷

出

せ

し

め

る

0

・
二

、

舵

作

者

が

共

同

制

夜

、

部

分

制

作

を

行

ふ

。

結

2苦

昨

日

の

事

で

る

る

ο

私

が

間

際

列

車

K

投

じ

て

ハ

ル

ピ

ン

よ

り

モ

ス

ク

ワ

(
以

下

二

十

八

頁

の

四

段

目

へ

繍

く

〉



皿- 6 2

-・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・E・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・z・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1

「建 築 と 社 禽 」 定 借 表

毎月 1 [!!] 1 日決行

五庁 数 定 債 明l 税

却} 5  
。ｬｾ＠ ヲ ｾｾ＠

2  ｩ ｜Ｑｾ＠ 6  回l /. 4  重量

慶 告 掲 載 料 金

管 1m 1 頁 l 恒l 15CO 

普 ;i!i 1  w  1  lill 8GO 

＿キ 二 盟 ｾ 官 ＱｉＱ 3E 

1  T・4 1  1111 <5CO 

一 一 一

普 j m 

M附館、宵

l 瓦 1  lill 400') 

喜t平畠附第E 串終買j Es  

l n  l 凶 2ふUO

ア
ト

占頁 l 恒l
20∞ 

t中 抑制

表 車正
2  1 1:1: I 恒l 6Q.CQ 

一
表 聖正 3  1 頁 1 回 45.∞ 

一
表 幸氏 4  l 頁 1[!!] 

80.∞ 

建築事務所録 1  ｾ情 1  Ihl  I  ｾｏ＠

{ 主主毘圃悟猿 lt"¥;; 内〉 1 欄 l 回 5. 00 

紹 介 欄 1 欄 l 凶 0.50 

御 定 文

御法女は すべ て前金で本合直接 叉は特約肱へ振替

貯ｦｦ＾Ｎ叉はｾ替で御鋳込を願ひます郵券代用はー釦 ｕ I  

宅、代合引換は お萄i り主主 します。

昭和 Ｗｾ Ｑ ミＺ 円 ＲＷ 白印刷 Ｈ 第 Ｑ Ｕ 腕 ｴ ￭Ｇ ｾ Ｓ 蹴Ｉ
昭和 Ｗｾ Ｑ ｾＴ 月 ｬ 日 設行

事を行 ・編緋

11I5R :， JUI. ド易
印 刷 人

兵 庫県手、武 ｾｉＡ郎今津町 Ｑｭ 風 ＵＶ 番地

印 li J i J 所 大 阪 高fi )以 tjjj

大阪市東 区内淡路町 l 丁目 7岳地

強 行 所
問 日 本 建 築 協 合

大阪市西区土佐射油 1 1 1大同ピル

電 話 土 佐 堀349296755奇毒

S百替 口座タミ阪

特約版貰庖
柳

k  堂 書 l占

大 阪 電市 西 区京町姐互理子宮正僑北

話 土 佐 堀 2 HO 杏

鋸替口Ｚｦヲミ阪 Ｒ ＲｃＱ ｾ Ｔ .if 

禁 輔 載

本誌に 縞載せるも のは 、一切これを無断にて将司北

L ) えはJfl. 行本に上 梓ーその{也の紘製行総を なすこと

を禁ず。

一一一一一J

編 輯 後 記

｢ 開 ｉ 設の舷 Ａ ーの存が訪れ て タ ｫｬ とコ高有が長夜のＧｾＧＺ

から' 覚める。本協合 も更生の 控 高 ら か にm必j し

て ゐる 仰の彼方数千ヨミジ ュネ ー ブでは JI' 間合

長 も華 々し く活躍して ゐ られるとと で b らう a

隣 邦 と の 紛 援 も 漸 く 納 り の 近 き を 覚 え て 予kた。

春 で・3うるo ｬＯｩ ｬＣ ｾｄ 春が来てゐるのである。

t> tlHi 志本J ; j は0J ; 築法 規 の 特 料 放 を IY-'¥す告: のとと

ろ、米 te*III J[ IJ か 川 揃 は ね の で ー ケ 1' 1 遅らして内

詳の完壁を期するとと L した そ し て 本 蹴 で は

f3Wt の 1m< 段近外岡諸雑誌に詑，1託された 名 論t淀

をmん で 出 外j改怖の441識 を 判 介 す る 機 舎 を 得た

ｴ＾ ｾｴＮ ｦｩ ［ｕ 特十持刷与判 Ｑ車 ｦサ愉 ｩ

近住築『研肉ヲ筑Y.:な抗1れ} ご二. と して大 阪h岐主天勺:1附器矧l. 215四(aji 翠!

司 令 部 、制 定 内 航 を 紹介 す る 市 し て 七 月 か ら

は /，組 横 書 で 抜 を 改 めて 現はれる。

b  従 っ て 六 月 住 宅 鋭、誌 上で稜表の百'のノj 、!J: ζ

懸Z181集 は時 日11: 少 し7象狛が 1-1:

'

，来 るので締 ー切を

延期して五月十円ま で とす ると と に 決 し た 。 住

宅 建 築11 : 米失法を如何H1: 適 lit せ しめ得る か. 世

際 的 の 小 住 宅 として如何友 る築 を得 る か ‘ 協舎

は大たる朋作をかけ てゐ る 。 議 って此の雪量陀御

寄興r蜘た い “ 協 合 紋章国系の! 臣賞 も多 数 の I.'ft{券;

が dうった。予k 月蹴 に は 首 撰楽 を 護 表出 来るであ

らう 。

b建築法胤放に防j聯 して 「市 街 地建 築 物 法 令J を

編纂し Ｎ ｾｾｩ i. 行本と して 袖珍's! !美 本 を 礎資 する。 thb

舎 の 植 戚 と官 臨 の 諸氏 の 後 援 と で 他の知' 蓄を温

か に抜く ものたるを帥信する。 而も{ 貨;絡 I'I :r.:っ

て安〈 、利 益 を 度外 視 せ る 本 協 合 な ら で は 出 タK

ぬ 仕事 でaうる 目下 印 制 中 な れ ば 、 御 注 文 御 誘

合はせを[ 脱皮い J

b此の秋単行さ れ る 本 協 合215十 五 週 年 の崎 大 な

る記 念汗| 聾が準備 されつ L あ る、一方で・は i i: 款

改 正委 員 舎にてt h i . 舎の線本組織について論議さ

れて ゐる。 加 ふ るに事務所{多* 専の楽 も熟して今

や子 紙 の l時期に 至 ってゐる。

本 協 合 殻 j長の誕 は 合員の子にある 、此の 機 合 lこ

特 11: 入 合 御 勧 誘 を 切 に 希 望 します。( 高橋)



姫 路 市 公 曾 堂 l 姫路 ・本 町7

皿 ~ 京阪神 l

外部両iIJ ifii 花 嵐 石 鉛石張り 、他 l土9 イノレ張 り。 大集合場の床 Y U 床

塗 、!主コ ，C タペ y キ塗仕上 、天井セ ロテ ックス 磁ユルク イ ンキ仕上

で あ る。 25∞ 人 の収容 力があ る。御大 典記 念の位物。建築面 積 325

坪 、鍛 筋 コ ンゲ りート 遇。

駁 計 置 堕 建 築 事 務 所 施 工 大 獄 組



タト対) : t I正面及左右 lよ腹よ り}J 同蛇腹迄花|主i石貼付 l士郎

控粍共m成 花 !Y; I 石「カス トスト ー :/J 表装で新世界に

於ける Ｍ Ｍ Ｑ ｦ ｴ 淑であ る 、 ｭ 坪 ｾｏｏ 坪 ＵＷ 、 延士 ｆ 828 .Ji 1と 78、

佐N l- 滋 筋 コ :/ 1 ' リー ト溢 。

二 階平而 ｬ ｩ ， ｾｬ

公 柴 座 〔大阪 ・新世界) 殴 計 池毘建築事務所 施工 金 図 組

皿 ~京 阪 神 2



公 集 座 〔大阪・新 世 界〕

皿 ~京 阪 神 3

三 階 卒 百 聞

。叡覧席

位 大 火M コル ク 入 ・ス9 ・ソコ ・7 Y チ ュ リ ヤ J 塗 で 音

響 の鮎 に 注 意 を 抑 ひ 、 中心飾 蛇腹 彫刻 共色彩 iま淡色

で 各部 の 調和が保たれ、 朗ら かな近代昧を幣びた色

調 である 、.ti1房 冷房 援;置共完備 され ゐ る。

む正面玄関嘆問

}j 笈培共大理 石日占、幸t 身大王' Hi 、 キヤビ F ノι は<f:: isi 張

りイ' J : 上 、天 井 小 壁「スダ ツ コ ・" y チ ユ ロヤ j 主主、蛇

版 は石 '/ ! f 彫刻付 着 色 仕 上、床 l土「モ ザ イ ? f 7 イ ノレ j 敷

の謀総な ffi ，rr のあるもの で ある。

地階2 J i - 商 闘

設計 : 池田建築事務所 施 工 金 田 組



外 観 。

正面 切符夜場廻り

は伊 太 利戸匠黒色大

3"!' 石張 、側面 腰 ス

ク ラ ッチ F イノl- 5.民

上 部 全 部 白色リ y

イ ド主主仕上で 、IJ、

E央部劇場 と して 市

大 阪 唯 一 の近代制

式 の も の で あ る、

主tt 主1; 139  Ji p  21 、延

野 305 坪 75

Ｊ ス ｾ - J 塗 .

銀 色f " : / キ」

塗 仕 上 の訪:i 酒

な もの であ る

冷房及緩房・装

置 共 備 は る。

11  出

下---ー観覧席 。

内部 壁面 l土上

千' $ 令部漆喰浴

上に特妹模様

を笥 きj 主の J 二

を銀 色 ペ y キ

塗仕 上 、天 井

はハ' ノι コ ニー

下部はア ジテ

y ;t ス5長リ、

大 Ｗ ｾＺＡＱＺ f 7・/ *

キ ネ マ ・ バ レ ス 〔大阪・浸 透 ・大 園 町J

， 

阪 計 池 図 建 築 事 務 所

皿 ~京 阪 神 4



曾 報 8

第三十七際 ( 2) 電 ｝ｪ｛ の長さは成る可〈短き を Ｍ ｮｔ とし ｾＢｍ ＯｪＺる場合と難も電極棒端 ｴ｣ 生やる鈴融鋼梢

より大となすぺから歩、

第三十七依 ( 3) 多磨鈴僚の場合各居の鈴接は其 F屠の踏治ー金泌表I自lーより鯨j宰. 酸化物等を清帰した

る後 i乙友すベ し

第三十八僚 錯接順序は成る可く被結合材 J十の熱費; 11予を最小友らしむる様決定すべし

第三十} L傑 被結合材Ji ・が熱費j Uを起し?とる場合は過賞なる方法により之を矯正すぺし但し必要と

認めたる場合は設鈴綾部を除去しN錦援を命やるととあるべし

第四十傑 被総合材J ［ Ｍ は 鎗接傑作 ｾ ｉｬ 互に 拶劫 せざる際組首なる方法 ｬ とよ り交分蝦り締を主主す ぺし

第四十一僚 仮り 鈴按は被結合阿片が ＮｉＡｾ 理の ない ｪ 伏態 ｬ ζ て なすべし

第四十二傑似りボルトの孔は成る可く部材の; 悠 j J 少なき部分にぷけ 鋳接結合後成る日J く之を 時現

すぺし

2夜間十三僚 鉛接作業中は成る可く風雨主宰等にまJ する治首なる防護設備並に遮光設備をなすべし

第四十四僚 錯接部は塗工、混凝土工tて先だち熔津5変化物等を清掃すべし

第 四 掌 検 査

筋肉十七僚製日は検査前塗料を施すべ‘ から十但し説副仁油は妨げや

第四十八僚 多居熔接は各唐毎IC検=径を受くぺし 下厨の検1 E を受けざりし場合検査員は上居の削り

取りを命やるととあるべし

第四十九傑 総て不合格友る鯨接は之を除去し再鈴接をな すべし

第五十僚検査員は随時鯨接工手の技伺試験を行ふととを得

( 第 一 調 合 )
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集成抗! 月号材の材 JJ -を1' i11乙結合する 鈴接 iζ 針 して 結合材nl l
l
:最小j阜の 15 i必

集成抗張材の材片をJ : i i 1 ' L 結合する銘it: I亡劃 して キl; 介材) ¥中最 小l手の 20 仰とす

第十九! 傑( 1 ) 鍍桁 失線の蓋 ｬｾ ｉ と於ける鈴接 ｴｪａ 距離は以Ａ享の Ｒ 五 ＱｊＱ 以下とす

第ト九保 ( 2) 集成抗Ａ取 材 の夜 Ｎ ｾｊ 享 は版 以 との鯨媛線組制 ｫ の ふ 以上たるべし 二位以上の蓋 ｾｒ を使

Ｉｉｊ す る 場合之 等 の辿結 ＿ 溶 接線距離は ＤｾＩ Ｎ ￧ Ｈ の Ｒ Ｕ 1:'( 以 F たるべ し

第二十傑 ｬ Ｎｴ 成抗 駅 材 の 端ｦｌ於ては共 の ｪ 泣 ｫ ｊ�［ｾの Ｑ Ｕ 似 の 間を連 総 鈴 伎と な すべ し

第二十一 際 保管l

第7・十二僚鈴接隅肉の! 内長は 被 拍子? 材) ¥- 中の11，( /J 、厚 Il: 等しくするを可とす {f}. し如何な る場合と

鍬も最小l字の 15 ii( を超過すると とを件十

第二十三僚 ! 底力を体主主すぺき一間防JJ制妥)i' の長さは蛍を除きて脚長の 11パーより 矧く す るとと を得l '

但 しi誌の長さは脚長に等し きもの と限定す

第二十五係 主要脅f : 材 D 接合は成る可くw ; の全強を停達する様舘接すべ し

第二十六僚 桁 J抱負皆川l捺 lと抵抗し得る様総接をな す場合は辿秘桁理論1 ' [ 1J< り之を設計すぺし

ＲＱＳ 二卜仁僚部材の結合 ｾｾｩｬ 亡於ては成る べ く鈴接の重心線と部 材 ｬＮｦ ｩｦ［ ｪ ｊ 紘とが 一 致 する様 なすべ し

第二十八傑 集成断而iの鈴接は成る可くf ! -J階的ならしむべし

第二十九傑 一筒所 l亡多くの飴綾を集中せざ様舵材を: 配世すペ し

第 三 十 俊 一t 向鋒倭は成 るiJJ く之を挫くる様lと工夫すぺし

第三十一俊 水分浸入の恐れある 場 合は成る可 く連債総接と友すぺ し

ｕ ｾ ｾ 三 十二保 Ｈ ＱＩ 総ての銚 ｩ ｾ は成る可く検査の際接 近し得る如〈部材を配置すペ し

第 三 本 施 工

第三十二傑 ( 2) 館接の寸法は成る可く f 維に設計闘 Il: 示された るものに合 致するととを裂す

Ｚｾｾ三イー 二 ｻ傑 ＨＳ Ｉ 鉛 接l亡闘しー本示方害児明示せられざる事項に就きでは係員の指仰を受くぺし

第三十三保 簡合鉢接の形式は特 l亡指定せざる限り次 IC定むる所lと依る

被結合材片のl享さ 6 粍未満 l直接 ぎ

被結合材の) 与さ 6 粍以上 12 粍未満 Y 接ぎ又は単斜篠ぎ

被結合材の! 享さ 12 粍以上 X 接ぎえは複斜接ぎ

但 し Y 嬢ぎ又は草斜援ぎに於ける被結合材片鎗接部端陶ーの I頃きは垂直・商に封して，，0 1  Ｉｾ至 Ｔｪ 。

と し X 接ぎ又は複斜接ぎに於ては 35

0

乃 至 45

0

とす

又被結合材片を簡合せたるときの材 )iL . 間隙は 2 粍乃至 5 粍とす

第三十四{ 際鈴接隅肉の雨脚長は特l亡指定せる場合を除き等しきものとす

ｾＱ 三十冗僚 !持Il :指定せる場合を除き絶;ブJ 体主主すべき館活金属部の表面は多少3 形をなすものとす

第三十/ ¥1 康被緒令材の鈴接耐は鈴接に先だって錆 塗 料 鉛j半及機唆等 を入念に清帰すぺし 但し亜

腕仁力t1の滞唐は之を除去するを要せす，

第三十七僚 ( 1 ) 電脳俸の太さ 並に修 ｉ ｏ ｊｩｍＮｩ ｉ 友電 流及 電 ｊ ｉｊ Ａ ｾ は 被結合材 ｪｴ の寸法 配 列等 を 考慮して充

分なる鈴け込みを i弘ると同時 t亡母材が過熱せられきる- t1i 自首; IC主cむべし



合 報 6

第十二僚 際 力を 体主 ｅ すぺきｾｾ接の形式は特 ｬ と規定せる場合を Ａ￭ 余き ［Ｚｪ ，くの Ｓ 種とす

( イ) 筒合舘接

( ロ) 隅肉鈴接

( ハ ) 孔 鉢 接

ｾｾ 卜 三 保 各 ｎＨＤ 容接形式に作 ｭ せしめ得ぺきＡ位 ｾ Ｑｊ を吹の如 Ｑ <  ｾｾむ

( イ) 科j 介館J長

ｊｴ ｩ ｾ 除 ｜ Ｑｊ 縦切! 位(1) 又は共の来日合 せ

特に許可ある場合は挺l色1J

( ロj 隅肉鈴接

縦 興 舷 力 張 舷 力 目1M;力又は共の組合せ

( ハ) 干し 鈴 接

縦輿! 在力 柿鈎! 底ブp くは共の組合せ

第十同僚 鈴接部K 於けるJ .1i 似肱力の算定は次の規定に依る

(イ ) ¥U.1flf 1  J を交くる筒合鯨接及隅肉鈴拡

Ｍ ｾｲｌ 小 ，ＧｲＮＱＮＦＮ ' はlU/，俗力にして全l悠力を喉断耐にて除したるR51 とす

(ロ ) 縦現力を受くる簡合錦接関内鈴接及縦鈎力又はf s i ' !Jl J:;/ J を交くる孔鈴接

ｲｩ￬ Ｑ 江 懸力はｾｬｊ舷力 ｬ 亡して会開力 を喉 断商にて除したる陪 ｪ と す

( ハ) 直l在力叉は間的l佐力及縦抑力を同 l苛K 交くる筒合鈴接及隅肉鈴後

草 ｦ 立癒力は 主 任合成舷ブ ｊ をご喉断泊 ｪｫ 亡 て 除したる ｙｩ ＱＮ イ江直 ｬ 砲 ｾ Ｑ ｊ 又は必 I，rff.. ブj を取Wr r白il 亡て除した

る ｩＺ 削立勢 ｦｦｦｂ 力の中第 ｪ ｌ ｾＱ てよ ＱＩ 大なる鈴按寸法を裂するものとす

第 十 五 僚 館 篠 部 の 箇I耐係数CSect i on Modul us ) 及抗紐係数( ] orsi onal Mo dul us) は共の恥断l師 IL つ

き算定せらるべきものとす

第十六際 集成音f材を構成する材)i ・の館援は共れに侮達せらるべき陪カlとよ り寸法を定むぺし

￮Ｍｦｾ十七憐 飯桁叉は之K 類似の構造物K 於て突縁 とnu鋭とを辿結する抗勢断続隅肉鈴技の寸ー法は次式

lとよりて 算定すぺし( h¥品l参!!の

金=古Tl τ

式 中 / 桁 の 中 立 軸 l亡闘する断面 二次率

v=最大関7J

ｑ］ 桁突縁部の桁 ｾ ｉ ｉ ＺＺＭ ｖＺ 刺 ｈ｣ ｬｍ ｊ する断町 一尖ｾ

T = 喉厚の純手11'，闘に於ては 2 a)  

1=鈴接Ji aの長さ

τ = 掠接の; 午写} 1'111立! 佐ブ j

t = 隣接鈴接片の心距

第十八{ 燦 断続鎗J妾及長孔鉛接 11:於 ける隣接一主体接jt の最大間隔は

l住ブJ を: 停逮すべき館接11: 射して 結合材) ，' 中最小! 亭の 12 1六

0---，，_  

～ｾ，＠

p  

一 宮1
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銘接研究曾電弧銘接標準示方書( 案)

今回総接研究1きが官民ねて研究中の電弧鈴接標準示方容に就ν・て下記の沼りそ の

第一言質舎を経たる案が 出来 ま したので、合員諸君参考の ため王室に 縛殺す〈編斡〉

第 一 章 綿 Jl lj  

ｾｾ ー僚 本示方警 は第三伐に規定せる鋼材を朋ひて電似鈴按工法( 金属電極棒) tc依り構築せらるべき

構詰物の 設計ｾｬ￉ Ｇ 亡製作 ｋ 治 ｦ ｬｊす

ｾＱ 三保 柿築用主Ａ 買 材は特，と規定せる場合を除き総て大 ￯ｬｾ Ｑ Ｕ 年 ＱＰ 月 Ｒｇ 日商工省、告示第二十三披 ｦｬｾ Ｇ＿ｴ ( 椛

梁 建 築 共他〕用j限延鏑材規格に操る

第五僚 鈴接機と して 直流又は交流鉛接機の何れをとも使 Jl jするととを得 但し場合に より 之が指定をと

たすととあ るペし

第六僚 鈴接機及共の 他の 用具は Ｗ 象め Ａｒｾ ｾ 鮮民の検脊を受くべし
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合 報 4

森 脇 三1: 三君 前11戸市灘区八幡 了訟 18 株 式合従大 林 組

問〈地方在住〉

初 飼 郡一君 爾 山市西町 甲830 鈴木工務所内

工 東 千秩 君 岡 山市大工町84 問中 L'e. 吉 方 岡 山 市 役 所

土木課建築係

清 水 繍ー君 東京府下巣鴨町池袋 1039 日本生命館東

京 支底 新 築 工 事

高息 節夫 君 岡山市小原田TI 28 岡山 市役所土木課建

築 係

回 4 市兵術 者 熊本市大 江町 大江592

特 別 賛 助 員

す甲才子 惣耳IJ 宥 西 医立 資掬i北週目ノ 12
合資合計抑谷 間

合 代 表i祉 員

小 田 正夫 君 大 津市 j耳場 第 二'1 f I ; 地セメ Y トliJj *1ifi 紡

液製品主奴資

普 通 貨 劫 員

安藤 蔵品主君 熊本市南千反畑町 1!3 設計段督 i当符

ヲF 卜 禰 太 郎 君 福 井 市 外 志比江 五f都上 111工務 応 LH殻 }fr

内

今 西 茨 主11; ，7¥・西広[ ! ! j 滋 i!ir(射 iiIi 3 / 3

内問 J E男 君 熊本市泰竹町八王寺2こO 熊本l際中毒事部

建 築 係

越 部 俊彦君 朝鮮戚鏡北道羅南色初瀬町 古賀 方 成 鋭

北道管絡会n嵐官E

:Jt(本 !i¥l!.遊君 熊本市南千反畑 町 112 熊本県長内務部主1);

築係

竹内 保 之干1 東京市本所匝吾妻僑 l ノ21 ノI 片岡事務

所

rt 伊吉君 熊本市内坪井町 175 熊本県果、内務部建築係

中 西 信 市 君 主 主 区最 後 III r 28

中延 千年' f l 北区詩型 t 江町5 ノ71 佐 々木方 都烏工業

挙 校建 築科 ll}J 手

永岡 ! ) Hl  熊本 l隊飽託明; 川尻 町大 1攻 熊本l係内務 部

建築係

商 末 彦 君 熊本泰 竹町 べ主弓)，315 同 ヒ

日置 忠 君 熊 本 市 内主l' 井町 tdlli 内 向 1-.

p;前 市太郎 '11 東成 区放出 町 171) 者ｾ 烏 工業主 再 校建築科

助 手

光氷 悟 '(1 熊本市黒; a町 坪井325 江 滋 方 熊 本 隊 内

務部主1) ; 築;jJI、

ｾ＠ 治 判t 干! 北匹蒋源 子 ｾｪ 同 ｦ Ｘ ノ Ｔ 問ml Al l : 築事務所

公F11 JE治 11 京都 府下天 間郡稲知 I[ J 町仲/ 阿} 新 絞 部

製糸株式合計.

渡期:4詮一良1;君 府 F豊百[.!1m商 村大字. l J ' 尾

退 曾 者

舎 員 加 藤 芳 太 郎 君 、松 下 藤 治 君

特月11主主D}J 員 古 賀短U1史君

普; 国主主耳IJ員 井上新太郎君、 内 浦寅吉君 、北原政吉震

" 動 " 居

倉 員

波 溢 源治 君 堺 市 中 三 園 ケ 丘 町3T76番地

藤 井 修 君 伎 吉 区 住 吉町 1656番 地

大 倉 直 三君 港区八幡鰻錦町224

新野 ｊ ［ ｾ 次郎君港区東町中町 Ｓｔ 目 ＹＳ

平野 事官 ｊｙｊ 君府下 三 烏郡千里村片 ｾｉｊ Ｈ 5  

曾 員 〈 地 方 在住〉

ｾｲｭ￮＠ '1宝ー 君 ;東京市不石川底林町26帯地

村岡俊郎君久留米市ｾ扱川町 Ｔ ノ Ｓｃ ｏ 昭和興 業株 式

舎量士内

特 別 賛 助 員

小品Ir*{II! 之 助 君 検君主市中 区本牧町678

永 島 敬 iiIi 11 北区曾根崎上3丁目 2( =毛利工務所〉

普 通 貨 助 員

木谷育: 太郎君 尼崎市開明町 11' 目 2

佐 藤 佐 七 君 稲 井 市 江 戸 下 町39

中 村 容 七 君 北 区 中 之 烏 宗 是 町 12 ( 中 村 グラ= ツ ト向

合〉

.縛居先不明者御尋ね

下記の協曾員の住所或は勤務先御存

じの方は事務所 へ御一報下さる様御

願い t= します

令員( 地方在住)踊 永 牧 三ft

rr，J  朝 香 茂π

普通賛 助員 小 商 松 太 郎君



曾 報 3

こ と を 交 渉 し そ の 承 諾 を得 た り 、 何'; . : ，' 協舎の往築と肩上 1  ｦｩ 句次回よりア パ ート 三 積頬 ｻｾｌ に 付各障 の 研究 そ ｩｉＡｬ むる

舎と同報告型? との交換希望の旨 rll 込 み あ り た る を 以 て

J t の旨常務舎へ提議す ると とに 決 定

協 議 事 項

Ｑ 矢悶 ｪ モ よ り常 事 ｩ 企 ｩ 工法に闘する研究溌去 をなし 同 ｊｾ 報告

持モ一同 ｋ ｉＡｩｾ付Ｈ頁童生間而共 ＲＴ 牧〉

l ケー ソ y 工事見取のf 1 o rll 合たり ( 乃月末の改定〉

1  ｾ白 の 瀬ト ｙￎ ・ノ ｌ 附近税務の件ｲｊ ｬ 合 Ｗ こ り ＨＴ 月 Ｓ 日間 〉

l 次 1"111 脅 柳! ¥: のケ ーソ ン工事に 1f"，1 ';:' 研 究 淡 表 せ ら る

ｌ こ とｾ L 同 1¥: のハ ン 7 レツ トモ 寄 ]1骨せ ら れ たり

住 宅 委 員 曾

時 2 月24 日 午 後6時一一一同8時 30分

Ffr ラ イ オ y 食 堂

出 席 者 幹 事 浅 野 、 帰 lli

委 員 赤 松 、主守的、河峰、末 r帯、森充、波長正令

ｾ￟ｉ ｾ＠

1 第 一 、 第 二 分 fl の 所 鴎 委 員 を 本 人 の 希 2'J 分 科 を基調と

し て 分 ち 同 時 に 衆 望 に よ り 主 査 の決 定 をな す

l 各 分 科 の 定例日 を左の 遁 決 定 す

毎 月 第 l 月曜日 同 第3 月曜日

(  1ヶ月 2川と l 2分 科 向 日 開 1Wゆこと 〉

Ｑ 卸 ｾ ｾ疹 ＯｊｬＮ 農民階級住宅可闘し資料委員合委員長よ り照合

に劉 L }l IJ 紙 案の羽目 l同事することに決定す( 別紙調各〕

l 門 下 大 阪 市 に て 建 築 し つ L あ る助 努 階 級の ( セ' じの闘商

/え H: の 償 給 、 家 賃 等の 調 査 報 告 を ll J l : 溢<i T . 織委員に依河{

L 次 l叫 に 於 て 研 究 す る こ と

作 ｉ 東 ｊ［ｾ ＩＺえ桜 波 Ｎｪｬｾ 他 の 市径の前詑 ＱＱ ，宅に付 ても研 究を進

む る と と 更 に 今 後 時期 を 見 亡現 場 士見 併 す る こ と 等 を

rll 合 せ た り

住 宅 餐 員 曾

時 3 月7 日 午 後5J 寺田分一一同8時 50分

所 位 友 倶 集 部3階

出 席 者

第 一 分 科 幹 事 浅 野 主 査 小 i ll

委 員 ;亦 絵、佐 木々、 篠 崎、末 湾 、森 J [

滋重量義 、 渡溢ｾ

第 二 分 科 幹 事 会 合 山 主 査 市

委 員 法 足 、iii' !.l皇 、 小 林

ζ と L せ り

停IJ

4 出F

n  

二 月 例 曾 並 片 問 曾 長 選 別 曾

昨 日li 平日7
10 )1 22日 午 後5時 一 一 同9時 IS分

所 大 似 ピ A ヂ ン グ ヘ l併食生:

0¥席者 f日j 曾 卜' 日 送531]曾 111

記 事

ｬ 午後 Ｕ 時 例 曾 ｩＺ 開始 さ れ先 づ ｋ ｉ､ｯ ｬＱ き長 ん 開舎 ｉｾ 倹移設

津 rn府組: 築課長 ノノ 紹 介あ り て 直 に津 田 課 長崎 上 I こ''r.ち

ノ〉次 め市街地主主築物法施行令ノ土施行花J l IJ if( i巨に就 ての

組 下 に二 時 間 に干f る長時 111] の設 町Iあり こ _::::fl 附 の勝、*

あ り 池 nl ｾ｜ｉ ｊｩ書長 の 謝館法令員 riiJ の拾 手 に より; iH志士

ｊＧ＼Ｎ し ｾｦ［Ｚ に 二月 仰 ｬ 合 ｬｴ 終 る

l 夫 れ よ り片岡合 長 会 )) 1) 曾 に移 り 参加 令 良 一 同 : 士一光 づ

別手ー に入 り休 ｊ 組す 、 此爆 に ｾ て 休憩時 Ｑｭ を利 ｉｉｉ :" 1i会興

氷 山 田 石;洲日目i ) ) -J.，臣官都絞 附 級 嬬 次 郎 の - -1f t ' ! を磁〈

l  午後了時過宴舎 倒 的 、室町 にし て 池 田 則 合 長 立 っ て ー同

を 代 表 し て J注目IJ の耐 を述 べ 、次 で 片 岡 合 長 よ り 官f 協 含

有 芯 Jt. 日 本 建 築 士 合 側 西 支 部 の1Ui に係 る本夕の舎 に到

する nr : r r ( なる謝萌t .  ＮＱｖ，今次 の ｩＩｴ｛ｾ に到 りた る料 ｪ Ｏｬｬｊ 其他 に

. イナ累々託らる

l 夫 れ よ り池 田区1)合 長の悦 案 に よ り 順 次 指 名 による 五分

ｉｬ｜ ｬ ￬＿ ｩ 設始まり山午閃 ｊ ＱＨ をＧ ｉｩＧめ数民 の 筒 Ｑｾ なる 怠別 の 僻

あり合長 の 君主援 にて 本協合 ｬＢＭ 日本 ｩｬｬ 築士合側商交 ｾｾｴ ￧ ;筑

後 を竺 '¥'1 して 散 曾

曾 員 動 静

入 曾 者

曾 員

7干ヨE 義 一 君 北 河 内 郡';'j ｾ口町土居 Ｔ Ｑ Ｖ

石 井 - Ｎ Ｎ ￯ｾ 君住 吉区旭 町 Ｒ ノ ＹＹ 大林組 ｹｪ Ｇ ￭ 舎内

1持瀬幸 .(c虫I¥' H 北区義務1寺 町6 ノn 株式合量土大林組

菊 作 ｦｾ￭ Ｍ Ｇ 干 ｬ 此 花 区大 関町 1ノ 10i 竹 中 工 務 応

柿 -，E 己 常 的 下 |河町幸! i I ! 3竹 中 寮 竹 中 工 務 ! 苫

左 雲勘治虫1¥11 西 区本間 Ｓ ＱＱｴ ｾｬｲ 1∞ 

記 事 佐 藤 灯 夫 者 北 区 中 / 島 大林 組 日 本銀行1I : l 殻 Jfr

1 建 築 智 識 の普及波; 主は勿譲住築専門家相互の: 意見の交 I 鈴 木 下t '.P.・ 佐古区! 総合町 166 株 式 合制 鴻i也飢

換の新来 に 侠つｾ多 η れど更に 一 般紫人 の 主要者より 閥 喜 久 J Hl 奈 良 市7附可町 52 株 式 舎 副大林幸fl

栂カＮｊＭＱ［の窓見 を聴取し同 時に久施主 を 量 ｾ ｉ 守 することも 東川n 謙 三 Yl 兵即時系武 I，I(菅f ，芦属井尻 1075 大 阪 市 ホ テ

大 い に 必 要 な る と 止 な り右に付稲々意見 の交換 を な し ノl 建 築 鳴 託

選て各方而の人 々 に 依り時談合 を 開 Ｑｭ す る ｬ ｊ ｾ を ｆｉｉ 合す 演 口車中竺良1;対 {:I一台lJ - f 松崎 町 2 / 9 ! 林 試 合 劇 大林幸11



曾 報 2

第 二 分 科 委 員 小川、 楠 瀬、武 田 、 内総

記 事

ｬ 今 ｾＡ ｉ 日 本建築 士 ｬ 舎 よ り建築競技執行規準草案に闘し舎

長 宛 意 見 照 合 あ りしを以て合長 よ り前委員合附託とな

りまし たのでえが研究に 付諮 り た く 倫 今 一 件 IJ: 建 築 工

事紛負契約書案立主工事前負況粍の改￯ｅー に 付て日本主ｾ築

士 合 J々毛皮建築祭舎々長 より別紙 の 遁 り 激 告 が あ り 就

て l t 何 れ 銭 年の 知 〈聯合調査委員舎が 設け られ 常協曾

よ リも委員選定 の と汲; 詮きる λ ζ と L な るで あ らうか

ら 夫 れ 迄 に本件を研究しゃ ｩ 案を作成 し 泣 くやｾ ｾｾに付

御相談 い た L! 変き旨を坪井幹事 よ り述べ 協議 を・進めた

l 右協議を J. I ) : ねたる結果左のi J I j l ) 特別分科 を設付分織を

定め研 究 す る と と に 決 定 す

l 建 築 競 技 執 行 規 幣 草 案 委 員

l 妥 員 伊 藤 和 夫 氏、石 川 T.i. 三氏 、 知 名 将 火 氏

古場，i E 治氏、村 野 放 lC氏 、古 Il l t，:j"j_i'¥;;氏

2 定例舎合日 毎 月第二、 第四水同盟日

?  1主築工事前負規程改正委員

l 委 員 小 川久 市 氏 、沼 弁 雄一 郎 氏 、武 田 終一氏

坪 井 誠 一氏 、松 久 保 倣 三氏 、 山 国 必平氏

2 定例舎合日 毎 月 第二 、第 四 7)( 脇日

敦 化 委 員 曾

時 3月5 日午後ら時 一 同8時30分

Jjfr テ イオ y 食 堂

出 席 者 委 尽 長 安 井 幹事柄 ｊｾ

各 員 小 島 、鈴 木 、 松 本、 山 本

面包 ｾ ｲ［

第 三分 科 委 員 平 野 . 須 武 藤 正直11 代. ('1'- 秀峨( - I C

報 告

l 異 に本 委 員 合 よ り 住 宅 委 員 舎 に 到 し 照 合せ L 動勢階級

住 宅 に 捌 し該' 曾ょ U Ｕｊ ｉｊ 紙 の 遁Ａ日 ｉｾ 幸 ありたり Ｈ 5) IJ紙 略 )

ｬ メート ル 法Ｇｊｾ行に闘し本委員 曾より常設各 委員 合宛に

m! 令 せ し民主左組委員合よ り別紙ゎi J I j 酒答あ りた り ( 別

紙 略 〉

法 制 、災; 守強度、住宅の 各 委 員曾

議 事

1 メー ト" ili 賀 行 に附 L 合 長 よ り 本 委 員 舎 に 附 記 せ られ

た るnにイナ協議力結果別紙 の jffi の 凶 谷 容 を提出する こ

とに決定す Ｈ 刀 Ｑ ｝ 車 ｬ ｾ ￦ 各〉

1  EI-ド第二分 科 に 於 て 調 脊 研 究中の投に闘す る諸 般 事 Jj'(

に到 し 今 夕 は専 門 家 を招 き 共の俄 略 的説 明 を聞き且 'i' t

[IIJ 士並 べ て多考に供したり

資 料 委 員 曾

時 3 月 17日 午 後6王寺一- fr iJ8時 30庁

所 ラ イオン食' 単・

出席者 委 員 長 松 明 幹事小凶 、 ｾ ｦｴ 111  

第 一 分 科 主 査 高 松 委 員 白 石 、橋

第 二 分 科 奈 良 市 I首;j ，潰 ru

第 三 分 科 主 査 阪 弁

号f. t')  Js. 、l ]! 野 、山中、 被口 、須 賀 、 作

記 事

l 本 寄与貝舎委員のみにて大阪 窯 業 セ メ ゾ ト合枇 工 場 を四

月 上旬 に 見製 したき 希望 あ り、合従 の都合 を λｾ ［ ねたる

後 、 日時 ;々 決定す る とと を rjl 合せた り

向各分科 ｒ 官 を Ａｊ ｉｉｾ にし て 、 日本 ｪ い盤 、 衛生陶援に 付着

l 委 員 合;況干主改i E 委員舎に営委員曾 n 今 年 度 に 於 け る 事 々調査研究 壬治 めたり

き 住吉 ｼ 鐙 ｾ￞Ｍ ｊＺｴーの開想、とすると ζ ろ のも の 等提出す べ きに

付 協 議 を な し た る 結 果 左 の 二項 n を畿 げ たり 。 災 害 強 度 委 員 曾

l 見 準 時 3 月8 日午後5時 30分一 一同9時30分

2 緋E責決議筒台 所 テ イオン食堂

3 制査( 懸 史的其の: 也の 建 築 海 ;M査 共 外 ) 出 席 者 号島民長 DJ(l¥i 1  

1 近〈 部信託舎 を 京 都 に 於て聞 く と と を 決 議 し、時 期 、舎

場 、 題目等に闘し交渉ーを進め ヨ ｾ ｉＡＡ ｉ に其 の 報告 を 倹って

更に協議すること

l 定例 日 を 釘 月 第 一 土 眼 目 と す

資 料 委 員 曾

時 Ｓ 月 Ｓ 日午後 Ｕ ｾ 寺 ＳＰ 分 一 一 同 ｂ 時 Ｔ Ｐ 分

所 7 イオ y 食当1・

ｉ ｬＮ｜ ｦｦｲｊ Ｚ 者 ｾ ｕ 長松虫 干iロi与 '1-回 、初 川

第 一 分 科 主 * ;gj 絵 委 員 押 目 、耐 聞

;:ti 二 分 科 書 長 日 高 |旬、前 川

第 一 分科主ｾ黒庇 ｬ

委 員 篠 原 、三 浦、山 倒、大告書

第 二 分 科 幹 事 青柳 主査矢F l I

奈 良 川 勝、桐 本 、佐 野 、谷 、掘 削

報 告

1  2 月 2子日付 を以 て 食 料 委 員 合 よ りメ ー トル法代行に閥

する iサvこ-H 営 委 員合 宛 照 合 あ りた る も1111ｾ生 ｪ 明日切 迫の

Ｑ Ｇｩ別紙 の 油 Ｑ Ｑｉ Ｑ Ｎｮ ・ ￦ ＾ り しことを説 明 ｦｾ ｴＧｩＭし Ｍ Ｑ Ｑ［ の芳、総を 似

たり

1  ｾ｜￬ ｾ＠ fl.舎 の激 i?: 街1決 定 に 付 報 告

!  IJ 本 ポ ー トテ y ド七 メント技術合より報告書 士受ける



合 報 1

曾 報

役 員 曾

常 務 怠

時昭和 Ｗｾ ｰＳ 月 Ｗ 日午後 Ｕ 時 一一同 Ｙ 時 ＳＰ ＢＩ ・

8庁 ライオン食堂

出 席 者 間l合 長 池 田

主紀伊東 、 大阪 、 Ｎｲｾ井 、 ｩ ｲｾ［ ［ 士阿

主 計 岡 部、松 井 制 桝 高 橋 、中IIJ . ｾｩ 本

議必

1  3 月例舎に闘する i午

i 本季大舎に闘する f't

ｬ 創立尚 ＱＵｾ Ｑ ｾ 記念事業計登の件

l ボー リング表に闘する f'I'

l 事務所移締に闘する n

l 終身 "li JJ)} f'l. 入舎に闘し翻誘者に封 L )i主 ill J l 刊誌の件

l 定款改正委員合委員宿 員希望 の件

l 法令i ) i i F'f主.1J nl 徐中止の可否の件

1 熊本市に於 ける建築展覧舎に物品貸奥の1
1
1'

l 建築鋭校執行規準草案に闘する件に付委員舎に附託の

作

l 合費滞納者に赤紙使用の干l'

l 入合前月分台費徴枚方 に闘する f'I'

l 終身賛助費用途に閲する件

l 舎費 一時納入者勧誘の 1'1・

l 貸料に闘する件

l 令図都市 問題合議提出 問題研究に闘 しlr験 IH純資文，'H

の件

l 委員 l 名噌員姿求の f'j:

1 合員A 衡

報告

ｬ 片岡合長寄附命受領済 ｍ￪ｾｴ 側ｊＮｴ他者干潟に付初告

l 大阪府内務部長 よりメート ル法1宝行に関する照合 の 件

l 建築接合 より請負契約書及34i 負規段改正に闘し委員合

設置報告

常 務 曾

時 昭 和17年3 月 15日午後6時 一一同9時40分

1 評議員合開催の件

l 合 員企衡

委 員 曾

i会制委員曾特別分斜倉

時 2 月24 日午後6時一一同8時30分

P.Jr 5' イオ Y 食生:

出 席 者 要 員 石 川 、!J r獄、北 垣、新名 、内藤

記事

Ｑ 空叙汚染 Ａｉ 応態の限度調査に付協議の結果調 ｾＧ･ｲ 験を大

阪市 、:r.i:ii ' 1=. 試験所 に依報すること L し調査を 要すべ き

建物を左の八ヶ月rr と決 Eす

朝日ピ IL 、堂ピ ノt 、松竹座 、大i喬限、大丸、阪工' ;百

貨応 、市立都島工業事校 、パリジヤユ/

布の内各階代表的の郊分放地下室 のあ るものは必ず地

下集を合み炭酸ガス 、 ｩ 昆皮 、 ｩｻｕ ｉｴ のｾ長強調査の ζ と

浩 司 副 委 員 曾

時 3 月2 日午後6時40分 ー 向 日 時45分

所 ラ イオ Y 食堂

出 席 者 委 員 長 今 林

第一分 科 幹 事 1JIl 族 主 査 北垣

委 員 新 名 、村野 、山 111 、作Il ¥J

第二分科幹事上1 ' ) 1 -

委 員 工 藤 、武田 、 内藤

記白j}

1 今林委日長 より先自立合長より I; f . j 託されたる全凶都市問

組合論拠出[ l fj題に付目 F 特別委員を設け研究中 であ る

が ｾｾ ， Ｎｴ の汚染以態調笠に付て は 専門家の ｴｴ 験成絞を姿

する伐 に今回 市 立衛生試験所に依! 必ずるととにした り

とてｊＺｬ［の交渉の経過ＺＦＮ［ｴＭ ￆｾ の支出等に付詳細 ｬ 報告あ り

て各委員 の承認を fぜたり

1  2 月 26 日開舎の E委員合規程改正委員舎の経過報告をな

し該規程第三僚に封する改正文案を各員に提示し之を

決定せり

所 靭 日 ピ ノι 倶楽部 '  洛 制 委 員 曾

出 席 者 同IJ 令 長 池 田 主 詑 伊 東 、鳥井 時 3 月 16 日午後7時 15分一一同9時

主 計 阿部、松井、 呼子 編中IF ｾＧ Ｚｪ 筒 、 森本 所 ライオ y 食堂

議 事 出 席 者 幹 事 坪 井

1  611 な満 15年記念事業に関す る1'1 第一分科 主任 ，lttlI 

l ょJ} fJi )yi d 締 に闘するf'l' 委員 Ｇ ｾｩ 111、作 !日]



( 昭和七年〉
員及 委貝日 本 建 築 協 曾 役

祉 関

法 人

昭

. 館建般調査準備. 員曾

日 高 町F

波 江 悌 夫

山 脇 友 三 良1¥

阪 弁 米 吉

森 本 線 吉

小 川 陽 吉

小 川 安 一 員1¥

絵 本 儀 八

回山同

委員長

委 員

同

問

問

問

問

同

阪 弁 米 吉

滋 正 一

平 野 湖 砂j

山 中 茂 一

桐 回 読

城 口 組 吉

須 賀 族 五 良1¥

i字 秀 雄

査

員

主

委

向

問

問

問

問

問

建築相該殴置調査蚕員曾

餐 員 長 小 笠 原 鈎

委 員 池 図 谷 久 吉

岡 阿 部 掘 調 I l . IJ

同 昔n al 定 議

阿 久 保 田 祭 雄

同 鳥 井 信

同 波 江 悌 夫

同 富士問: i l l 一

同 光 安 梶 之 助

問 森 本 藤 吉

池 田 1貫

主F 井 誠 一

横 潰 勉

片 間 安

小 笠 原 鈎

鳥 井 信

松 井 裕 之 助

高 橋 祭 治

落 ‘ 藤 藤 吉

川 口 一 二

ｾｬ＠ :: 1< n賢 太 郎

芝 開 封1 重

末 詩 型 周 次

徳 政 令 吾

中 村 義 雄

波 江 悌 夫

藤 本 賢 太 郎

松 Ｎ ｾ 1 f i 光

松 本 儀 へ

光 ，安 栂 之 助

村 里 子 藤 吾

渡: 部 圭 膏

定紋改正. 員曾

長

官

増

目

同養

斡

問

委

同

同

同

同

問

問

問

同

同

問

問

問

同

同

問

問

同

同

員

吾

吉

茂

雄

平

郎

著

笠

史

雄

台

車込

守号 柳 貞 f止

矢 rfl 鍛 成

井 手 正 雄

大 野 直 卒

川 勝 源 兵 衛

川 口 一 二

桐 本 楠 雑

佐 野 後 三

谷 隆 夫

射 回 献 次 郎

委員曾規程改正案員曾

委員長i ¥I ! ，悶 貸

幹 事 寂 :士 阿 重 一

委 員 浅 野 命 議

同 今 林 彦 太 郎

同 小 笠 原 鈎

同 阿 部 顧 則

同 酒 井 勇 三 良1¥

同 日 詰l 件

同 松 i f ( :ill 光

岡 森 本 藤 吉

岡 波 溢 圭 吉 正

分

藤 藤

悶

野 茂

r翠 準

原 太

，: 1; 智

J II 

浦 f古I

国 芳

委

ｾ野ＡｬＺｬＺ一良 Ｑ｜

浅 野 命 議

小 111 安 一 郎

赤 松 修

佐 々 木 荘 一

篠 崎 粂 ニ

末 湾 周 次

中 村 義 雄

本 1m 乙 彦

森 元 政 調主

波 溢 義 三

波 書 量 金 蔵

二 分

t曾 山 究 者 平

南 信

岩 尾 保 術

岩 崎 勇

魚 岡 常 治

河 盛 盆 太 良1¥

小 林 三 造

丹 藤 良 雄

災害強度委員曾

車ヰ

員

分

科

圭部

分

波

落

田

市

小

大

篠

中

古

三

山

S

H

 

委員長

事

査

員

第

本

査

員

• 
本

査

員

委員長

第

住

幹

生

委

問

問

問

問

同

同

幹

主

委

同

同

同

問

問

問

問

幹

主

委

同

問

問

問

問

問

問

問

制 養 員 曾

今 林 彦 太 郎

一 分 税

加 藤 善 吉

北 極 熊 之 介

伊 藤 和 夫

作 rm日 11:1生

新 名 騒 夫

科l 原 兵 市

古 老 後 疋 治

村 野 藤 吾

IIJ EO ｾ 区平

吉 岡 信 武

員委

主主

委員長

• 
事

盗

員

幹

主

委

問

問

問

問

同

問

問

第 二

: } 玉 置 豊 次 郎

事 坪 井 誠 一

員 石 川 寛 三

小 川 久 市

工 藤 祭 治 良1¥

楠 瀬 激

酒 井 藤 一 良1¥

武 閉 経 一

内 藤 亮 一

松 久 保 敬 三

• J‘. 
安 井 武 雄

沼 弁 勇 三 良1¥

芝 岡 知 ill

小 島 淳 吉

鈴 木 忠 五 良11

徳 政 令 膏

伴 野 貞 三

松 本 儀 八

山本 赤 Ｗ ｾ

横 山 命 三

-ill 光

第

査

員

料第

事

査

員

斡

主

委

同

問

問

問

問

車ヰ

員

分本↓

高 松 4 太 郎

白 石 登 喜 男

鴇 信

縮 問 勇 雄

二 分 科

小 西 一 良

山 間 教j 次

高 間 奥 三 吉

古 里 悶 到 ! 一

司王 阿 武良1¥兵 衛

松 尾 末 吉

三 分 利

須 川 熊 太 郎

第

背

中

査

員

• 
事

ft 

*  

料望書

松

主

委

問

同

品什

主

委

悶

悶

悶

事宇

化

委員長

幹 事

問

委

悶

悶

悶

向

同

同

安員長

安

寅

一

鈎

雄

郎

士

ロ

知

信

一

則

助

正

治

郎

清

士

回

流

郎

衛

士

口

郎

知

則

吉

郎

郎

安

一

一

一

良

郎

男

車

夫

二

次

一

治

吾

信

雄

郎

=

二

郎

郎

忠

助

へ

清

三

王

同

士

口

二

平

正

一

世

五

敏

太

陽

芳

重

開

制

之

条

太

臨

時

太

保

陽

一

芳

旧

制

藤

一

太

誠

鋼

一

三

喜

知

積

築

関

武

祭

A

M

義

太

貞

窓

太

次

之

儀

来

臨

時

藤

盛

抵

主

悶

原

宗

l

{

井

附

E

臨

附

子

島

県

悶

悶

宗

J

安

貞

金

問

問

拶

目

安

k

弁

f

祭

子

岡

田

H

献

野

山

川

悶

回

笠

間

来

日

r

士

吉

井

橋

山

本

来

F

川

川

原

部

藤

合

感

藤

寺

西

井

石

田

9

4

7

源

問

橋

政

キ

山

里

士

本

問

弁

本

木

野

本

木

間

子

部

片

池

武

小

津

伊

小

大

鳥

官制

岡

松

呼

高

中

世

句

森

池

伊

岩

小

小

大

間

務

河

河

片

加

小

小

沼

白

芝

新

情

末

武

高

徳

直

局

中

中

伴

官

阿

藤

岡

畑

牧

松

松

崎

叩

三

村

森

八

山

呼

渡

員役

勘

相

曲
射

主

幹

委

同

問

問

問

問

同

同

員

長

長

長

官

申

官

明

記

間

記

記

記

計

計

計

斡

特

輯

将

員

合

曾

議

合

間

副

監

監

主

主

主

主

主

主

主

主

編

編

編

編

評

問

同

同

問

問

問

問

問

問

同

問

問

問

問

同

問

問

問

同

同

問

問

問

問

同

同

同

同

同

同

同

同

同

間

同

同

同

問

同

同

資
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